


表紙写真

外側:冷害によって傷害型不稔が発生した水田の稲 (写真提供:刈谷国男、北海道農試)

内側(上)健全な病の切片(写真提供 :刈谷国男、北海道農試)

内側(下)冷害ストレスを受けた蔚と花粉

(写真提供:佐竹徹夫、元北海道農試、現拓殖大学北海道短期大学)

日本植物生理学会1998年度年会

および

第38回シンポジウム

講演要旨集

会期:1998年 5月3日(日)'" 5日(火)

会場:北海道大学高等教育機能開発総合センター

日本植物生理学会
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口交通のご案内

1)会場

札幌駅から，徒歩約10分で北大正門(北8条)です。その後，学内の北側(北18条)まで，徒歩で約15分です。

地下鉄南北線北18条駅(さっぽろ駅から 2つめ)からは，徒歩10分以内です。

2)懇親会会場へ

北大南門から，徒歩約15分です。パスの運行を計画しております。

口参加登録受付

1) 5月3日午前8:30より高等教育機能開発総合センタ一正面入り口で参加登録の受付を始めます。

2)すでに参加申し込みをされている方は「予約参加受付Jで講演要旨と名札をお受け取り下さい。

3)まだ，参加申し込みをされていない方(参加費を納入されていない方)は， I当日参加受付」で手続きをお取

り下さL、。

4)会場内では常時，名札をご着用くださL、。

ロクローク (E・203)

お預かりする時間帯は下記の通りです。夜間は管理できませんので，必ずその日のうちに荷物をお引きとりく

Tごさし、。

5月3日 8: 30~18 : 00 

5月4日 8: 30~17 : 15 

5月5日 8: 30~17 : 00 

口講演発表される方へ

会則第4条2項により，年会の研究発表の講演者は本学会の会員に限ることと定められています。したがって，

演者が本会に未加入の場合は，発表に先だって学会本部にて入会手続きをお取りいただくようお願いします。

1)発表はすべて OHPによって行って頂くことになりました白 35mmスライドは使用でき

ませんo

OHP発表についての諸注意:

(1) A 4サイズを使用して下さし、。画面は縦横どちらでも使用できます。会場後部の人にも文字が見えるよう

画面全体をフルに利用したレイアウトをご考慮下さL、。

(2) OHPの操作・進行は演者または共同研究者等のサポートによりお願いします。

(3) 同じものを繰り返し使用する場合は，発表をスムーズに行うため，その数だけシートをご用意下さL、。

(4) 写真等ハーフトーンの OHPシートはインクジェットプリンターよりもカラーコピー機を使用した方がコ

ントラストがきれいに仕上がるようです。

(5) OHPランプはつけ放しにしますので，消さないで下さL、。

2)一つ前の講演が始まるときには「次演者席」に着席して下さい。

3)一般講演は講演時間12分討論 3分です。講演開始10分後に第 1鈴， 12分後に第 2鈴(講演時間終了)の順に

時間経過をお知らせします。座長の指示に従い，時間を厳守して下さL、。
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口関連会議

学会賞選考委員会 5月2日 16:00-17:00 北海道大学クラーク会館，集会室6号室

(大会前日)

編集実行委員 5月2日 16:00-17:00 北海道大学クラーク会館，集会室 l号室

izbz、z (大会前日)

編集委員会 5月2日 17:30-21:00 北海道大学クラーク会館，集会室 l号室

(大会前日)

常任評議委員 5月3日 12:00-13:00 ホテル札幌会館(札幌市北区北17条西4丁目)

~ 

評議委員会 5月3日 18:00-21:00 D会場

総 ~ 5月4日 11:30-12:30 I会場

授賞式・受賞講演 5月4日 16:00-17:00 I会場

ロミキサー
5月3日 18:00- 福利厚生会館(年会会場の南隣札参加費無料)

口懇親会
日時:5月4日 18:30-
場所:札幌ガーデンパレス(札幌市中央区北l条西6丁目)

τ'EL 011-261-5311 
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口関連集会 第 1日 5月3日(日) 午後 6 時~ A会場

「植物生理若い研究者の会」
オーガナイザー 中嶋信美(国立環境研)

18 : 00 はじめに

18 : 05 植物の形態形成過程におけるホメオボックス遺伝子の機能

玉置雅紀(名古屋大学生物分子応答研究セ ンター 学振特別研究員)

19 : 00 アラビドプシスの温度感受性突然変異体を用いた細胞壁合成の解析

佐藤茂(三井業際植物パイオ研究所研究員)

19 : 55 おわりに

20: 00 親睦会

お弁当の予約は「植物生理若い研究者の会受付」まで。多くの方のご来場をお待ちしています。講演要旨及び

プログラムは「若い研究者の会ホームページ」

http://www/ipc.hiroshima-u.ac必rnakaOOO/

においても見ることができます。

第 2日 5月4日(月) 午後 5 時~6 時 A会場

「クラミドモナスはモデ、ル植物になりうるか ?J
オーガナイザー 下河原浩介(帝京大・医).福津秀哉(京大院・農)

17 : 10 いまなぜクラミドモナスなのか?一一一最新技術の動向および将来への展望

下河原浩介(帝京大学・医学部)

17 : 25 遺伝子タギング法を用いたクロロフィル b合成遺伝子の単離

田中 歩(北海道大学・低温科学研究所)

17 : 40 葉縁体遺伝子の形質転換系を利用した研究の現状

皆川純(理化学研究所)

17 : 55 参加者討論

この数年，単細胞緑藻クラミドモナスにおいて次々と新しい分子生物学的手法が開発され，真核光合成生物の

そテ'ル系として，世界的に注目を浴び始めております。本集会では，これまでクラ ミドモナスを実験材料として

用いた経験のない研究者を対象に想定して，クラ ミドモナスのモデル生物としての利点，最新の技術情報，また，

問題点およびその将来性について，現在日本で実際にクラ ミドモナスを材料にして，主として分子生物学的手法

によ って研究している研究者に講演をお願いしました。
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口授賞式・受賞講演

〔授賞式〕

16: 00 

〔受賞講演〕

第 2日 5月4日(月)16: 00'"'-' 1 7 : 00 1会場

選考経過報告

賞状授与

日本植物生理学会奨励賞

16 : 20 和田元 (九州大学・理学部)

不飽和脂肪酸の生合成と生理機能に関する分子生物学的解析

日本植物生理学会論文賞

16: 40 若尾紀夫 (岩手大学・農学部)

新規光合成色素「亜鉛パクテリオクロロフィル」ーーその発見と意義一一

一受賞論文一

Norio Wakao， Naoto Yokoi， Naohito Isoyama， Akira Hiraishi， Keizo Shimada， 

Masami Kobayashi， Hideo Kise， Masayo Iwaki， Shigeru Itoh， Shinichi Takaichi 

and Yonekichi Sakurai (1996) Discovery of Natural Photosynthesis Using Zn-

Containing Bacterioch1orophyll in an Aerobic Bacterium Acidiphilium rubrum. 

Plant Cell Physiol. 37(6): 889-893 
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シンポジウム I 第 2日 5月4日(月)13: 00-16 : 00 H会場

13 : 00 

13 : 05 S1-o1 

13 : 30 S1-o2 

13 : 50 S1-o3 

14 : 15 S1-o4 

14 : 40 S1-o5 

15 : 05 S1-o6 

15 : 30 S1-o7 

15 : 55~16 : 00 

「植物転写調節機構解明の現状と今後の方向」

オーガナイザ一 山崎健一(北海道大学・大学院地球環境科学研究科)

はじめに

座長 高辻博志(農業生物資源研究所・分子育種部)

エチレン応答性シスエレメントを介した転写制御機構の解析

太田賢1.2，高木(大目)優l，進士秀明2

(1工業技術院・生命工学工業技術研究所 2科学技術振興事業団)

EREBPsによる転写活性化機構の生化学的解析

伊藤嘉信，高木優l，進士秀明l，竹丸憲一人広瀬進2，山崎健一

(北大・地環研工技院・生命研・植物 2遺伝研・形質遺伝)

ABA応答性転写制御に関わるシスエレメントとトランス因子

服部束穂，保浦徳昇，戸塚昌子，加賀谷安章，小川雄一郎，

浅田美穂子(三重大学・遺伝子実験施設)

座長 山崎健一(北海道大学・大学院地球環境科学研究科)

タバコにおけるストレス応答に機能する転写因子

正司猛，浅尾浩史l，加藤晃，山崎健一2，吉田和哉，新名惇彦

(奈良先端大 ・バイオ奈良農試北大・地環研)

タパコレトロトランスポゾン (η'01)の傷，エリシターによる誘導に関わる

Myb様転写調節因子 LBMlとその制御

杉本和彦，武田 真，庚近洋彦(農業生物資源研究所・分子遺伝部)

植物特異的転写因子としての Dofタンパク質の生理的役割

柳津修一(東京大学・大学院総合文化研究科)

ベチュニアの TFIIIAタイプ・ジンクフィンガ一転写因子群の機能解析:

花の器官形成における転写調節への関与について

高辻博志(農業生物資源研究所・分子育種部)

まとめ
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シンポジウム 11 第2日 5月4日(月)13: 00--16 : 00 1会場

「植物細胞の生と死をめぐる“チェックポイン卜"の解明にむけて」

13 : 00 Sn-01 

13 : 30 Sn-02 

14 : 00 Sn-03 

14 : 30 Sn-04 

15 : 00 Sn-05 

オーガナイザー 内宮博文(東京大学・分子細胞生物学研究所)

座長 内宮博文(東京大学・分子細胞生物学研究所)

細胞周期制御からみた頂芽優勢の分子機構

森仁志，志水佐江，円 由香(名古屋大学・大学院生命農学研究科)

細胞周期が動き出すとき一一細胞分裂の活性化と CDKの活性制御一一

梅田正明(東京大学・分子細胞生物学研究所)

植物根における細胞死とその機能

且原真木(岡山大学・資源生物科学研究所)

座長森仁志(名古屋大学・大学院生命農学研究科)

通気組織形成における細胞死の機構

川合真紀(東京大学・分子細胞生物学研究所)

道管の分化過程:細胞死に向かう遺伝子発現のプログラム

出村 拓l，五十嵐恵l，岡津立夫l，遠藤暁詩人山本亮l，福田裕穂1.2

(1東京大学 ・理学部附属植物園 2東大院 ・理・生物科学)
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シンポジウム 111 第2日 5月4日(月) 13: 00-16 : 00 J会場

13 : 00 SIII-Dl 

13 : 15 SIII-D2 

13 : 55 SIII-D3 

14 : 35 SIII-D4 

15 : 15 SIII-D5 

「イオウ代謝系の分子エンジニアリング」

オーガナイザ一 斉藤和季(千葉大学・薬学部)

関谷次郎 (京都大学・大学院農学研究科)

高等植物のイオウ代謝

関谷次郎(京都大学・大学院農学研究科)

座長佐野浩(奈良先端科学技術大学院大学・遺伝子センター)

硫黄同化・変換系の制御と分子エンジニアリング

斉藤和季(千葉大学・薬学部)

座長斉藤和季(千葉大学・薬学部)

光合成及び非光合成器官におけるE硫酸還元系の分子解析

長谷俊治，榊原(米倉)圭子1 (大阪大学・蛋白質研究所，

lサントリー株式会社・研究センター基礎研究所)

座長 関谷次郎(京都大学・大学院農学研究科)

生体内グルタチオンレベルの人為的制御に向けて:

グルタチオン生合成酵素の特異的阻害剤の設計，合成および阻害の挙動

平竹潤(京都大学・化学研究所)

座長藤原徹(東京大学・大学院農学生命科学研究科)

高メチオニン含量種子構築のための分子基盤

一一一種子のメチオニン含量を決める遺伝的制御一一

内藤哲，千葉由佳子，太田垣聡，木嶋文子，杉山裕， D. Bartlem， 

南原英司， H. Tyson1， R. Wa11sgrove1， 1. Kim2， T. Leustek2 

(北海道大学・農学部，lRothamsted Exp Station， 2Ag Mol， Rutgers Univ) 

13 



シンポジウム IV 第 3日 5月5日(火)13: 30---17 : 00 H会場

「植物個体における光合成機能統御の分子基盤」
一一器官問および細胞内のコミュニケーション機構の現状と展望一一

13 : 30 

13 : 40 SIV-D1 

14 : 05 SIV-D2 

14 : 30 SIV-D3 

14 : 55 

15 : 10 SIV-D4 

15 : 35 SIV-D5 

16 : 00 SIV-D6 

16 : 25~16 : 30 

オーガナイザー 西村幹夫(基礎生物学研究所)

山谷知行(東北大学・農学部)

はじめに 杉山達夫(名古屋大学・大学院生命農学)

座長 山谷知行(東北大学・農学部)

器官問コミュニケーション一一維管東系の構造と物質輸送一一

長南信雄(茨城大学・農学部)

器官間コミュニケーション一一葉の構造と光合成機能一一

半場祐子，宮津真一，寺島一郎(大阪大学・大学院理学研究科)

器官間コミュニケーション一一器官聞における窒素輸送機構一一

山谷知行(東北大学・農学部)

休憩

座長 西村幹夫(基礎生物学研究所)

オルガネラ間コミュニケーション

一一光呼吸及び脂肪酸代謝におけるオルガネラ間相互作用一一

西村幹夫1.2 (1基礎生物学研究所 2総合研究大学院大・生命科学)

オルガネラ間コミュニケーション

一一葉緑体転写制御における核と葉緑体聞のシグナル伝達機構一一

豊島喜則(京都大学・大学院人間・環境学研究科)

オルガネラ間コミュニケーション

一一一色素体とミトコンドリアの転写・ DNA複製系の調節機構とその進化的背景一一

酒井敦(東京大学・大学院理学系研究科)

おわりに

佐藤文彦(京都大学・大学院農学研究科)
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シンポジウム V 第 3日 5月5日(火) 13: 30---17 : 00 1会場

「植物における細胞オルガネラ研究の新展開」
オーガナイザー 射場厚(九州大学・理学部)

座長射場厚(九州大学・理学部)

13: 30 SV~l ミトコンドリア融合を誘導する mFプラスミドの構造と機能

河野重行，高野博嘉，黒岩常祥(東京大学・大学院理学系研究科)

14: 00 SV~2 液胞構築の分子機構

和田 洋(大阪大学・産業科学研究所)

座長 河野重行(東京大学・大学院理学系研究科)

14: 30 SV~3 プラスチド核様体の分子構築とその動態

佐藤直樹(埼玉大学・理学部)

15: 00 SV~4 イネ温度感受性突然変異株を用いた葉緑体形成機構の解析

射場厚，楠見健介(九州大学・理学部)

15: 30 SV~5 プラスチドの遺伝情報発現システム

杉田 護，庚瀬哲郎，杉浦昌弘(名古屋大学・遺伝子実験施設)
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シンポジウム VI 第 3日 5月5日(火) 13: 30----17 : 00 J会場

13 : 30 SVI-Ql 

14 : 00 SVI-Q2 

14 : 30 SVI-Q3 

15 : 00 

15 : 15 SVI-Q4 

15 : 45 SVI-Q5 

16 : 15 SVI-Q6 

「植物の環境適応戦略」
オーガナイザー 青山卓史(京都大学・化学研究所)

内藤 哲(北海道大学・農学部)

座長青山卓史(京都大学・化学研究所)

リン酸濃度シク.ナルに応答する遺伝子群のゲ、ノム生物学的解析

花野滋，金子貴一l，光JII典宏，田畑哲之I，柴田大輔

(三井業際植物バイオ研究所かずさ DNA研究所)

硫黄栄養と窒素栄養に応じた代謝変動と遺伝子発現制御

藤原徹，平井優美，金暗街，粟津原元子，林浩昭，茅野充男，

内藤 哲1 (東京大学・農学生命科学研究科北海道大学・農学部)

植物の光応答とフィトクロム

休憩(15分)

長谷あきら，中村正展，横田孝雄l，田中慎一郎，望月伸悦

(東京大学・遺伝子実験施設帝京大学・バイオサイエンス)

座長内藤哲(北海道大学・農学部)

植物の赤外光応答におけるホメオドメイン蛋白質の役割

青山卓史，大岸麻紀，矢野博之，岡 穆宏(京都大学・化学研究所)

Light Up Stress Signal Transduction in Arabid，ゆsis:

A Molecular Genetic Approach 

Manabu Ishitani， Liming Xiong， Jian-Kang Zhu 

(Department of Plant Sciences， U niversity of Arizona) 

水ストレス応答における遺伝子発現とシグナル伝達の分子機構

篠崎一雄，篠崎和子1 (理化学研究所・ライフサイエンス筑波研究所，

1国際農林水産業研究センター・生物資源部)

16 



A会場

第 1日 (5月3日)午前 A会場光合成

9:30 A1a01 低温感受性組物の光化学系 Iの光・低温障害

寺島一郎，野口 航，伊藤(根本)朋子1， 朴 龍 陸2，久保明弘丸田中浄4 (阪大・理・生物，

1日本女子大・生物韓国清州大・生物国立環境研鳥取大・農)

9:45 A1a02 光化学系 1psaD， psaEアンチセンス組換え植物の作出

清水徳朗，徳富(宮尾)光恵1，山本直樹1，大橋祐子1，小林省蔵2 (農水省・四国農試農水省・

生物研農水省・果樹試)

10:00 A1a03 酵素発生型原核生物Aωηochlorismarinaから単離された P740(クロロフィル d)をもっ光化学系 I反応中

10:15 A1a04 

10:30 A1a05 

10:45 A1a06 

11:00 A1a07 

11:15 A1a08 

11:30 A1a09 

，心

岩城雅代，伊藤繁，胡 強1，宮下英明1，岩崎郁子1，宮地重遠1(基礎生物学研究所側海洋

パイオテクノロジー研究所)

緑色硫黄細菌反応中心複合体と Fdの相互作用

楠元範明，中村有希，瀬尾梯介，井上和仁1，榎並 勲2，棲井英博(早稲田大・教育 ・生物神奈

川大 ・理・応用生物東京理科大・理・生物)

緑色イオウ細菌グロロピウムの反応中心に結合するチトクロムらの新奇な機能

大岡宏造，岩城雅代1，伊藤 繁1 (阪大院 ・理 ・生物基生研)

光化学系E反応中心に対する単クローン抗体の作製とそれを用いた系Eトポロ ジー解析の試み

新達也，沈建仁，小川健司1，井上頼直(理研播磨・光合成科学理研・動物試験室)

光化学系E復合体二次元結晶の原子間力顕微鏡観察

中里勝芳，市村年昭1，真柳浩太，石川 尚，井上頼直(理研 ・光合成科学工技院・生命研)

三次元電子顕微鏡法による光化学系E複合体二量体の構造解析

石川 尚，沈建仁，真柳浩太，中里勝芳，井上頼直(理研 ・光合成)

電子顕微鏡による光化学系E反応、中心複合体の 3次元構造解析

真柳浩太，石川 尚，豊島近1，井上頼直，中里勝芳(理研・光合成科学東大・分生研)

11:45 A1a10 有機栄養的に暗所で生育させたクロレラの光合成膜標品の性質

池上勇，神谷明男(帝京大・薬)

第 1日 (5月3日)午後 A会場光合成

13:30 A1p01 

13:45 A1p02 

14:00 A1p03 

14:15 A1p04 

14:30 A1p05 

14:45 A1p06 

15:00 A1p07 

15:15 Alp08 

15:30 A1p09 

葉緑体チラコイド膜状態を維持したままでの酸素発生反応中心ベプチドの解離・再結合解析方法の開発

山下貌，蝦名真澄1 (筑波大学・生物科学系農水省・草地研究所)

酸素発生系を含む光化学系Eのチロシン Z・の研究

三野広幸，小野高明，河盛阿佐子1 (理研・光合成科学関西学院大 ・理)

酸素発生 Mn!Iラスターとチロシン Yzの棺互作用

野口 巧，井上頼直， Xiao-Song Tang1 (理研 ・光合成科学， lE.I. Dupont de Nemours & CO.) 

光合成光化学系E水分解系 Mnクラスターの新しい EPR信号

松川隆哉，河盛阿佐子，三野広幸1 (関学大・理理研 ・光合成科学)

アポ光化学系E複合体に対する Mn2+イオンの結合と反応性

小野高明(理研・光合成科学)

15N同位元素置換光化学系Eの MnMulti1ine Signa1の ESEEM

音井隆彦， Andrei V. Astasbkin，河盛阿佐子(関学大 ・理)

紅藻 PSIIに存在する 4種の表在性蛋白の高等植物 PSIIへの再構成

吉原静恵，太田尚孝，沈建仁1，榎並勲(東理大・理・生物理研矯磨・光合成科学)

シアノバクテ リア Synech明暗tissp. PCC 6803 の光化学系E複合体の新規サプユニットである 11kDa， 

13kDaタンパタ質の機能解析

加藤浩，村上悟，池内昌彦1(神奈川大 ・理 ・応用生物東大・教養・生物)

クラミドモナス光化学系E複合体の迅速精製およびその性質

杉浦美羽，井上頼直，皆川 純 (理研 ・光合成科学)
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15:45 Alpl0 

16:00 Alpll 

16:15 Alp12 

16:30 Alp13 

16:45 Alp14 

17:00 Alp15 

17:15 Alp16 

17:30 Alp17 

17:45 Alp18 

A会場

PS IIの酸化側電子移動には PSII-Lタンパク質上の Tyr34が必要である

中野雄喜，星回尚司，岩田達也，豊島喜劇(京大院・人間・環境)

緑藻クラミドモナス y-l変異株の緑化に伴う系E複合体生合成における PsbTの役割

大西紀和，高橋裕一郎(岡山大・理・生物)

業縁体にコードされた小型で疎水的な系Eサプユニット PsbIの機能

新田真美，高橋裕一郎(岡山大・理・生物)

系E反応中心タンパク Dlの C末のアミノ酸Leu-343とA1a-344が酸素発生系の機能に果たす役割

葉田野有s，皆川 純1，井上頼直1，高橋鯵一郎(岡山大・理・生物理研・光合成科学)

シネコシステス 6803psb U，ρ>sbV欠失変異株から明らかになった，らん藻酸素発生におけるチトクロム

c-550の重要な役割

沈建仁， Ming Qian1，井上頼直， Robert L. Burnap1 (理研播磨研， 10klahoma State Univ_) 

紅藻チアエジウムの酸素発生標品に存在する表在性蛋白チトクローム c-550のクローニ ングと発現

太田尚孝，加藤宝，奥村彰規，沈建仁1，加茂政晴2，榎並勲(東理大・理・生物理研播磨

・光合成科学東理大・生命科学研究所)

あ明echocystissp_ PCC6803株ρsbAII遺伝子のラ ンダム突然変異誘発による光化学系E機能損傷株の作製

山里明弘，佐藤公行(岡山大・理・生物)

光化学系E複合体の単離を目的とした，好熱性シアノパクテリアの形質転換法の検討

木下 徹，池内昌彦(東大・教養・生物)

Cyanop加ra仰radoxacyanelleから単離した酸素発生活性を持つチラコイド膜の性質

柴田真理，菓子野康浩，佐藤和彦，小池裕幸(姫路工大・理・生命科学)

第 2日(5月4日)午前 A会場光合成

8:30 A2aOl 光化学系Eチトクロム b559の電位型変換機構の解析

水津直樹1.2，山下貌3，徳富(宮尾)光恵2 (1生研機構農水省・生物研筑波大・生物)

8:45 A2a02 ラン藻Synecm即 stissp. PCC6803および砂nec加ωccussp. PCC7942のthiore白血1peroxidase (TPX)の解析

山本 宏1.2，三宅親弘3，Karl-Josef Di氾tz4，宮沢健ーに横田明穂2.3，村田紀夫1(1総研大・生命科

学，基生研・計待機構， 2RITE・植物分子奈良先端大・ パイオ， 4Bielefeld Univ.) 

9:00 A2a03 Cloning and purification of spinach (め開明 oleracea)ch1oroplast thioredoxins f and m 

Michael T. Stumpp，久堀徹(東京工業大学・資源化学研究所)

9:15 A2a04 クワ (MlorusゐmめICISKoidz)フェレドキシンの精製と一次構造決定

酒井幸三，小幡茂裕1，野津祐三人新 勝光3 (積水化成品工業キシダ化学生物研テノレ・パ

イオラボ)

9:30 A2a05 トウモロコシの光合成および非光合成組織のフェレドキシン-NADP+ 還元酵素とフェレドキシンの相互作

用の解析

恩田弥生，柳原 均1，松村智裕久長谷俊治(阪大・蛋白研名大院・農生命日本医大・生化)

9:45 A2a06 ラン藻め卿官加のIstisPCC6803における 5つの ndhD遺伝子の機能解析

大河 浩，村上明男1，園田雅俊，小川晃男(名大・生物分子応答研究センター基礎生物学研究

所)

10:00 A2a07 葉緑体包膜の電子伝達の光合成における役割

村田善則，尼子克己，高橋正昭(大阪府大・農・応用生化)

10:15 A2a08 循環的電子伝達に関わる ndhBの遺伝子破壊

鹿内利治，遠藤剛1，山田康之，浅田浩二九横田明穂，橋本隆(奈良先端大 ・パイオ京大 ・

院農福山大学・工)

10:30 A2a09 ~抑echocystis PCC6803のPexA依存型プロトン放出に関与する電子伝達

園田雅俊，加藤大和， W. Vermaas1， G. Schmetterer2，小川晃男 (名大 ・生物分子応答セ，1Arizona 

Sta飴 Univ.，2Univ. Vienna) 
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A会場

10:45 A2a10 地衣類の産する生理活性物質による光合成電子伝達阻害機構

佐藤文彦，遠藤 剛，荒田勇登，木下靖浩1，山本好和1(京大院・農・応用生命科学日本ベイン

11:00 A2a11 チラコイド膜上の光化学系E複合体を構成する D1蛋白質前駆体の C・末プロセシング

山本由弥子，大音雄司，佐藤公行(岡山大・理・生物)

第2日(5月4日)午後 A 会場光合成

13:00 A2p01 ホスホエノールヒ・ノレピン酸カルボキシラーゼの X線結晶徳造解析

松村浩由，永田隆博，井上司l，吉永侃夫1，津村憲若人泉井桂2，甲斐泰(阪大院・工京

大院・医京大院 .A) 

13:15 A2p02 シロイヌナズナ PlIz-?リスタリンの酵素的性質とタパコ植物での発現

真野純一， E町 IC.Belles-Boixl， E1ena Babiychukl， Dirk Inzel，浅田浩二2(京大・食研ゲント大・

遺伝研福山大・工・生物工学)

13:30 A2p03 3'末端領域の選択的スプライシソグによる葉縁体型アスコルビン酸ベノレオキシダーゼの発現調節

吉村和也，薮田行哲，田茂井政宏，石川孝博1，武田 徹，重岡成(近後大 .A・食栄和医大

.生化)

13:45 A2p04 トウモロコシ，イネ Pdk遺伝子の発現解析

野村美加，干徳直樹1，徳富(宮尾)光恵2，a島茂行，松岡 信1 (香川大， 農名古屋大・生物

分子応答研究センター農水省・光合成研)

14:00 A2p05 トウモロコシ C4型 PEPcarboxy1aseの調節的リン酸化を特異的に認識する抗体の開発と本抗体によるリン

酸化の動的解析

上野宜久1.4，江村淳二人熊谷久美子2，中島喜一郎2，稲見蕪3，芝哲夫九泉井桂1 (1京大・

院・農ベプチド研蛋白奨励会，‘学振研究員)

14:15 A2p06 ホスホエノールピルピン酸カノレポキシラーゼ:活性部位モパイルループの機能解析

津村憲志，松村浩由1，井上 司賢人甲斐泰1，泉井桂(京都大院・農・植物生理大阪大院・

工・応用化学)

14:30 A2p07 ベンケイソウ型酸代謝の概日リズムに対する温度シフトの影響

荒田博行，滝川香里(九大・理・生物)

14:45 A2p08 フォスフォグリセレートキナーゼ cDNAをア ンチセンス方向で導入したタラミドモナス形質転換株の解析

北山雅彦，高橋由理，長総哲斎1，北山 蕪2，Robert K. Toga回 ki2(愛媛女子短大 ・食物栄養，

l日本体育大学 ・生命科学イ ンディアナ大学 ・生物)

15:00 A2p09 高比特異性 RuBisCO由来の sma11subunitを持つ hybridSynechococ附 RuBisCOの解析

山本 宏1.2，宮沢健一人太田にじ4，横田明穂2，3t 村田紀夫1 (1総研大・生命科学，基生研・計時

機構， 2RITE・植物分子奈良先端大・ パイオ早稲田大・人間科学)

15:15 A2p10 ホスホエノーノレピルビン酸カノレボキシナーゼ (PCK)発現イネの炭素代謝

鈴木庄一，村井宣彦，新井雅雄(日本たばこ産業株式会社・遺伝育種研究所)

15:30 A2pl1 トウモロコシゲノム遺伝子導入による C4型ヒ・ルピン酸 Pjジキナーゼのイネでの高発現

土田博子1.5，東江栄1.5，Maurice S. B. Ku2，野村美加3，松岡信仁徳富(宮尾)光恵5 (1生研機

構， 2Washington State UniV.バ香JII大.A， 4名大 ・生物分子応答農水省 ・生物研)

15:45 A2p12 遺伝子導入による NADPリンゴ駿酵素のイネでの高発現

東江栄1.5，土田博子1.5，Maurice S. B. Ku2，野村美加え松岡信久徳富(宮尾)光恵5 (1生研機

構， 2Washington State Univ.バ香川大.A， 4名大・生物分子応答農水省・生物研)

第3日(5月5日)午前 A会場光合成関連

8:30 A3a01 ?ロロフィル合成系遺伝子を欠失したラン藻変異株の“黄化"過程の解析

加田茂樹，藤田祐一，小池裕幸1，佐藤和彦1，長谷俊治(大阪大・蛋白研 姫工大・理・生命科学)
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A会場

8:45 A3a02 高等植物，緑藻のクロロフィル b合成遺伝子の単離とその進化的考察

富谷朗子，大野照文1，越野泰裕2，田中歩2 (京大・理・地鉱京大・総合博物館京大・理・

植物)

9:00 A3a03 Alloterotsis s，捌勿lataのKranz型及び non-Kranz型における光合成および光呼吸酵素の細胞間分布

上野修(農水省・生物研)

9:15 A3a04 光呼吸活性の非破壊測定法

津山孝人，小林善親(九大・農・林)

9:30 A3a05 クラミドモナス突然変異株における光呼吸速度の測定

鈴木健策(農水省・東北農試・生理生態研)

9:45 A3a06 サイトカイニンによるキュウリ .NHDPH・プロトタロロフィリド還元酵素 (NPR)遺伝子の発現制御

黒田浩文，増田 建，房田直記，太田啓之，高官建一郎(東工大・生命理工・生体機構)

10:00 A3a07 NADPH-プロ トタロロフィリド還元酵素はキュウリにおいて単一遺伝子にコードされ，光により転写発現

誘導される

房回直記，増田 建，黒田浩文，太田啓之，高官建一郎(東工大・生命理工・生体機構)

10:15 A3a08 緑藻 C.reinhardtii CP26組換え体の発現と解析

皆川 純，井上頼直(理化学研究所・光合成科学)

10:30 A3a09 ?ラミドモナスにおけるクロロフィル分解系の特徴

土井道生，岡山繁樹(九州大・理・生物)

10:45 A3alO ハゲイトウの赤色棄におけるク ロロフィル合成系遺伝子の発現様式と色素体の構造

岩本訪iI知1，中島 仁1，杉山宗隆2，福田裕穂1.2(1東京大院・理・生物科学，2東京大・理・植物園)

11:00 A3a11 タパコにおける光合成関連遺伝子の発現制御への rbcL遺伝子欠損の影響

富津健一1，北恵郁緒里1，Steven Rodermep.2，鹿内利治3，横田明穂1.3(1RITE・植物分子生理，

2アイオワ州立大・植物奈良先端大・パイオサイエンス)

11:15 A3a12 Rubisco LSUの活動酸素による断片化は CABPにより抑制される

石田宏幸，牛尾亜由子，牧野周，前忠彦(東北大・農・応生化)

11:30 A3a13 改良プロモーターにより外来カーポニックアンヒドラーゼの活性を高めた形質転換タパコの光合成と生長

地主建志，岡部敬一郎1，石丸 健2，庚瀬竜郎2，大杉 立2，石井龍一(東大..・作物アドバ

ンス・ DDSR&Dセンター農水省・生物研)

11 :45 A3a14 Chlorella sorokinia仰の低CO2誘導性の可溶性カルボニックアンヒドラーゼ cDNAのクローニングとその特

徴

佐藤 朗1，岩崎俊介1，白岩善博1.2(1新潟大・理・生物筑波大・生物)
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第 1日(5月3日)午前 B会場 ラン藻・光合成細菌

9:30 B1胡 l シアノパクテリア Synechocystissp. PCC6803の強光順化にかかわる新規遺伝子 ρmgAの生理的役割とその

遺伝子発現

日原由香子，圏池公毅1，池内昌彦(東大・教養・生物東大・院理・生物科学)

9:45 B1a02 シアノパクテリアあ明chocys的 sp.PCC6803の強光耐性に関係した遺伝子の解析

亀井綾子，小川晃男1，池内昌彦(東大・教養・生物名大・分子応答センター)

10:00 Bla03 クロロフィル会合体の磁気円偏光二色性

三室 守，上園勝久，嶋田敬三1，野沢庸則2，小林正幸三大須賀篤弘3，小林正美4 (山口大・理・

自然情報都立大・理・生物東北大・工京都大・理・化学筑波大・物質工学系)

10:15 B1a04 A. rubrumの亜鉛型クロロフィルの構造決定とその物理化学

小林正美1，秋山満知子1，山村麻由1，木瀬秀夫人嶋田敬三人高市真一三平石明久伊藤繁5，

井上和仁6，石田信昭7，小泉美香久狩野広美8，渡辺 正9，若尾紀夫10 (1筑波大都立大日本

医大豊橋技大基生研神奈川大食品総研， 8，9量生資源研東大 10岩手大)

10:30 B1a05 紅色光合成細菌 Rubrivi出xgelatinosusにおける新たな光酸化性の膜結合型チトクロム

吉田 真， A此urOsyczka，永島賢治，嶋田敬三，松浦克美(都立大・理・生物)

10:45 B1a06 S仕uctureof SO Lycopene in antenna comp1ex of Rhodo宅tiri・llummolischianum DSM119 as revea1ed by 

Raman spectro悦 :opy

PuQi卸， Leenawaty L団組tara，Jiang Ping Zhang， Yasushi Koyama (関西学院大・理・化)

11:00 B1a07 Generation of trip1et and cation-radica1 bacterioch1orophyll a in carotenoidless LH1 and LH2 antenna com-

p1exes from Rhodobacterゆhaero幼 s

L. Limantara， T. Kakuno1， H. Hara， A. Kawamori， T. Yagura， R.J. Cogde1l2， Y. Koyama 

(Kwansei Gakuin Univ.， lM&S Technosystems、2U凶v.of G1asgow) 

11:15 B1a08 Interaction of so1ub1e cytochromes with the tetraheme cytochrome subunit bound to the photosynthetic reac-

tion center of the purp1e bact疋riumRubirivivax gelatinosus 

A武町 Osyozka，Makoto Yo岨ida，Kenji V. P. Nagashima Keizo Shimada， Katsumi Matsuura 

(Tokyo Metropolitan Univ.) 

11:30 B1a09 色素交換 RCを用いた電子伝違反応ぷのピコ秒共鳴ラマンスベクトノレ

堤隆弘， Leenawaty Limantara，小山泰(関西学院大・理)

11:45 B1alO Zn・パタテリオクロフィルを使う好酸性細菌Acidiphiliumrubrumの電子伝達系と反応中心

伊 藤 繁1，岩城雅代1，小林正美2，嶋田敬三3 (1基生研筑波大・物質工都立大・理・生物)

第 1日(5月3日)午後 B会場 ラン藻・光合成細菌

13:30 B1p01 Ru加ivivaxgelatinosusに近縁な新規好気性光合成細菌

陶山哲志，花田 智，重松亨，細矢博行，金川貴博，野田坂佳伸l，藤川清三2，高市真一3，常盤

重量(工技院・生命研北大・歯学部北大・低温研日本医大・生物)

13:45 B1p02 新規に分離されたアスタキサンチンを持つ好気性光合成細菌の系統解析

浜田 徹，横山昭裕1 (海洋バイオ釜石研究所清水研究所)

14:00 B1p03 光合成細菌 Rhodobactersρhaero地 sf. sp. denitri.万cansの硝酸還元系遺伝子

劉恵14<，滝尾進，佐藤敏生，山本勇(広島大・理・生物)

14:15 B1p04 光合成細菌 dmsCBAオベロンのプロモーター領域の解析

宇治家武史，山本 勇，佐藤敏生(広島大・理・生物)

14:30 B1p05 紅色細菌 Rub1かivaxgelatinosusの光合成遺伝子クラスターの構造

五十嵐直樹，嶋田敬三，松浦克美，永島賢治(都立大・理・生物)

14:45 B1p06 好気性光合成細菌 Roseobacterdenitri万四nsにおける光合成調節遺伝子クラスターの解析

西村浩二，大林武，万里直己，増田 建，島田裕土，太田啓之，高官建一郎(東工大・生命理工)
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15:00 Blp07 紅色非イオウ細菌Rhodobactersp.加。。地sの光合成調節遺伝子クラスターの機能未知遺伝子 mプ5の解析

大林武，西村浩二，粟井光一郎，島田裕士，増田 建，太田啓之，高宮建一郎(東工大・生命理

工・生体機構)

15:15 Blp08 紅色光合成細菌 Rhodovulumsul.ρ仰 hilumにおける光合成器官の合成制御因子の解析

増田真二，松本有美，永島賢治，嶋田敬三，井上和仁1，Carl E. Bauer2，松浦克美(都立大・理・

生物神奈川大・理・応用生物イ ンディアナ大・生物)

15:30 Blp09 Zn-パクテリオクロロフィ ノレを合成する光合成細菌 Acid争hiliumrubrumにおける Mg-キタラーゼ相同遺伝

子の単離および機能解析

増田 建，増田宗久，太田啓之，井上和仁1，高官建一郎(東工大・生命理工・生体機構神奈川

大・理・応用生物)

15:45 Blpl0 光合成細菌へリオパタテリア Heliobacillusmobilisの色素遺伝子クラスターが挿入された紅色非硫黄光合成

細菌 Rhodobactercapsulatusの性質

16:00 Blpll 

16:15 Blp12 

16:30 Blp13 

16:45 Blp14 

17:00 Blp15 

17:15 Blp16 

17:30 Blp17 

17:45 Blp18 

井上和仁，山辺慎一郎，村山英未1，安久津聡2，小林正美2 (神奈川大・理・応用生物東大院・

農学生命筑波大・物質工学)

ヘキサーヒスチジン標識を付加した Rhodobacterω1>sulatusチトクロム bCl複合体の精製と性質

佐伯和彦，堀尾達也，福山恵一，河本正秀1，井上頼直1，A. Sami Saribas2， Mari岨 Va1kova-

Va1chanova2， Fevzi Da1da12 (阪大・院理・生物理研 ベンシノレパニア大学・生物)

Location and function of isoprenoid quinones in chlorosomes仕omgreen sulfur bacteria 

Niels・UlrikFrig祖 rdL2，松浦克美1，広田雅光1，Mette Miller2， Raymond P. Cox2 (1都立大・理・生

物， 2Inst. Biochem. ， Odense Univ. ) 

タロロソームの塩基処理とベースプレートにおけるエネルギー伝達調節

桜木由美子1，松浦克美1，Niels-Ulrik Frigaard1， Mette Mi11er2， Raymond P. Cox2 (1都立大・理・

生物， 2Inst. Biochem.， Odense Univ.) 

ラン色細菌の光合成系の温度感受性;Foの上昇の機構

江見 崇，山根由裕，菓子野康浩，小池裕幸，佐藤和彦(姫路工業大・理・生命科学)

光合成細菌のベリプラズムに局在する新しいリンゴ酸誘導蛋白質の分離

原 郷美，岩崎美子，松崎雅広，佐藤敏生(広島大・理・生物科学)

ラン藻 SynechoωαωPCC7942carboxysome欠損株における CO2律速条件下での CCMRuBisCOの発現調

節について

原納 究，小島佳代，岩城俊雄，和田野晃(大阪府立大・農・応用生化)

ラン藻あ明echo似 'cusPCC7942株由来 carboxysome欠損株における C妙。matiumvinosum RubisCOの発現

小島佳代，原納 究，小林裕和1，岩城俊雄，和田野晃(大阪府立大・農・応用生化静岡県立大

.食品栄科)

ラン藻の光化学系E酸素発生複合体における高温耐性獲得の生理学的意義

西山佳孝，村田紀夫(基礎生物学研究所)

第 2日 (5月4日)午前 B会場 CO2同化・光合成と環境/光合成関連/呼般

8:30 B2aOl 高炭酸ガスのハツカダイコン，Raphanus sativusの生長，炭水化物含量，光合成に及ぼす影響について

臼田秀明，下河原浩介(帝京大学・医学部)

8:45 B2a02 Nostoc communeの乾燥状態での光合成系

山路隆晴，菓子野康浩，小池裕幸，佐藤和彦(姫路工業大学・理・生命科学)

9:00 B2a03 緑藻 Chlamy，ぬ仰仰似sreinhardtiiにおけるパラコート投与に応答した酸化的ストレス防御酵素の変動

藤原敬之，渡部裕子，桜井英博(早稲田大・教育・生物)

9:15 B2a04 コサプレッション形質転換タパコを用いたストレス下におけるグリコーノレ酸経路必要量の解析

山口勝司，西村幹夫(基生研・細胞機構)

9:30 B2a05 モノデヒドロアスコルビン酸ラジカル測定による水ストレス下のレタス (Lactucasativa LINN)葉の初期変化

の解析

堂前喜章，樋口浩和，縄田栄治，真野純一1(京都大・農京都大・食糧科学研)

22 



B会場

9:45 B2a06 膜脂質の不飽和化は光合成を光阻害から保護する:その分子機構の解析

Katja Sippo1a， Eira Kanervo， Eva・MariA:ro， Zo1tan Gombos1，村田紀夫 (トルク大学基生研)

10:00 B2a07 海産微細藻の光合成と借地中の NaC1濃度との関係

鈴木聖子，足立恭子，丸山 正1，加藤美砂子2，志津里芳一，宮地重遠(海洋パイオテクノロジー

研・清水研同・釜石研お茶大・理・生)

10:15 B2a08 コムギ葉の老化過程における弱光環境下での CF1の特異的減少は炭酸固定能力に影響をおよぼさない

鈴木雄二，牧野周，前忠彦(東北大・農・応生化)

10:30 B2a09 カリフラワー水溶性クロロフィノレ蛋白質の多様性

西尾真美，中山克己，岡田光正 (東邦大・理・生物分子)

10:45 B2a10 The invo1vement of fa仕yacid un鈎 turationof membrane lipids in sa1t to1eranαof Synec.加の'stis

S叫eym田I.Allakhverdie'v， Norio Murata (Nationa1 Institute of Basic Bio1ogy) 

11:00 B2a11 業縁体のネオキサンチンは全て 9'・シス型である

高市真一，三室 守(日本医大・生物，山口大・理)

11:15 B2a12 高等植物のシアン耐性呼吸経路の活性測定

野口 航，上国民吾1， 高 春 心1，寺島一郎2，吉成正3 (筑波大・生物科学通産省・工業技術

院・資源環境技術総合研究所大阪大・理・生物， 3WadswひrthCenter， Stat疋 U凶versityof New 

York， NY) 

第 2日 (5月4日)午後 B会場窒素代謝

13:00 B2p01 

13:15 B2p02 

13:30 B2p03 

13:45 B2p04 

14:00 B2p05 

14:15 B2p06 

14:30 B2p07 

14:45 B2p08 

15:00 B2p09 

15:15 B2plO 

15:30 B2p11 

アンチセンス RNAにより NADH依存性グルタミン酸合成酵素 (NADH-GOGAT)の発現を変化させたトラ

ンスジェニ ックイネの作出

石井有理，早川俊彦，山谷知行(東北大・農・応生化)

イネ NADH依存性グルタミン酸合成酵素 cDNAの構造解析

赤川 巧，早川俊彦，日野睦美，後藤聡1，山谷知行 (東北大..・応生化フラワーセ ンター21

あおもり)

イネ根におけるグルタミン酸合成酵素タンパク質と mRNAの発現解析

石川敬貴，早川俊彦，山谷知行(東北大.JI:・応生化)

イネ NADH依存性グルタミン酸合成酵素 (NADH-GOGAT)遺伝子の窒素による発現制御

広瀬直也，山谷知行(東北大 .A・応生化)

日本型，イ ンド型，ジャワ型イネの老化葉身におけるグルタ ミン合成醇素と来抽出業身におけるグルタ ミン

酸合成酵素のタンパク質含量と組織内分布の比較

小原実広，梶浦 真，早川俊彦，佐藤雅志1，山谷知行(東北大・農・応生化東北大・遺生研)

イネ形質転換系を用いたイネ NADH依存性グルタミン酸合成酵素 (NADH-GOGAT)遺伝子のプロモーター

領域の解析

小島創ー，高橋史絵，後藤聡，早川俊彦，山谷知行(東北大・農・応生化)

免疫電子顕微鏡によるイネ根 NADH依存性グルタミン酸合成酵素 (NADH-GOGAT)の細胞内局在解析

早川|俊彦， Laura Hopkins1， Alyson K Tobin1，山谷知行(東北大...a・応生化， 1Dept. Biol. and 

Med. Science， St. Andrews Univ.) 

トウモロコシのグルタミン合成酵素アイソザイム聞での安定性の違いに関わるアミノ酸残基の同定

柳原 均，長谷俊治1，杉山達夫(名古屋大院・生命農学大阪大・蛋白研)

アンチセンス NiRcDNA導入タパコから発生する亜酸化窒素 (N20)の代謝経路の解析

五島直樹，向井敏浩， Michea1 Caboche1，森川弘道(広島大・理・遺伝子科学，1Laboratoire de 

Bio1ogie Cellu1aire， INRA) 

纏物における亜硝酸還元酵素を介さない硝酸還元について

高橋美佐，原紀代美， Miche1 Caboche1，森川弘道 (広島大・理・遺伝子科学，1Lab Bio1ogie 

Cell山 ire，町RA)

植物業に取り込まれた二酸化窒素ガス窒素の代謝的運命

有村源一郎，五島直樹，森川弘道(広島大・理・遺伝子科学)
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15:45 B2p12 従属栄養硝化細菌Alcaligenesfaecalisによる硝化の生理的意義

榎屋 温，大野泰史，星野芳子，増子大輔，若島正典，庄子和夫，山中健生(日大・理工・工化)

第3日 (5月5日)午前 B会場窒素代謝/遺伝子/植物ホルモン

8:30 B3a01 

8:45 B3a02 

9:00 B3a03 

9:15 B3a04 

9:30 B3a05 

9:45 B3a06 

ウレイド型，アミド型マメ科植物におけるウリカーゼ (nod-35)遺伝子発現解析

新康子， Cheng Xiang Guo，野村美加，高根健一1，河内宏九回島茂行(香川大・農学部農

水省・生物研)

ダイズ根粒菌 Braめ'rhizobiumja，抑nicumA1017リンゴ酸酵素の生理的役割と遺伝子クローニング

田島茂行，小佐野蕪，陳 凡，野村美加(香川大・農学部)

Arab伯ゆ'sist.加 lianaからのウリカーゼ遺伝子の単離とダイズ毛状根での発現解析

高根健一，田島茂行1，河内宏(農水省・生物研香川大・農学部)

ミヤコグサのレグヘモグロビン遺伝子の解析

内海俊樹1，永里朋香1，宮本旬子2，阿部美紀子1，東 四郎1 (1鹿児島大・理・生命化学鹿児島

大・理・地球環境科学)

葉緑体遺伝子の発現に及ぼす codingregionの影響

小林茎，高岡康子，石倉清秀，加藤晃，吉田和裁，新名惇彦(奈良先端大・パイオ)

ラン藻 Synec.加師側 PCC6301ゲノムの整列クローンパンクの作製

杉田千恵子1，金子貴一1.2，松 林 徹1，木村滋子1，岡崎富美子1，原由皇子1，小椋美和1.3，椿井厚

子1.3t 続 順 子3，中島けい子3，杉田 護1，杉浦昌弘1 (1名古屋大学・遺伝子実験施設かずさ

DNA研究所椙山女学園大学・生活科学)

10:00 B3a07 ラン藻 (Synechoり'stissp. PCC6803)ゲノム全領域をカバーする高密度遺伝子フィノレターの開発と利用

金子貴一，中村保ー，佐藤修正，笹本茂美，田畑哲之(かずさ DNA研)

10:15 B3a08 グルココルチコイド誘導系による ATHB-2遺伝子の機能解析

10:30 B3a09 

10:45 B3a1O 

11:00 B3a11 

11:15 B3a12 

11:30 B3a13 

11:45 B3a14 

大岸麻紀，岡穆宏，青山卓史(京大・化研)

r線の照射によるシロイヌナズナの形態形成及び生理的反応の誘導機構の解析

永田俊文1，小松節子2，等々力節子3，林 徽3，柴田百合子九鐘ケ江弘美人森昌樹九菊池尚

志2 (IJST・長崎生物研・分子遺伝食総研・放射線利用筑波大・生物科学)

タパコ BY-2細胞におけるリン酸により発現量が減少する遺伝子の探索

佐野俊夫，倉屋芳樹，長田敏行(東京大・理学系大学院)

イネの根の形態形成におけるオーキシンの作用と GASRl遺伝子の機能解析

池田 亮，蓬原雄三，山口淳二1 (名波大.!l， 1名古屋大・生物分子応答研究センター)

アズキ上陸輪切片において GA3によって発現量の増加する遺伝子の発現の組織特異性

金田剛史，神谷勇治，柴岡弘郎1，柿本辰男1(理研・フロンティア阪大・院・理・生物)

タバコ培養細胞においてブラシノライドによって発現量の変化する遺伝子の単離および解析

貴家康尋I，進藤勇人1.2，室田憲ーに坂田洋一1，武長 宏1 (1東農大・農・農化秋田県農試，

3鳥取大・乾燥地研究センター)

G-box様 ABA応答性配列 (ABRE)とcouplinge1ement 3 (CE3)は塩基配列的にも，機能的にも等価である

保浦徳昇，浅田美穂子，服部束穂(三重大・遺伝子実験施設)
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C会場

第 1日(5月3日)午前 C会場生殖遺伝

9:30 ClaOl 雌雄異株植物・アサの Y染色体における領域特異的なレトロトランスポゾンの蓄積

阪本浩一，福井希ーに鎌田 博，佐藤忍(筑波大・生物北陸農試・育種工学)

9:45 Cla02 多幹性アカシアに存在するレトロ卜ランポゾン様配列

10:00 Cla03 

10:15 Cla04 

10:30 Cla05 

10:45 Cla06 

11:00 Cla07 

11:15 Cla08 

11:30 Cla09 

11:45 Clal0 

越山淳子，日尾野隆(王子製紙・森林資源研)

ニンジンにおける transposableelement Tdcの構造とその発現

伊藤佳央， Eric Davies1，小関良宏 (農工大 ・工・生命， 1NCSU) 

Tiプラスミド pTi-SAKURAの構造 (9 )接合遺伝子領威及び近傍の構造の特徴

裏地美杉，服部嘉行，太田伸之，鈴木克周，加藤 明1，吉田和夫(広島大・理・生物科学北海

道農業試験場)

Tiプラスミド pTi-SAKURAの構造(10) : virulence遺伝子群の左右隣接域の構造

服部嘉行，岩田久美，鈴木克周，裏地美杉，太田伸之，吉田和夫 (広島大 ・理・ 生物科学)

雄性配偶体形成過程で発現する LIM8遺伝子と相同なシロイヌナズナの遺伝子の単離と解析

上藤洋敬，高瀬尚文，平塚和之，堀田康雄(奈良先端大・パイオサイエンス)

テッポウユリの減数分裂時期に発現が誘導される LIMlO， LIM18遺伝子のプロモーター解析

皆見政好，高瀬尚文，平塚和之，堀田康雄(奈良先端大・バイオサイエンス)

ユリの花粉形成過程で発現しているリボヌタレアーゼの同定とその性状について

高瀬尚文，平塚和之，堀田康雄(奈良先端大・パイオ)

Laser Pressure Catapulting法による雌雄異株植物 Silene!o，tifoliaの花粉単離と花粉 I倍の雌雄判定

松永幸大，河野重行，黒岩常祥(東大大学院 ・理・ 生物科学)

Plumbago auricu!o，taの精細胞形成過程におけるオルガネラの局在様式とその制御機構

斉藤知恵子，永田典子，酒井教，黒岩晴子1，黒岩常祥(東大大学院・理・生物科学共立女子

短大・文科)

第 1日(5月3日)午後 C会場旺発生/種子

13:30 ClpOl ニンジン体細胞座形成の初期過程の細胞内変化

我妻千尋，保田 浩1，増田宏志(帯畜大・生物資源科学岩手連大 ・農)

13:45 Clp02 ニンジン (Daωuscarota L. )の全能性発現にともなうカノレモジュリ ン結合蛋白質の変動

野村港二，大浦千春，AnnickGraziana1， Benoit Ranty1， Martine Charpenteau1， Raoul Ranjeva1(筑

波大学・農林学系， 1Physiol. Vegetale， Univ. Paul Sabatier) 

14:00 Clp03 形質転換培養細胞を用いた C-ABI3の機能解析

塩田肇， Eun Chang-Ho，鎌田博(筑波大・生物)

14:15 Clp04 不定座形成におけるホメオボックス遺伝子の役割

得字圭彦1，出村拓l，福田裕穂1.2(1東京大・理 ・植物園 東京大院・理・生物科学)

14:30 Clp05 イネホメオボックス遺伝子 OSH15の劣性突然変異の単離と解析

佐藤豊，千徳直樹， 三浦由雄，北野英己1，広近洋彦九松岡 信(名古屋大 ・生物分子応答研究

センター名古屋大 ・農農水省・生物研)

14:45 Clp06 休眠肢芽に特異的に発現する ADlの組織内発現様式の解析

円 由香，森仁志(名大院 ・生命農・生化学術j御)

15:00 Clp07 アラスカエンドウの肢芽における癌抑制遺伝子 (Rb)の発現解析

志水佐江，森仁志(名大院 ・生命農 ・生化学制御)

15:15 Clp08 ベルオキシダーゼ遺伝子導入による交雑ヤマナラシの成長促進

河岡明義，松永悦子，吉田和哉1，新名惇彦1，海老沼宏安(日本製紙 ・中央研奈良先端科学技術

大学院大・パイオ)

15:30 Clp09 アサガオ花成誘導直後の芽に発現する遺伝子の解析

山下博史，竹葉剛 (京都府立大・人間環境 ・応用生物)
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15:45 C1plO 

16:00 Clpll 

16:15 Clp12 

16:30 Clp13 

16:45 Clp14 

17:00 Clp15 

17:15 C1p16 

17:30 Clp17 

17:45 C1p18 

C会場

花成時期遺伝子 FTは TFLJホモログである

小林恭土，賀屋秀隆，荒木崇，岩湖雅樹(京都大・理・植物)

アサガオの茎頂における花芽誘導特異的遺伝子の cDNA?ローニング

吉崎美和，古本強，畑信吾，篠崎正輝，泉井桂(京都大院..・植物生理)

花成に及ぼす績の影響

大藤雅章1，荒木 崇人中村研三1.3 (1基生研・発生生物京大院 ・理・植物名古屋大・農・生

化)

花粉管伸長に関わるエキソグルカナーゼ

李 ー勤，小竹敏久，桜井直樹(広島大・総科)

ダイコンにおいて自家不和合性を打破する CO2誘導遺伝子の遺伝学的および分子生物学的解析

新倉聡，松浦誠司(側トーホク)

シロイヌナズナを用いた種子発芽の研究

土屋雄一朗，南原英司，内藤哲(北大・ .・応用生命科学)

コムギ匪芽チアミン結合タンパク質の精製と性質

足立 崇，渡辺克美，吉田豊和1，光永俊郎(近畿大・農・食栄現・岐阜大・工・生命工学)

イネグノレテリン遺伝子プロモーター中の GCN4モチーフに結合する蛋白質の cDNA? p ーニングの試み

鈴木章弘，小野寺康之，鷲田治彦，呉 伝銀，高岩文雄(農水省・生物研)

イネ・ GA応答性遺伝子の AJTリッチプロモーター配列に相互作用する低分子量DNA結合タンパタ質の解

析

鷲尾 健司(北海道大・地球環境科学・環境分子生物学)

第 2日 (5月4日)午前 C会場種子形成・細胞周期

8:30 C2a01 高温に応答した種子内アプシジン酸合成の促進による冬値物の発芽時期調節機構

吉岡俊人，及)11宏、保，遠藤貴苛，佐藤茂，羽柴輝良(東北大・農・環境適応、)

8:45 C2a02 アラピドプシス糞化芽生えインベノレターゼ遺伝子のクローニング

金津昭彦1，三橋 渉1.2，重量増知伸1.2，梁 泳烈2，神谷勇治2 (1山形大学 ・農・生物生産理研フ

ロンティア)

9:00 C2a03 単細胞紅藻 Cyanid如chyzonmerolaeを用いたオルガネラの分裂機構の細胞学的解析と，分裂に関わる装置

の単離

宮滅島進也，伊藤竜一，戸田恭子，高橋秀典，黒岩晴子1，黒岩常祥(東京大・院・理・生物共

立女子短大・文科)

9:15 C2a04 色素体の分裂装置における内部リングの進化的意味

黒岩常祥，宮城島進也，伊藤竜一，高原 学(東大・院・理・生物科学)

9:30 C2a05 講演取消

9:45 C2a06 タパコ Rbの機能解析

中神弘史，関根政実，村上浩子，新名惇彦(奈良先端大・パイオサイエンス)

10:00 C2a07 イネ培養細胞由来ミクロソーム画分における，ベプチド性細胞増殖因子phytos叫fokine-α特異的結合部位の

解析

松林嘉克，坂神洋次(名古屋大・農・応用生物科学)

10:15 C2a08 シロイヌナズナ匪軸外植片における cdc2遺伝子発現と細胞増殖能

高橋拓也，杉山宗隆(東京大・理・植物園)

10:30 C2a09 高等植物における M期特異的発現を示す遺伝子のプロモーター解析

伊藤敬，伊藤正樹，渡辺昭(東京大・院・理・生物科学)

10:45 C2alO イネの分裂期サイクリンの発現解析と酵母を用いた機能解析

岩本憲和，梅田正明，侮回(原)千景，橋本純冶1，内宮博文(東大・分生研農水省・生物研)

11:00 C2a11 イネのサイクリン依存性キナーゼの機能解析

山口雅利，梅田正明，梅田(原)千景，橋本純冶1，内宮博文(東大・分生研農水省・生物研)
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C会場

11:15 C2a12 シロイヌナズナから単商量された新規の CDK活性化キナーぜの機能解析

梅田正明，CsabaKoncz1，内宮博文(東大 ・分生研， IMax-P1anck-Institut鎚rZuchtungsforschung) 

第 2日 (5月4日)午後 C会場オルガネラ

13:00 C2pOl 

13:15 C2p02 

13:30 C2p03 

13:45 C2p04 

14:00 C2p05 

14:15 C2p06 

14:30 C2p07 

14:45 C2p08 

15:00 C2p09 

15:15 C2pl0 

15:30 C2p11 

15:45 C2p12 

アラピドプシス μ!dl突然変異体はチオラーゼ遺伝子を欠損する

鳥山可菜子，林 誠，近藤真紀，西村幹夫(基生研・細胞生物)

シロイヌナズナの排水組織における液胞の機能

木下哲1，野口哲子2，西村いくこ I，西村幹夫1 (1基生研・細胞生物奈良女子大 ・理・生物)

高等植物マイクロボディに局在する新規の膜結合型蛋白質

加藤朗1，山口勝司1，林 潤1.2，林 誠1.2，西村幹夫1.2 (1基生研 ・細胞生物総合研究大

学院大学・生命科学)

原始紅藻 Cy仰 idiosch戸棚 merolaeの色素体ゲノムの解析

太田にじ，佐藤直樹1，黒岩常祥2 (早稲田大・人科埼玉大・理・分子生物東京大・院・理・

生物科学)

業縁体核様体の 47kDaタンパタ質の解析

佐々木真紀子，品図書害代，佐藤直樹(埼玉大・理)

業縁体 DNA結合蛋白質 CND41の機能解析一一アンチセンス形質転換植物の次世代株の解析

中野雄司1，木村琢磨lぺ村上真也2，金子康子3，松島 久3，佐藤文彦2，吉田茂男1 (1理研 ・植物

機能京都大院'.・応生科埼玉大・理明治大， .) 

タパコ葉緑体核様体タンパク質 CND41のプロテアーゼ活性

村上真也，近藤良彦，岡田 崇，中野雄司1，佐藤文彦(京大院・農・応生科理研・纏物機能)

シロイヌナズナ温度感受性葉緑体形成不全突然変異体 (chs5)の解析

荒木直比呂，橋見健介，射場厚(九大・理・生物)

イネ zebra(横縞業)突然変異株 CM189における光傷害

楠見健介，佐藤 光1，射場 厚(九大 ・理・ 生物九大 ・農 ・遺伝子資源センター)

新しいトランジェントアッセイ系によるタパコ rbcLプロモーターの解析

稲田仁，射場厚(九大・理・生物)

コムギ芽生えでは葉緑体分化に依存して業縁体コード RNAポリメラーゼのプロモータ認識性が変化する

佐藤淳子，椎名 隆，豊島喜則(京大院・人間・環境学研究科)

クロレラ葉緑体遺伝子の RNAプロセ シング

村中俊哉1.2，Wilhelm Gruissem1 (IDept. Plant & Microbial Bio1.， UC Berkeley， 2住友化学 ・生命

研)

第 3日(5月5日)午前 C会場オルガネラ遺伝子/遺伝子

8:30 C3aOl タバコ培養細胞における CND41タンパク質の蓄積と葉緑体遺伝子発現

茶谷大志，勝井順子，村上真也，中野雄司1，佐藤文彦(京大院'.・応用生命科学理研・植物

機能)

8:45 C3a02 ミトコンドリア制御遺伝子の解析:チトクロームオキシダーゼ復合体形成に関わる AtOXAlの解析

坂本亘(岡山大・資生研)

9:00 C3a03 タパコ培養細胞 BY-2の核膜・核マトリクス構成タンパタ質の生化学的解析

佐藤友宏1，前島正義1.2 (1名大院 ・生命.， 2基生研 ・細胞機構)

9:15 C3a04 C4植物の葉肉細胞と維管東輸細胞の機能分担に関わる新規遺伝子の探索

古本強，畑信吾，泉井桂(京大・院・農・植物生理)

9:30 C3a05 ヒャグニチソウから単離した低分子 Gタンパク質遺伝子 Zerac1およびZerac2は維管束鞘細胞特異的に発

現する

中名生幾子l，福田裕穂1.2 (1東京大 ・理・組物園東京大院・理・生物科学)
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9:45 C3a06 

10:00 C3a07 

10:15 C3a08 

10:30 C3a09 

10:45 C3alO 

11:00 C3a11 

11:15 C3a12 

11:30 C3a13 

C会場

オーキシン応答領域に結合する bZIP型転写因子 RSGと相互作用する因子の解析

五十嵐大亮，長田敏行，高橋陽介(東大院・理・生物科学)

FASl及び FT遺伝子を含む複数の遺伝子を欠失している Jwt突然変異体の解析と FASl遺伝子の単離にむ

けて

賀屋秀隆，小林恭土，荒木崇，岩淵雅樹(京都大・院・理・植物)

イネにおける CEN/TFLJ相同遺伝子の単離と解析

中川 繭，根本圭介1，経塚淳子，島本功(奈良先端大・バイオ東大・農)

イネ OsNAC遺伝子群の構造と発現パターンの解析

菊池一浩，吉田薫，上口(田中)美弥子1，松岡信I，庚近洋彦九長戸康郎，平野博之(東大・

農・生命科学名大・生物分子応答研究センター生物研)

シロイヌナズナの NACboxを持つ新しい遺伝子 AtNAClの構造と発現

高田 忍，石田哲也，相田光宏，藤沢久雄，田坂昌生(京大・理・植物)

SGR2 (SHOOT GRA VITROPISM2j遺伝子は座発生にも関与する

加藤壮英，深城英弘，田坂昌生(京大院・理・植物)

タパコオメオボックス遺伝子の過剰発現により顕在化される葉の形成と葉序の関係

玉置雅紀，西村明日香，相田光宏1，田坂昌生1，松岡 信(名古屋大・生物分子応答研究センター，

l京都大・理・植物)

グルココルチコイド誘導系を用いたタパコホメオボックス遺伝子 NTH15の機能解析

坂本知昭1.2，玉置雅紀1，上口(田中)美弥子1，岩堀修一人松岡 信1 (1名古屋大・生物分子応答，

2筑波大・農林)

11:45 C3a14 KN1型タパコホメオボックス遺伝子群の発現解析

商村明日香，玉置雅紀，松岡 信(名大・生物分子応答)
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D会場

第 1日(5月3日)午前 D会場プログラム形態形成

9:30 DlaOl 

9:45 Dla02 

10:00 Dla03 

10:15 Dla04 

10:30 Dla05 

10:45 D1a06 

11:00 Dla07 

11:15 Dla08 

11:30 Dla09 

11:45 D1al0 

ホメオボックス遺伝子のイネ形態形成における機能

千徳直樹，佐藤豊，松岡信(名古屋大・生物分子応答研究センター)

ヒャクニチソウ飾部に発現するホメオボックス遺伝子の単離と解析

西谷千佳子1，出村 拓1，福田裕穂1.2 (1東京大 ・理・植物園東京大院・理・生物科学)

幼若葉の欠損およびメリステム形成異常を示すシロイヌナズナ jam変具体の解析と遺伝子クローニング

浜田 進I，工藤光子1，尾之内均1，町田千代子1.2，町田泰則1.3 (1名古屋大・院 ・理・生キ リン

ビール糊基盤研究所京都大・院・理・生)

シロイヌナズナの茎頂分裂組織の形成と子葉の分離に関わる遺伝子聞の相互作用

相田光宏，石田哲也，田坂昌生(京大院・理・横物)

シロイヌナズナの維管東形成に関する突然変異体の解析

小泉好司1，杉山宗隆1，福田裕穂1，2 (1東京大 ・理・植物園東京大院・理・生物科学)

シロイ ヌナズナの媛性突然変異体 chibiの単離とその解析

中村正展，望月伸悦，横田孝雄l，長谷あきら(東大・遺伝子実験施設帝京大・理工・パイオサ

イエンス)

茎の伸長に関与する bZIP型転写因子 RSGの機能解析

深津欝太郎，五十嵐大亮，石田さらみ，長田敏行，高橋陽介(東大院・理・生物科学)

ねじれ変異遺伝子 SPRlの解析

古谷育代，立元秀樹，増川正敏，鹿内利治，橋本隆(奈良先端大・パイオ)

シロイヌナズナの器官分厳に働く遺伝子 CUC2の花形成過程における発現

石田哲也，相田光宏，田坂昌生(京大大学院・理・植物)

花序形態形成突然変異体 ωrymbosaの解析

鈴木光宏，高橋卓，米田好文(北大院・理・生物科学)

第 1日 (5月3日)午後 D会場 プロゲラム形態形成/光による制御

13:30 DlpOl シロイヌナズナ花茎伸長過程における ACL5遺伝子の機能解析

13:45 Dlp02 

14:00 Dlp03 

14・15 Dlp04 

14:30 D1p05 

14:45 D1p06 

15:00 Dlp07 

15:15 Dlp08 

15:30 Dlp09 

半湾芳恵，高橋卓，米国好文(北海道大・理・生物科学)

ベチュニアの花のホメオティック遺伝子 BLINDとGREENPETALとの聞の相互作用

土本卓，閉山智子， Alexander van der KroP， Nam・HaiChua2，大坪栄一(東京大・分生研，

IWageningen Agricu1tura1 Univ.， 2Rockefeller Univ.) 

ベチ ュニアの SUPERMAN様転写因子 PetSPL1及び PetSPL2の機能解析

中川仁，小林晃，高辻博志(農水省・生物研)

トマト花芽形成突然変異体併の解析

金山喜則，清野貴将，高梨紀子，金浜耕基(東北大・農・園芸)

リンゴの花芽形成期における AFL遺伝子の発現解析

古藤田信博，小森貞男1，副島淳一，阿部和幸，加藤秀憲，増田哲男，猪俣雄司，和田雅人(農水

省・果樹試・リンゴ支場問・国際..研・沖縄支所)

スギ PISTILLATA homo1ogの発現特性

福井充校，二村典宏，長尾精文，篠原健司(農水省・森林総研)

毒事片表皮細胞が後天的合着を示す突然変異体 aceの解析と遺伝子クローニング

中谷美穂，荒木崇，岩淵雅樹(京都大・理・植物)

NgrolB遺伝子の組先型機能の 2bp塩基置換による回復 (2)RirolB遺伝子との表現形質の違いの解析

青木誠志郎，庄野邦彦(東大 ・総合文化・生命)

ネナシカズラの寄生根分化にかかわる遺伝子の単離と解析

多田欣史，若杉達也1，古橋勝久，山田恭司1(新潟大 ・理・生物富山大・理・生物)

29 



D会場

15:45 D1plO タパコ毛状線で発現する発根関連遺伝子群の解析

16:00 D1pl1 

16:15 D1p12 

16:30 D1p13 

16:45 D1p14 

17:00 D1p15 

17:15 D1p16 

17:30 D1p17 

17:45 D1p18 

中村千春，西村信幸，三嶋雅史，上回忠正，尾中孝，Tsvetanov， Sergei，宅見蕪雄，森直樹

(神戸大・.)

ミヤコグサ Lo似sja.μ昨白tSにおける飽和的根粒形成変異体の単離の試み

川口正代司，今泉(安楽)温子，圧野邦彦，丹羽忍1，生田安喜良2，赤尾勝一朗3 (東京大 ・総合

文化東理大・基礎工東理大・総研農水省・生物研)

シロイヌナズナの気孔形成変異株 bagelの解析

武内洋志，中川 強(島根大・遺伝子)

細胞死抑制遺伝子を過剰発現させた形質転換タパコの根の形態形成

且原真木，柴坂三板夫，大橋祐子1，三浦正幸2，笠毛邦~(岡山大・資生研農水省・生物研，

2大阪大・医学)

ホウライシダ配偶体細胞における機械的刺激により誘導される業縁体逃避運動の解析

佐藤良勝，門田明雄，和田正三(都立大・理・生物)

イネ日長非感受性突然変異体 se5の解析

井海毅，及川鉄男，早間良輔，岩野恵，徳富哲人奥野員敏2，島本功(奈良先端大・パイ

オ大阪府大・先端研農水省・生物研)

シロイヌナズナのプロモータートラップ系統を用いた光応答遺伝子の探索

田中慎一郎，加藤弓佳，望月伸悦，長谷あきら(東大・遺伝子)

Gタンパク質ρra2の光抑制に関わるシスエレメントの解析

稲葉丈人，永野幸生，佐々木幸子(名大院・生命農学・生化学抑制)

シロイヌナズナの光形態形成を支配する COPlと蛋白質レベルで相互作用する遺伝子 CIP7の機能と生体内

での役割

山本義治1.2，松井 南2，Lay-Hong Ang1， X泊g-W叩 gDeng1 (2理研・フロンティアイエール大

• MCDB) 

第2日 (5月4日)午前 D会場植物ホルモン

8:30 D2a01 エドヒガン及びヤエベニシダレの枝における，内生ジベレリン，オーキシン及びアプシシン般の分布

中川由里子，小林正智1，桜井成1，横山敏孝久橘和丘陽3，中村輝子(日女大・理理研森林

総合研究所島津製作所)

8:45 D2a02 サクラの当年枝の成長におけるブラシノライドの作用

津島美穂，中川由里子，重松晴美，堀居奈美子，中村輝子(日女大・理・物生)

9:00 D2a03 エンドウ媛性種 lKはカンベスタノーノレ合成阻害にもとづくプラシノステロイド欠損変異体である

北坂幸子，野村崇人1，James B. Reid2，横田孝雄3(宇都宮大・生物生産東京農工大・生物生産，

2タスマニア大・植物科学帝京大・パイオ)

9:15 D2a04 ブラシノステロイド生合成変異体 lkbおよび lkの生合成欠損部位の解明

野村崇人，北坂幸子1，高津戸秀2，横田孝雄3 (東京農工大・生物生産宇都宮大・生物生産上

越教育大・自然系化学帝京大・パイオ)

9:30 D2a05 シロイヌナズナ ABA生合成欠損突然変異株の解析

南原英司，内藤哲(北大..・応用生命)

9:45 D2a06 病原菌接種およびエリシター処理したジャガイモ植物葉における ACC合成酵素遺伝子の発現解析

永野陸実，竹本大吾，道家紀志，)11北一人(名大院・生農・資源生物機能)

10:00 D2a07 プロッコリー花奮の老化におけるエチレンの関与および ACC酸化酵素の性質

葛西優子，育山淳一，松永美枝，渡辺和志，兵頭宏，生駒吉識1，矢野昌充1 (静岡大・農・生物

生産果樹試・カンキツ部)

10:15 D2a08 キュウリの雌花発現に関与する ACC合成酵素遺伝子の発現解析

蒲池伸一郎，酒井慎吾(筑波大・生物)
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D会場

10:30 D2a09 光発芽レタス種子のジベレリン生合成酵素遺伝子のクローニングと発現解析

中南健太郎，豊増知伸，三橋渉，尼ケ崎史，加野京子，大塚稔，川出洋1，井上康則2，神谷

勇治1(山形大・農理研 FRP，2東京理科大・理工)

10:45 D2a10 シロイヌナズナにおけるアルデヒド酸化酵素遺伝子ファミリー

瀬尾光範，関本弘之1.2，駒野照弥， S. Des1oire3， S. Liotenberg3， A. M紅 ion-Po1P，M. Caboche3，神

谷勇治1，小柴共ー(都立大・理・生物理研 .FRP， 2東大(院) ・総合文化・生命町RA.

V ersailles) 

11:00 D2a11 11パコホメオボックス遺伝子 NTH15によるジベレリン生合成遺伝子， GA20 oxidaseの発現抑制

上口(回中)美弥子1，伊藤博紀1，腰岡政二人大山直美人松岡 信1 (1名大 ・生物分子応答野

菜・茶業試)

11:15 D2a12 タパコのジベレリン3s-ヒドロキ シラ ーゼの単離とその解析

伊藤博紀，上口(田中)美弥子，}I¥出 洋1，神谷勇治1，松岡信(名大・生物分子応答理化学

研究所・フロンティア)

第2日 (5月4日)午後 D会場植物ホルモン

13:00 D2p01 

13:15 D2p02 

13:30 D2p03 

13:45 D2p04 

14:00 D2p05 

14:15 D2p06 

14:30 D2p07 

14:45 D2p08 

15:00 D2p09 

15:15 D2p10 

15:30 D2p11 

15:45 D2p12 

トウモロコシ DIMBOA欠損株における光応答反応

富田ー横谷香織， Sco悦 Chilton1，小瀬村誠治丸山村庄亮丸山田小須弥，長谷川宏司(筑波大・応生

化， lNorth Carolina State Univ.， 2慶目医大 ・理工)

イネの恒常的ジベレリン反応性突然変異体 s1enderriceの特性と解析

池田 亮，北野英己1，蓬原雄三，山口:淳二2 (名波大・農名大・農名大・生物応答センター)

シロイヌナズナの新たなオーキシン耐性突然変異体 soli助制の解析

深城英弘，田坂昌生(京大大学院・理・植物)

オーキシンによる偏差成長異常突然変異体 msglとオーキシン耐性突然変異体 axrlや auxlとの二重突然変

異体の生理学的性質

綿ヲ|雅昭，藤平健一郎，立松圭，山本興太朗(北海道大・地球環境・生態環境)

匪軸屈曲反応が欠損したシロイヌナズナ優性突然変異体 msg2の単離とその遺伝学的・生理学的解析

立松圭，山本該，綿引雅昭，山本興太朗(北大・地球環境・生態環境)

シロイヌナズナ・オーキシン耐性突然変異体の板の重力居住異常に対するオーキシンの効果

山本 誠，山本興太朗(北大・地球環境・生態環境)

グロモサボニンとブラシノライドによるアラピドプシス根の成長促進作用におけるエチレンの関与

飽見誠二，石沢公明1，曽我康ーに保尊隆享2，後藤伸治丸神飯盛一郎2 (神戸大・ RI センター，

I東北大・院・理・生物大阪市大・理・生物宮教大・生物)

シロイヌナズナのサイトカイニン低感受性突然変異体の単離と機能解析

井上努，柿本辰男(大阪大・院理・生物科学)

過剰発現によりサイトカイユン非依存性を与える遺伝子 CKI1の機能解析

進藤三佳，柿本辰男(阪大・院・理・生物)

大腸菌により合成された OLPの精製およびサイトカイニンとの結合活性

小林 輿，五十嵐大亮，佐藤直樹1，小岩尚志2，佐藤文彦2 (東京学芸大 ・生命科学埼玉大 ・分

子生物京都大院・応用生命科学)

メロン果実におけるエチレンレセプターホモログの発現解析

奈良久美，遊橋健一1，東克己，細谷和重，窪田満，江面浩(茨域生工研東北大・遺生研)

ピオチン標識化アプシジン酸・ジベレリンとオオムギアリユーロン細胞プロトプラストの相互作用解析研究

浅見忠男，山本晋1，一瀬勝紀，安藤 哲1，吉田茂男(理研・植物機能東農工大・ BASE)
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D会場

第3日(5月 5日)午前 D会場植物ホルモン

8:30 D3a01 アラスカエンドウ根の成長，および維管東に於ける空隙形成部位に対する湛水処理影響

仁木輝緒，ダニエノレK.グラデシュ 1，梶 隆2 (拓殖大・工・生物工マイアミ大 ・植物拓殖

大・政経)

8:45 D3a02 カボチャ根導管液に存在する高分子量緑化促進物質の特性

加藤千尋，佐藤忍(筑波大・生物)

9:00 D3a03 カボチャ根導管液に存在する新規アミノ酸・メトキシベンジノレグノレタミン

佐藤忍，若穂閤尚志1，井上幸信1 (筑波大・生物筑波大・化学)

9:15 D3a04 多電極化学検出器によるアサガオのフロリゲン様物質の動態解析

9:30 D3a05 

9:45 D3a06 

10:00 D3a07 

10:15 D3a08 

10:30 D3a09 

10:45 D3a10 

11:00 D3a11 

11:15 D3a12 

篠崎真輝(京大・農・応用生物)

タパコのポリアミン合成系遺伝子のショ績による発現誘導

中北真紀子，今西俊介，中村研三(名古屋大・院・生命農・生物化学)

イネ伸長葉絡における糖転流機構の解析

松倉千昭，根本圭介1，谷本英一人大杉 立丸山口淳二(名大・生物分子応答研究セ東大・農，

2名市大・自然科学教育セ農水省 ・生物研)

貰化エンドウ芽生えの可溶性酸性インベノレターゼ:精製と部分アミノ酸配列

林 智 也1，宮本健助1，居原秀1，上田純一1，神阪盛一郎2 (1大阪府大・総合科学大阪市大・

理・生物)

オーキシンを介したチューリップ花茎の成長:特に表皮の重要性

Marian S組 iewski，宮本健助1，上回純一1(ポーランド果樹学 ・花弁学研究所大阪府立大・総合

科学)

オーキシン濃度上昇に応答したエンドウ節聞におけるオーキシン代謝の活性化と成長制御

芳賀健，飯野盛和IJ (大阪市大・理・植物園)

シロイヌナズナ花形成突然変異体の花茎におけるオーキシン極性移動:その役割と制御

岡真理子1，2，上回純一に宮本健助1，岡田清孝3 (1大阪府立大 ・総合科学岡山県生物科学総合研

究所京都大・理)

光屈性刺激に伴うオーキシン横移動説の検証

中野 洋，山田小須弥1，富田ー横谷香織1，長谷川宏司1 (筑波大・パイオシステム筑波大・応生

化)

オーキシン活性抑制物質ラファヌサニンによる頂芽優勢打彼機構

中島江理，小瀬村誠治I，山村庄亮l，山田小須弥2，富田一横谷香織2，長谷川宏司2 (筑波大・パイ

オシステム慶応大・理工・化筑波大・応生化)
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E会場

第 1日 (5月3日)午前 E会場細胞壁

9:30 E1a01 ジクロベニル(セルロース合成阻害剤)は CelAタンパク質量を婚加させる

中JII直樹，桜井直樹(広島大・総合科学)

9:45 E1a02 エンドウ根のカスパリ一線にはスペリンとリグニンが存在する

唐原一郎，横山正樹， Juergen Zeierl， Lukas Schreiber1 (富山大・理・生物， IUniv. Wuerzburg • 
Dept. Biol.・ Botany)

lO:OO E1a03 イネ節問柔組織形成異常 mutantを用いた細胞壁形成に関与するフェニルプロパノイド代謝系の解析

西窪伸之，荒木智之，平田 豊1，北野英己2，片山義博(農工大・院・ BASE，1農工大・農・生生，

Z名古屋大・農)

10:15 E1a04 イネ稗における細胞壁形成異常ミュータントを用いたフェニルプロパノイド合成系調節機構の解析

荒木智之，西窪伸之，平田 豊1，北野英己2，片山義博(東京農工大学院 BASE，1東京農工大・農，

2名古屋大・農)

lO:30 E1a05 細胞壁合成に関与するアラピドプシス温度感受性突然変異体の解析

佐藤茂，加藤友彦，高部圭司1，柴田大輔(三井植物パイオ研京大大学院..・森林科学)

10:45 E1a06 管状要素分化過程におけるポリガラクツロナーゼの活性変動と遺伝子発現

大平陽一1，岩本訓知人杉山宗隆1，福田俗穂1.2 (1東京大・理・植物園， 2東京大院・理・生物科学)

11:00 E1a07 ワタ細胞における pcsAポリベプチドの局在

冨永るみ，井原由理，酒井富久美，林隆久(京都大・木研)

11:15 E1a08 シュクロースからのカロース生合成

小西照子，中井朋則，森仁志1，酒井富久美，林隆久(京都大・木質研名古屋大.A) 

11:30 E1a09 タバコ場養細胞のエンド型キシログルカン転移酵素の多様性

伊藤寿，西谷和彦(東北大・理・生物)

11:45 E1alO 約の発生過程におけるアラピノガラクタンプロテインの代謝と局在性

川口健太郎，渋谷直人1，箱山 晋(農水省・北海道農試農水省・生物研)

第 1日 (5月3日)午後 E会場細胞壁/老化/生物時計

13:30 E1p01 

13:45 E1p02 

14:00 E1p03 

14:15 E1p04 

14:30 E1p05 

14:45 E1p06 

15:00 E1p07 

15:15 E1p08 

15:30 E1p09 

15:45 E1plO 

アズキ上駐輪細胞壁に存在する 4種のキシログノレカン分解酵素画分の性質

回測彰，神阪盛一郎，保尊隆享(大阪市大・理・生物)

オオムギ幼薬草自におけるエンド及びエキソグノレカナーゼのホルモンによる発現

小竹敬久，中川直樹，桜井直樹(広島大・総科)

イネ発芽種子由来エンド・(1→a・p・グノレカナーゼ cDNAのタローニング

秋山 高，今井亮三(農水省・北海道農試)

光によるイネ幼葉車両の成長と(1→3)，(1→4州・D-グノレカン分解の抑制j

陳 震，神阪盛一郎，保尊隆享(大阪市大・理・生物)

細胞接着性のää~ 、ニンジン Non-embryogenic 伺且us におけるメチル化ベクチンとカルス表層のベタチンの

減少

岩井宏暁，小林俊弘，鎌田博，佐藤忍(筑波大・生物)

半数体プランパギニフォーリアを用いた細胞間接着に関連するミュータントの作出と形態学的解析

岩井宏暁，阿部知子1，吉田茂男1，佐藤忍(筑波大・生物理研)

傾斜樹幹内であて材形成中に特異的に発現する遺伝子の探索

豊田純一郎，有留洋子，馬場啓一，日尾野隆1，伊東隆夫(京大・木研王子製紙・森林資源研)

細胞壁の力学的性質を制御するタンパク質の単離と精製

中里(岡本)朱根，中村卓造(昭和薬科大学・生物)

過重力によるアズキおよびトウモロコシ芽ばえの成長抑制機構

曽我康一，原田景太，若林和幸，保尊隆享，神飯盛一郎(大阪市大・理・生物)

イネ業に共通に存在する老化プログラムの時空間的解析

稲田のりこ，酒井教，黒岩精子1，黒岩常祥(東京大・院・理・生物科学共立女子短大・文科)
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16:00 Elp11 

16:15 Elp12 

16:30 Elp13 

16:45 Elp14 

17:00 Elp15 

17:15 Elp16 

17:30 Elp17 

17:45 Elp18 

E会場

シロイヌナズナを用いた緑棄の老化に関与する遺伝子の探索

吉田聡子，伊藤正樹，渡辺 昭(東京大・院・理系・生物科学)

藍色細菌の生物時計蛋白質 KaiABC問の相互作用

岩崎秀雄，谷口靖人，石浦正寛，近藤孝男(名大院・理・生命理学)

藍色細菌あmechococcussp. PCC7942の概日時計遺伝子群 kaiABCのフィードパック制御機構の解析

沓名伸介，近藤孝男，石浦正寛(名大院・理・生命理学)

藍色細菌の概臼リズムの光による位相変位の作用スベクトノレ

井上千晶，岡本和久，石浦正予[，近藤孝男(名古屋大学大学院・理・生命理学)

ユーグレナの細胞分裂周期の続日制御

萩原伸哉，後藤健1(北大・理・生物帯畜大・教養・生物)

生物時計による葉緑体psbD遺伝子の転写制御

中平洋一，椎名 隆，豊島喜則(京大院・人間環境)

シロイヌナズナの PnC401相同遺伝子の単離と発現解析

小野公代，小野道之1，小口太一，鎌田 博(筑波大・生物秋田農短大・生工研)

シロイヌナズナの germin-likeprotein遺伝子の単離と発現解析

小野道之，小野公代1，小口太一1，長谷部雅子，徐正君，上田健治，鎌田博1，井上正保(秋田

農短大・生工研筑波大・生物)

第 2日 (5月4日)午前 E会場二次代謝

8:30 E2aOl 暗黒下特異的発現遺伝子 LEDI-2cDNAの鯵造と発現解析

矢崎一史，松岡秀明，佐藤文彦， Andreas Bechthold 1，田端守1(京大院 ・農・応用生命科学

京大・薬・生薬)

8:45 E2a02 ムラサキ毛状根における LEDI-2遺伝子の発現と機能解析

松岡秀明，佐藤文彦，矢崎一史(京大院・農・応用生命科学)

9:00 E2a03 アサガオのプトレシン合成経路

平津栄次，吉田 泉(大阪市大・理・生物)

9:15 E2a04 Spirulina platensisのゲノムライブラリーの作成及びカロチノイド生合成系遺伝子のクローニング

河田悦和，矢野伸一，小嶋洋之(工技院・大阪工技研)

9:30 E2a05 ケツルアズキ実生からの UDP・ガラクトース:フラポノイド3・Gガラクトシノレトランスフエラーゼをコード

している cDNAの単離およびその性質

間藤正美，小関良宏1，伊藤佳央1，樋下回大介1，吉玉園二郎2，寺本 進2，間竜太郎，柴田道夫(農

水省・野菜茶試東京農工大・工・生命工学熊大・理・生物科学)

9:45 E2a06 シネラリアの膏における UDPG:シアニジン3-(トグルコ シノレトランスフ エラーゼの精製と諸性質

緒方潤，寺本進，吉玉国二郎(熊本大・理・生物科学)

10:00 E2a07 タパコ培養細胞のクマリン取り込み機構の解析

回目僑朗1，藤川 忍、2，矢漂照義人林田信明2，下坂誠1，岡崎光雄I.2 (1信州大・遺伝子信州

大・繊維・応生)

10:15 E2a08 フラボノイド合成系の cytochromeP450: (25')-直前回one2・hydroxylaseとisoflavone2'-hydroxylase cDNAの

同定

明石智義，貫井憲之，青木俊夫，綾部真一(日本大・生物資源・応用生物)

10:30 E2a09 茎におけるアントシアニン蓄積が低下したミヤコグサ突然変異体の特質

青木俊夫， JII口正代司1，今泉(安楽)温子2，綾部真一，赤尾勝一郎2 (日本大 ・生物資源 ・応用生

物東京大・総合文化農水省・生物研)

10:45 E2al0 キPのアントシアニン合成系酵素遺伝子のクローニングと発現解析

菅野善明，千葉貴子，古津大介入肥口一雄，清川繁人1，鈴木正彦(青森グリーンパイオ青森大

・工)

11:00 E2a11 マノレパアサガオのカルコンシンターゼ遺伝子に挿入された Ac様トランスポゾンの解析

土生芳樹，久富恵世，飯田 滋(基生研)
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E会場

11:15 E2a12 ショ糖と光によるチャ CHS遺伝子発現誘導

竹内敦子，松元哲(農水省・野菜茶試)

第 2日(5月4日)午後 E会場脂質/生理活性物質

13:00 E2p01 アラピドプシスのリポ酸合成酵素 cDNAのクローニングとそのキャラクタリゼーション

安野理恵，和田 元(九大・理・生物)

13:15 E2p02 業縁体膜の主要糖脂質合成に関与する MGDGSynthaseのゲノム遺伝子の単離および発現

粟弁光一郎，下嶋美恵，太田啓之，増田 建，高宮建一郎(東工大・生命理工・生体機構)

13:30 E2p03 DHA産生好冷性細菌 VibriomarinωMP-1株の脂肪酸合成酵素遺伝子のタローニング

上野晃生1，森田直樹2，中田美加2，)11崎公誠2， 湯 本 勲2，扇谷悟2，星野保2，石崎紘三人奥

山英登志1.2 (1北大・地球環境工技続・北工研)

13:45 E2p04 ゼニゴケ細胞の低温による C20多価不飽和脂肪酸の増加

猿渡真，滝尾進，小野莞爾(熊本大・理・生物科学)

14:00 E2p05 耐塩性タパコ培養細胞の膜脂質組成に関する研究

小林雄二1，鈴木久美子1.2，室田憲一三坂田洋一1，武長 宏1 (1東京農大・農・農化千葉大・園

芸鳥取大・乾燥地研究センター)

14:15 E2p06 シロイヌナズナのスフィンゴ脂質の解析

今井博之(甲南大・理・生物)

14:30 E2p07 ベプチド性植物細胞増殖因子 (PSK-α)のベラドンナ毛状根の生育とアルカロイド生産に及ぼす影響

佐々木和生，石瀬達晃，小林俊弘1，松林嘉克2，坂神洋次2，下村講一郎3，梅津博紀，鎌田 博1 (青

森大・工・生物工学筑波大・生物名大・農・農化国立衛研・筑波)

14:45 E2p08 二酸化炭素リサイクル系を付与した組み換えラン藻によるエチレンの生産

小川隆平，坂井美穂，松岡正佳，福田秀雄(熊本工大・工・応用徴生物)

15:00 E2p09 各種薬用植物に含まれるメラトニン様物質とマリーゴールドにおけるイオントラップ型液体クロマトグラフ

質量分析法によるメラトニンの同定

服部淳彦，宮内大治，和田 勝，伊藤茂1，伊藤正則2 (東京医科歯科大・教養・生物医用器材

研聖マリアンナ医大・化学)

15:15 E2p10 イネ-Rhizoc!，仰 iasolani相互作用によってイネの根より放出される物質による R.solaniのIAA合成量の増大

古川聡子，庄野邦彦1(都立短大・化学東大大学院・広域科学)

15:30 E2p11 ダイズ種子戸ーコングリシニンの集積制御に及ぼす窒素欠乏と植物ホノレモンレベルの関係

大竹憲邦，佐藤明世，大山卓爾(新大・農・応生)

第3日(5月5日)午前 E会場 リン酸化/重力

8:30 E3a01 

8:45 E3a02 

9:00 E3a03 

9:15 E3a04 

9:30 E3a05 

9:45 E3a06 

ニンジン毛状根における Ca2+依存性のタンパク質燐酸化

加藤良一，奥山かおり，鎌田 博1 (山形大・教育・生物筑波大・生物)

タパコの若い業や茎に存在する糖誘導性 Ca2+依存性プロテインキナーゼ

岩田由紀子1，栗山雅光1，大藤雅章2，中村研三1.2 (1名古屋大 ・生命農・生化基生研・発生生物)

積負荷によるタパコ培養細胞 [Ca2+1の上昇とプロテインキナーゼ活性化

武藤尚志(名大・生物分子応答)

キュウリ芽ばえの重力形態形成時における遺伝子発現の解析

藤井伸治，高橋秀幸(東北大・遺伝生態研究センター)

キュウリ芽ばえのベグ形成と細胞骨格の関係

小林真由美1，村田 隆2，藤井伸治1，東谷篤志1，高橋秀幸I (I東北大・遺生研東大・総合文化

研究科)

疑似微少重力下におけるサクラの成長E

佐々奈緒美，黒岩英里子，山下雅道l，山田晃弘人中村輝子(日本女子大・理宇宙研放送大)
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E会場

10:00 E3a07 根の重力屈性の信号伝達系における lAAの可逆的な代謝反応、

鈴木 隆，高橋宏之，小野美和子(山形大・教育)

10:15 E3a08 ヤナギのループ処理枝におけるあて材誘導

森美穂，古漂治l，船田 良1，中村輝子(日本女子大・理北海道大・農)

10:30 E3a09 管状要素分化における自己分解(1)一一invitroで形成された管状要素における穿孔の存在と位置に関す

る新事実一一

中島 仁，高部圭司1，藤田 稔1，福田俗穂(東京大院・理・生物科学京都大院・農・森林科学)
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F会場

第 1日(5月3日)午前 F会場遺伝子

9:30 F1a01 ラン藻 Synechococcussp. PCC7942のイソクエン酸リアーゼ遺伝子の解析

井寺修一，松岡正佳，小川隆平(熊本工業大・応用徴生物工学)

9:45 F1a02 シロイヌナズナのフルグトース・6・フォスフェート・2・キナーゼ/フルクトース・2，6・ピスフォスファターゼの

解析

河津維，寺本真紀1，伊藤正樹，渡遁 昭(東大・院・理・生物科学海洋パイオテクノロジー

研究所)

10:00 F1a03 サツマイモ L.ガラクトノラクトンデヒドロゲナーゼ cDNAのクローニング

今井剛，苅田修一1，白鳥元一，布目 司，平井正志，大羽和子2 (野菜・茶試三重大・遺伝

子名古屋女子大)

10:15 F1a04 ニチニチソウ培養細胞のa1temativeoxidaseの cDNA単離

10:30 F1a05 

10:45 F1a06 

11:00 F1a07 

11:15 F1a08 

11:30 F1a09 

11:45 F1a10 

清田誠一郎，坂野勝啓(農水省・生物研)

冬小麦培養細胞においてアプシジン酸により誘導される分泌タンパク質 WAS.2の遺伝子クローニング

桑原慎子，竹津大輔，荒川圭太，吉田静雄(北大・低温研)

遊離メチオニンを過剰に蓄積するシロイヌナズナ突然変異株 (mω1)の解析

千葉由佳子，木嶋文子，石川真理，Thomas Leustek1， Roger WaUsgrove2，南原英司，内藤哲(北

大・農・応用生命科学， 1Cen. Agric. Mol. Biol.， Ratgeres U凶v.，2AFRC Inst. Arab1e Crogo Res.) 

タパコ培養細胞の分泌タンパク質の同定と特徴づけ

奥島葉子，小泉 望，草野友延，佐野浩(奈良先端大・遺伝子教育研究センター)

アサガオとマノレパアサガオの DFR遺伝子領威のゲノム構造について

稲垣善茂，久富恵世，森友子，小関良宏1，飯田 滋(基生研， 1.工大・工・生命)

イネ科植物の進化における眠遺伝子のイントロ ンの欠失

平野博之，郁春学，山口雪子1，荻原保成人佐野芳雄3 (東大・農学生命科学岡山大・資生研，

2横浜市大・木原生研北大・農)

好熱好酸性原始紅藻の硫酸同化系酵素 SAT，OASTLの分子細胞学的研究

戸田恭子，高野博嘉，黒岩常祥(東京大・理学系・生物科学)

第 1日(5月3日)午後 F会場遺伝子

13:30 F1p01 

13:45 F1p02 

14:00 F1p03 

14:15 F1p04 

14:30 F1p05 

14:45 F1p06 

15:00 F1p07 

15:15 F1p08 

MATベクターの改良と植物への遺伝子導入

杉田耕一，松永悦子，遠藤さおり，笠原健秀，海老沼宏安(日本製紙・中央研)

カンキツ液胞型 H+司ATPaseA， B， C subunit遺伝子の発現解析及び果実における酵素活性の測定

山本 浩1，小山和彦1，小松晃2，高野倉裕子1，大村三男2，秋演友也1(1明治大..， 2果樹試カ

ンキツ部)

イネ業輸におけるショ糖合成系遺伝子の発現量の変化

高橋咲子，広瀬竜郎，今泉信之1，大杉 立(農水省・生物研ジャパンターフグラス)

シク ロヘキシミ ドによる シロイヌナズナ alternativeox幼 se凶OX)遺伝子の転写誘導

最相大輔，堤伸浩，平井篤志，中園幹生(東大院・農学生命科学)

キクイモ由来レクチン(HTA)の cDNA!lローニングとジャスモン酸依存性発現

中川良二，八十川大輔，池田隆幸，長島浩二(北海道立食品加工研究セ ンタ ー)

イネ酸素ストレス防御遺伝子の 5'.共通配列のもつシス活性のレドックス応答

森田重人1，2，平野悦子1，横井秀行1，上中弘典1，増村威宏1.2，田中園介1.2(1京都府立大・農・生

資化京都府農資センター)

イネ種子 bZIP型タンパグ質の遺伝子構造解析と ACGTエレメント結合特異性

中瀬昌之，松浦敷，安達貴弘1，北島健，青木直人，松田 幹(名古屋大大学院・生命農学，

l東京医禽大・難治疾患研究所)

イネ葉緑体 RNAポリメラーゼσ因子遺伝子の機能解析

角山雄一，戸津譲，若狭暁(農水省・農業研究センター)
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15:30 Flp09 

15:45 Flpl0 

16:00 Flpll 

16:15 Flp12 

16:30 Flp13 

16:45 Flp14 

17:00 Flp15 

17:15 Flp16 

17:30 Flp17 

17:45 Flp18 

F会場

RNAポリメラーゼ1Iの C末端繰り返し構造部分 (CTD)と相互作用するタ ンパク質群の精製

鈴木博之1.2，伊藤嘉信1，西則雄九山崎健一1 (1北大・地環研・環境分子北大・地環研・資源

化科学)

タバコ ETHYLENE-1NSENS1TIVE3ホモログは配列特異的な DNA結合転写活性化因子として機能する

小杉俊一，大橋祐子(農水省・生物研・分遣)

マメプロテアーゼインヒピター遺伝子プロモーターに結合するホメオドメインタンパク質の解析

坂田洋一，桑野知昌，大類太郎，内藤哲1，武長宏(東農大・農・農化北大・農・応用生命)

コムギ及びシロイヌナズナ由来の MAR結合タンパク質の DNA結合領域と細胞内局在に関する解析

森津学，南昌宏，飯哲夫，岩測雅樹(京大・理・植物)

タバコ rDNAスベーサー領績に結合するタンパク質

中村剛経，矢倉公隆(金沢大・教育・生物)

Gene Si1encingの分子機構 :RNAの直接的な関与

菅野達夫，内藤哲，島本功1 (北大・農・応生奈良先端大・パイオ)

棟物 tRNA遺伝子の初 vitro転写・プロセッシング系の開発

湯川 泰，赤間一仁1，杉田護，松浦昌弘(名大・遺伝子島根大・生物資源・生物科学)

タパコ業組織でのトランジェントアッセイ系を用いたポリ (U)型翻訳エンハンサーの機能解析

長尾一生，小保方潤ー(北大・地球環境科学)

Arab幼ゆ'sisthalianaアスコルピン酸ベノレオキシダーゼ mRNAに対するへアピン型リボザイムの設計

菊地孝雄，久松伸，青野光子1，久保明弘1， 佐 治 光1，菊池洋人其木茂則(麻布大・環境保

健国立環境研豊橋技科大・工)

積物 tRNAに見い出された例外:細胞質ヒスチジン tRNAは T1JTCループに CS4を持つ

赤間一仁，湯川 泰1，杉浦昌弘1，1an SmalP (島根大・生資・生物科学名大・遺伝子， 2Sta-

tion de Genetique et d' Amelioration des Pl叩 tes，INRA) 

第2日 (5月4日)午前 F会場 タンパク質・酵素

8:30 F2aOl 

8:45 F2a02 

9:00 F2a03 

9:15 F2a04 

9:30 F2a05 

9:45 F2a06 

10:00 F2a07 

10:15 F2a08 

登熱中のイネ匪乳におけるイソアミラーゼ (1SA)の精製およびその性質

藤田直子，久保亜希子1，P. B. Francisco. Jr.，中北真紀子，原田久也1，中村保典 (生物研千葉大

・園芸)

イネ sugaη・1変異による匪乳アミロベクチン構造変異の解析

久保亜希子，藤田直子1，原因久也，松田智明人佐藤光3，中村保典1 (千葉大・園芸生物研，

2茨波大 ・農九州大・農)

タケノコのかグノレコシダーゼ

藤井康代，東順一(京大院・農)

トウモロコシ SPS遺伝子を導入したイネ止葉の SPSタンパク及び活性の変化

小野清美，古川|かおる1，村田孝雄九石丸健，小沢憲二郎，大川安信，大杉立(農水省・生物

研岩手大・農・作物)

SDSにより活性化されるトウモロコシ・プロテアーゼのモノクロ一ナノレ抗体による精製

山田隆文，太田啓之，近藤篤，増田 建，高官健一郎(東工大・生命理工)

イネ培養細胞からの 26Sプロテアソームの精製とその特徴付け

柳川由紀，大橋明子，村上安子1，小口圭子2，駒嶺穆2，田中啓二三佐藤隆英，中川弘毅(千葉

大・園・生物生産慈恵医大・生化二日本女子大・理・物質生物都・臨床研・化学療法)

トウモロコシの根型 PEPカルボキシラーゼ:組換え体酵素の性状解析

董飽英，増田隆男，畑信吾，泉井桂(京大院・農)

エンドウのアセチノレ司CoAカノレボキシラーゼのカノレボキシノレトランスフエラーゼに関する研究

蒲田浩一郎，木崎暁子，永野幸生，佐々木幸子(名大院・生命農学・生化学制御)

10:30 F2a09 葉緑体アセチル CoAカノレボキシラーゼの光活性化機構

木崎暁子，佐々木幸子(名大院・生命農学・生化学制御)
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F会場

10:45 F2alO グリオキシソームに局在する脂肪酸 P酸化系酵素アシノレ CoAオキシダーゼ

林 潤1.2， Luigi De Bellis1. 3，山口勝司I，加藤朗1，林 誠1.2，西村幹夫1.2(1基礎生物学研究

所・細胞生物総合研究大学院大学・生命科学ピサ大学・イタリア)

11:00 F2a11 Purification and characterization of a peroxisoma1 short-chain acyl-CoA oxidase from pumpkin 

Luigi De Bellis1.2， H仕ωhiHayashi1.2， Pietro Giuntini3， Makoto Hayashi1.2， Mikio Nishimura1.2 

(IDept. Cell. Biol.， NIBB.， 2Dept. Mol. Biomechanichs， Grad. Univ.， 3Dip. Biolog泊Pi閣 teAgravie) 

11:15 F2a12 シロイヌナズナ由来のチトクロム b5，NADH:チトクロム b5還元酵素 cDNAの単離と組換え体タンパク質

による電子伝達

水谷正子，田中良和，久住高章(サントリー基礎研究所)

第2日(5月4日)午後 F会場エリシター

13:00 F2pOl 

13:15 F2p02 

13:30 F2p03 

13:45 F2p04 

14:00 F2p05 

14:15 F2p06 

14:30 F2p07 

14:45 F2p08 

15:00 F2p09 

15:15 F2pl0 

新規ェリシタ一応答性イネ遺伝子 EL5

高井亮太，南 栄一1，長谷川宏司，渋谷直人1 (筑波大・応生化農水省・農業生物資源研)

エリシタ一応答性イネ遺伝子へのオリゴキチンエリシターからのシグナノレ経路

南 栄一，賀道纏，高井亮太1，山田小須弥1，長谷川宏司1，渋谷直人(農水省・農業生物資源研

究所筑波大学)

イネ培養細胞におけるグノレカン系およびキチン系エリシターのシグナノレ伝達経路について

山口武志，渋谷直人(農水省・生物研)

イネのオリゴ糖エリ シターシグナノレ伝達に伴うプロテインキナーゼの活性化と タンパク質リン酸化

朽津和幸，小松節子，渋谷直人(農水省・生物研)

イネ培養細胞原形質膜に存在する N-アセチノレキトオリゴ結エリシター結合蛋白質のアピジンアフィニテ

ィー Fロマトグラフィーによる精製

伊藤ユキ，渋谷直人(農水省・生物研)

種々の植物細胞原形質膜におけるキチン系エリシター結合蛋自の存在とエリシタ一応答性:エリシター結合

蛋白の生体中の機能

岡田光央1.2，伊藤ユキ1，松村正利2，渋谷直人1(1農水省 ・生物研 筑波大)

シロイヌナズナのホスホリパーゼ C結合因子の機能解析

高橋征司1.2，三上浩司3，片桐 健1.2，平山隆志1，篠崎一雄1.2(1理研・植物分子筑波大・生物

科学基生研)

ジャガイモ塊茎に存在するホスホリパーゼ A2活性に対するマストパランの影響

仙図香織，道家紀志，川北一人 (名大院 ・生農・資源生物機能)

エリシター処理したタパコ葉における液胞プロセシング酵素の発現

池田恵子，西村いくこ1，西村幹夫1，道家紀志， JII北一人(名大院・生農・資源生物機能基生研

・細胞生物)

タパコ織物における疫病菌菌体壁エリシター誘導性遺伝子の Di1ferentia1Display法による グローニング

竹本大吾，林 誠1，道家紀宏、，西村幹夫1，川北一人(名大院・生.・資源生物機能基生研・

細胞生物)

第3日(5月5日)午前 F会場水分・浸透圧

8:30 F3aOl オオムギのベルオキシゾーム型ベタインアノレデヒド脱水素酵素 cDNAを導入したイネの作出と耐塩性の解

析

生豆宣，田中章，常富紀子，石谷学1，高倍昭洋2，Angelina A. Nakase1， Andre T. Jagen-
dorf1，高倍鉄子1(植物工学研究所名古屋大・生物分子応答研名城大 ・総合研究所)

8:45 F3a02 オオムギのマイクロボディ型ベタインアルデヒド脱水素酵素と局在性の異なるアイソザイム遺伝子の単離と

その発現解析

中村敏英，野村美加1，Maurice S. B. Ku2，高倍鉄子(名古屋大・生物分子応答研究センター香

川大・農ワシントン州立大・植物)
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F会場

9:00 F3a03 塩ストレスによるタンパク質脱リン酸化酵素 2C遺伝子の発現誘導

宮崎さおり， Hans]. Bohr児此l，福原敏行(東京農工大・農・細胞分子アリゾナ大学)

9:15 F3a04 水ストレスで誘導されるシロイヌナズナの Cys2IHis2型 Zn-finger遺伝子群の解析

坂本秀樹，荒木崇，飯哲夫，岩淵雅樹(京大・院・理・植物)

9:30 F3a05 シロイヌナズナの乾燥ストレス耐性および形態形成におけるプロリンの役割

楠城時彦1.2，吉羽洋周3，真田幸香4，和田敬四郎4，塚谷裕一人角張嘉孝久篠崎和子7，篠崎一雄l

(1理研・植物分子岐阜大・農・生物環境科学日立製作所基礎研究所金沢大・理 ・生物，

5東京大・分生研静岡大 ・農農水省・国際農研)

9:45 F3a06 シロイヌナズナの MYC相向性転写因子 rd22BPlの転写活性化に関する機能解析

安倍洋1.3，浦尾剛1，篠崎和子1，細川大二郎3，篠崎一雄2 (1農水省 ・国際農研理研・植物分

子農工大・農)

10:00 F3a07 シロイヌナズナにおいて葉緑体に移行する Clpプロテアーゼ調節サプユニットホモログをコードしている逮

伝子 erdlの発現解析

中島一雄，篠崎和子，篠崎一雄1(国際農研・生物資源理研・植物分子生物)

10:15 F3a08 シロイヌナズナのプロリンデヒドロゲナーゼ遺伝子 erd5の発現解析

佐藤墨絵，中島一雄，清末知宏1，篠崎和子，篠崎一雄1 (農水省・国際農研・生物資源理研・植

物分子生物)

10:30 F3a09 耐皐性マメ科カウピーの ABA合成に関与する乾燥誘導性遺伝子の解析

井内 聖1，篠崎和子2.1，篠崎一雄1 (1理研・植物分子農水省・国際農研)

10:45 F3al0 シロイヌナズナ rd29B遺伝子の乾燥および ABA応答に関与する シスエレメントに結合する bZIP型タンパ

ク質をコードする cDNAの単離

字野雄一1，篠崎和子1，篠崎一雄2 (1国際農林水産業研究セ・生物資源理研・植物分子)

11:00 F3a11 シロイヌナズナの乾燥・低温ストレスによる遺伝子発現を制御するシス因子 DREに結合するタンパク質を

コードする遺伝子 DREBの解析

佐久間洋，劉 強，安部洋，春日美江，三浦節子，篠崎和子，篠崎一雄1 (農水省・国際農研

・生物資源理研・植物分子生物)

11:15 F3a12 乾燥，塩，低温ストレス誘導性転写因子 DREBIA，DREB2Aを過剰発現させたシロイヌナズナの解析

春日美江，三浦節子， jJJ 強，篠崎和子，篠崎一雄1 (農水省国際農研・生物資源理研・植物

分子生物)

11:30 F3a13 シロイヌナズナの乾燥 ・低温応答性シスエレメント DREに結合するタンパグ質をコードする DREBl遺伝

子ファミリーの同定及び発現解析

Zabta K. Sh泊wari，中島一雄，三浦節子，春日美江，篠崎和子，篠崎一雄1 (国際農研 ・生物資源，

I理研・植物分子生物)
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G会場

第 1日(5月3日)午前 G会場生体膜・イオン輸送

9:30 GlaOl 

9:45 Gla02 

10:00 Gla03 

10:15 Gla04 

10:30 Gla05 

10:45 Gla06 

11:00 Gla07 

11:15 Gla08 

11:30 Gla09 

11:45 GlalO 

ニチニチソウ細胞のリン酸吸収時の呼吸と細胞質 pHの調節

坂野勝啓，野口 航1，矢崎芳明，清田誠一郎，上田真吾2 (農水省 ・生物研筑波大 ・生物科学系，

Z通産省・資環研)

植物細胞の細胞質 pH調節:呼吸阻害剤の影響

矢崎芳明，坂野勝啓(農水省 ・生物研)

空色西洋アサガオ花弁の花色変異と液胞膜のプロトン輸送活性

吉田久美，亀田 清，前島正義人近藤真紀2，難波千営子2，西村幹夫人近藤忠雄3 (椙山大・生活

・食品栄養名大 ・農・生化基生研 ・細胞生物名大 ・化測機セ)

酵母を用いたヤエナリ液胞膜 H+-ピロフォスファターゼの発現系構築

中西洋一，和田 洋1，前島正義(名大院 ・生命農 ・生 化 阪 大 ・産研)

イネ液胞膜 H+ーピロホス ファターゼの genomicDNAの解析

榊原祥清， 川崎信二l，小林秀行(農水省 ・食総研農水省・生資研)

シャジグモ液胞膜 H+-ピロホスフ ァターゼの cDNAクローニ ングと一次構造比較

松田奈緒，中西洋一，相津研二，樫山 拓1，山本啓一1，三村徹郎2，池田己喜子九前島正義(名

大院・生命農千葉大 ・理一橋大岡山県大 ・保健福祉)

シロイヌナズナ H+-PPase遺伝子の構造解析

光回展隆，柳津修一1，竹安邦夫，佐藤雅彦(京大・総合人間東大・総合文化)

カサノリ V-ATPase，proteolipidサプユニットの 6種類のアイソフォームについて

池田己喜子，馬見公子，渡辺洋子1 (岡山県立大 ・保福部 ・栄養，リ11崎医大 ・生化)

クロスリンカーを用いたヤエナリ液胞膜 H+-ATPaseの4次構造解析

河村幸男，吉田静夫(北大・低温研)

植物液胞膜 Ca2+瓜+対向輸送体の一次構造と細胞内局在性

上岡華代，中西洋一，前島正義(名大院 ・生命農・生化)

第 1日 (5月3日)午後 G会場イオン輸送

13:30 GlpOl 

13:45 Glp02 

14:00 Glp03 

14:15 Glp04 

14:30 Glp05 

14:45 Glp06 

15:00 Glp07 

15:15 Glp08 

15:30 Glp09 

シャジグモ節間細胞原形質膜の刺激受容初期イオン過程

大川和秋，筒井泉雄1，野坂修一2 (大阪大 ・院・理・ 生物科学岡崎生理学研究所 ・生体膜 滋

賀医科大 ・麻酔科)

画像処理による膨圧秤法を用いた膨圧連続測定法の開発

浅井一視，田沢仁1，岡崎芳次，岩崎尚彦(大阪医大・生物福井工大 ・応用理化学)

電気的中性の法則の分子論的基礎

清沢桂太郎(阪大院 ・基礎工・ 生物工学)

トウモロコシ Ca2+厄+アンチポーター遺伝子のク ローニ ング

松岡隆史1，魚住信之1.2，武藤尚宏、1.2 (1名古屋大 ・院農名古屋大 ・生物分子応答研究セ)

液胞酵素 APIの自食作用に類似した輸送犠構

大隅良典1，S. V. Scott2， D.]. Klions耐え馬場美鈴3 (1基生研， 2UC. Davis， 3日本女子大 ・理)

ダイコン細胞膜と液胞膜水チャネノレのアイソフォーム遺伝子の発現特性

須賀しのぶ，土屋知寛，前島正義(名大院 ・生命農)

ヒメフラスコモにおけるカルシウム貯蔵細胞小器官膜の水チャネノレ

田沢 仁，菊山宗弘1 (福井工大 ・応用理化学放送大 ・生物)

車軸藻細胞のリン酸輸送;リン酸/Na+共輸送系の証明とその誘導機構の解析

三村徹郎，大隅良典1，N.A. Wa1ker2， R.]. Reid2， F.A. Smith2 (一橋大 ・生物 基生研・ 細胞機

構， 2Dept. Botany， Univ. Adelaide) 

イネ硝酸トランスボーター cDNAの単離

田中俊憲，長谷川博1，井田正二2 (長崎県総合農林試験場滋賀県立大・環境科学京都大・食

研)
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G会場

15:45 G1p10 亜硝酸トランスポーター遺伝子発現レベルが植物の窒素利用効率に与える影響

岡 桂子，尼子克己，高橋正昭(大阪府立大・農・応用生物化学)

16:00 G1pll アルミニウムによる Charaのアルカリパンド形成の阻害

16:15 G1p12 

16:30 G1p13 

16:45 G1p14 

17:00 G1p15 

17:15 G1p16 

17:30 G1p17 

17:45 G1p18 

高野陸子，新免輝男(姫路工大・理・生命)

酵母の smf1遺伝子破嬢株の機能相補によるシロイヌナズナマンガントランスポーター遺伝子の探索

尼子克己，高橋正昭(大阪府立大・農・応用生化)

シロイヌナズナ高ホウ素要求性変異株 borl・lの解析

野口享太郎，安森美帆，青木法明，茅野充男，林浩昭，藤原徹(東大院・農・応生化)

葉緑体包膜ピノレピン酸輸送活性の再構成系での検出

大西純一(埼玉大・理・分子生物)

酵素結合型 ATP合成反応に対する有機溶媒等の影響

持丸真里，斉藤勇仁，桜井英博(早稲田大・教育・生物)

通過ベプチドをもった D1タンパク質の葉緑体包膜通過機構の解析

呉国江，渡漫昭(東京大・院・理)

車輪藻における活動電位発生時の細胞質カルシウムイオンの一過性の増加

菊山宗弘，田沢仁1 (放送大 ・生物福井工大・応用物理化学)

座紬切片における膜電位と生長の浸透ストレス適応、反応に及ぼすタンパク合成系および輸送系限筈剤の影響

北村さやか1，高橋宏二人加藤潔1.2 (1名大・院・人間情報・生物システム名大・情文・生物

システム)

第 2日(5月4日)午前 G会場遺伝子技術

8:30 G2a01 イネの map-basedc10ningにおける相補性検定を簡便化するコスミドベクターの作製

布施拓市1.2，矢野昌裕1，門奈理佐3，佐々木卓治1(1農水省・生物研生研基礎農林水産先端技

術研究所)

8:45 G2a02 RDA法を用いたアカシアゲノム間差異の直接的比較

越山淳子，日尾野隆(王子製紙・森林資源研)

9:00 G2a03 ピチオ ン化伺ptrapper法によるシロイヌナズナの完全長 cDNAライブラリーの作製

関 原明， Piero Carnincjl，西山洋子2，林崎良英1，篠崎一雄(理研・植物分子生物理研・ゲノ

ム科学埼玉医科大・眼科学)

9:15 G2a04 マイクロダイセクション法を用いて単離したオオムギ第6染色体からの a-アミラーゼ遺伝子のダイレクト

クローニング

光永伸一郎，犬山秀夫，福井希一1(上越教育大北陸農業試験場)

9:30 G2a05 シロイヌナズナのゲノム特定領域に存在する遺伝子へのトランスポゾン挿入変異体系統の作出

本橋令子1.2，伊藤卓也1，関 原明1，篠崎和子2，篠崎一雄1(1理研・植物分子生物国際農研)

9:45 G2a06 トラ ンスポゾン Ac/Dsによる挿入変異シロイヌナズナの作出と変異遺伝子の同定

伊藤卓也1，柴田大輔2，篠崎一雄1(1理研・植物分子生物三井業際植物パイオ研)

10:00 G2a07 AcJDs系トランスポゾンを用いたシロイヌナズナ gain-of-function変異体作成法の開発

鈴木義人，植村聡子，室伏旭， Gregor Schmitz1， K1aus Theres1 (東大・農・応生化， 1Universitat 

zu Koln) 

10:15 G2a08 イネの伸長 DNAファイパーを用いた高解像 FISH法による遺伝子コピー数の推定

近江戸伸子1，木島暁子1，2，ハンス デヨン3，福井希一1 (1農水省・北陸農試新潟大学 ・自然科

学ワーゲニンゲン大学)

10:30 G2a09 完全合成改変 GFPを発現する形質転換シロイヌナズナの作出

丹羽康夫，平野貴謙，清水正則，小林裕和(静岡県大・生活健康科学)

10:45 G2a10 シロイヌナズナゲノムプロジェクト N:cDNAの大規模解析

浅水恵理香，佐藤修正，小谷博一，成尾 薫，田畑哲之 (かずさ DNA研究所)

11:00 G2all 植物ゲノムの相補性検定機能を備えた大容量機能性ゲノムライブラリーのイネでの構築とその応用

角田由紀，左南修，秋山康紀，佐々木典子， JII崎信二(農水省・生物研)
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G会場

11:15 G2a12 シロイヌナズナのゲノム解析プロジェクト ill.3番及び 5番染色体塩基配列解析

佐藤修正，小谷博一，中村保一，浅水恵理香，金子貴一，宮嶋伸行，田畑哲之(かずさ DNA研究

所)

第 2日(5月4日)午後 G会場環境応答/その他

13:00 G2p01 

13:15 G2p02 

13:30 G2p03 

13・45 G2p04 

14:00 G2p05 

14:15 G2p06 

14:30 G2p07 

14:45 G2p08 

15:00 G2p09 

15:15 G2p10 

15:30 G2p11 

イネ細胞質型グノレタチオンレダクターゼ遺伝子構造解析と細胞内局在部位

上中弘典1，中島美恵子1，森田重人1.2，増村威宏1，2，田中園介1.2(1京府大 ..・生資化京都農

資センター)

業縁体発現型，細胞質発現型グノレタチオン還元酵素の抗酸化能力とストレス耐性の比較

山内靖雄，田中博道，青野光子1，久保明弘1，田中 浄(鳥取大・農・植物機能医i立環境研)

タパコにおけるマ ンガンカタ ラーゼの発現とストレス耐性

田中博道，五十嵐隆夫九河野泰久2，山内情雄，田中 浄(鳥取大・農・植物機能国立環境研，

2島根大 ・生物資源科学)

ラン藻の重金属結合タンパク質 SmtAの重金属結合数および結合部位の解析

藤井博史，阿部佳代，木村愛子，森田勇人，林秀則(愛媛大・理・物質理学)

タパコ BY・2培養細胞の細胞周期に対する UV-Bの影響

網野真一，平英司，大木崇，竹内裕一(北海道東海大・工・生物工学)

シロイヌナズナの根における紫外線で誘導される形態変化

柴田百合子人永田俊文人 鐘ケ江弘美3，森 昌樹3，蒲田博1，菊池尚志3 (1筑波大 ・生物科学，

Z科学技術振興事業団農業生物資源研究所)

線組織由来カノレスにおいて内在性光合成遺伝子 RBCSが発現している新規 m シロイヌナズナ突然変異体

富田英敬，門垣仁和，丹羽康夫，小林裕和(静岡県立大 ・生活健康科学)

タケノコのベクチンについて

校重有祐，掛川弘一，石井忠(農林省・森林総合研究所)

ギンド ロ:培養細胞における伸長成長に関連した細胞壁多額類の合成

掛川弘一，枝重有祐，石井忠(農林省・森林総合研究所)

落花生根細胞壁構成成分の分析

加藤陽治，阿江教治1(弘前大・教育農水省..環研)

Structural characterization of Dri鈴 1ase司extractedapp1e cell-wall fragments 

Radnaa Naran， Yoji Kato (Fac. Education， Hirosaki Univ.) 

15:45 G2p12 ウキクサのアピオガラク ツロナン

東順一，田中修1 (京大院・農甲南大・理)

第 3日(5月5日)午前 G会場細胞骨格

8:30 G3a01 ホウ酸ーカルシウムイオンーラムノガラクツロナンE複合体がベクチン質多績を細胞壁内に保持している

小林優，中川広宣，間藤徹，関谷次郎(京都大・院・農・応用生命科学)

8:45 G3a02 タバコ培養細胞におけるホウ酸ーラムノガラクツロナンE複合体の分布

高崎美紀，間藤徹，小林 優，高部圭司1，関谷次郎(京都大・農・応用生命京都大・農・森

林科学)

9:00 G3a03 ラムノガラクツロナンEーホウ酸複合体中のホウ酸エステルの結合位置

石井忠，松永俊明1，M.O'Neili2， A. Darvill2， P. Albersheim2 (森林総研九農試， 2CCRC・ジ

ヨージア大学)

9:15 G3a04 真性粘菌変形体の分化過程における酸性ホスファターゼの挙動

鈴木陽子，田中祐子，金子実子 (日本女子大・理・物生)

9:30 G3a05 粘菌 Polysp加叩dyliumμllidumの膜タンパク質 gp64の分子遺伝学的な機能解析

舟本聡，落合庚(北大・理・生物科学)

43 



9:45 G3a06 

10:00 G3a07 

10:15 G3a08 

10:30 G3a09 

10:45 G3a10 

11:00 G3a11 

G会場

オジギソウ屈曲運動におけるアクチン系細胞骨格の関与

山域佐和子，神津信行，田宮徹，土屋隆英 (上智大 ・理工・化学)

オジギソウ屈曲運動に関与するアクチン

亀山一央，雀賢姫，神津信行，田宮 徹，土屋隆英(上智大・理工・化学)

高等植物細胞の微小管形成中心:核からの微小管形成をになうタンパク質の同定

石井丈晴，水野孝一(大阪大・院・理・生物科学)

加圧凍結ー凍結置換法による根端分裂組織分裂準備帯 (preprophaseband)の微細構造の観察

蜂雪芳宣，村田 隆1，Thomas H. Giddings， ]r. 2， L. Andrew Staehelin2 (広島大 ・理・生物科学，

1東大院・総合文化・生命コロラド大・ MCDBio1ogy) 

Preprophase bandの幅が狭くなる過程におけるア クチン繊維の役割

村田 隆，ThomasH. Giddings， ]r.1， L. Andrew Staehelin1，蜂雪芳宣2(東京大 ・総合文化・生命，

Iコロラド大 ・MCDBio1ogy， 2広島大・理・生物科学)

気孔開閉及び孔辺細胞微小管に及ぼす夕、ノパク質リン酸化/脱リン酸化酸素阻害剤の影響

福田めぐみ，馳津盛一郎，中嶋信美1，近藤矩朗(東京大・院理・生物科学国立環境研・地域)
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H会場

第 1日 (5月3日)午前 H 会場情報伝達

9:30 H1a01 

9:45 H1a02 

10:00 H1a03 

10:15 H1a04 

10:30 H1a05 

10:45 H1a06 

11:00 H1a07 

11:15 H1a08 

11:30 H1a09 

11:45 H1a10 

トウモロコシのサイトカイニン誘導性二成分系情報伝達因子 ZmCip1遺伝子の単離と構造解析

出路篤，榊原均，杉山達夫 (名古屋大院・生命農学)

シロイヌナズナのレスポンスレギュレーター遺伝子は無機窒素源及びサイトカイニンにより発現制御を受け

る

谷口光隆，木羽隆敏，榊原 均，上口智治，水野 猛，杉山達夫(名古屋大院・生命農学)

シロイヌナズナにおける新規二成分制御系シグナノレ伝達因子 (HPt)の検索

鈴木友美，上口智治，水野猛(名大院・生命農)

シロイヌナズナにおける二成分制御系シグナノレ伝達因子の検索

上口智治，今村綾，花木直人，水野猛(名大院・生命農)

3量体 Gタンパク質 aサプユニ ットのアンチセンス鎖を過剰に発現させたイネ形質転換体の解析

藤津由紀子，石川敦司，旭 正，岩崎行玄(福井県大・生物資源)

シロイヌナズナのレスポンスレギュレーターをコードする cDNAのクローニ ング

浦尾剛.B. Y紘ubov.宮田伸一，篠崎和子，篠崎一雄1(農水省・国際農研・生物資源理研・

植物分子生物)

シロイヌナズナの HPtドメイ ンをもっ Two-ComponentSystem構成因子のタローニング

宮田伸一，浦尾剛，篠崎和子，篠崎一雄1(農水省・国際農研・生物資源理研・植物分子生

物)

シロイヌナズナの PI代謝関連酵素であるホスファチジン酸ホスファターゼは根の伸長成長に関与している

片桐健1，2，篠崎一雄1，2 (1理研・植物分子筑波大・生物科学)

ソラマメ孔辺細胞のタイプ 1プロテイ ンホスファターゼ触媒サフ'ユニット cDNAの単離

浅沼三和子，木下俊則，和田 元，島崎研一郎(九州大・理・生物)

イネ SNF1様プロテインキナーゼ (OSK)遺伝子ファ ミリーの異なる発現制御様式

鐘ケ江(梶矢)弘美，菊池尚志，高野誠(農水省・生物研・分子遺伝)

第 1日(5月3日)午後 H 会場情報伝達

13:30 H1p01 クラミドモナス炭酸脱水酵素遺伝子 CAH1の発現調節変異株の単離

三浦謙治，九町健一，大山莞爾，福津秀哉(京大・農・応用生命科学)

13:45 H1p02 ラン藻 RNAポリメラーゼ各サプユニット蛋白質の精製

14:00 H1p03 

14:15 H1p04 

14:30 H1p05 

14:45 H1p06 

15:00 H1p07 

15:15 H1p08 

15:30 H1p09 

志尾崎紀子，朝山宗彦，白井 誠(茨城大・農)

ラン藻 RNAポリメラーゼのシグマ因子遺伝子欠損変異株の解析

宮崎愛1. 朝山宗彦1. 白井誠1. 佐塚隆志2， 小 原 収2 (1茨城大・農かずさ DNA研・解析

技)

メタロチオネイ ンmRNAの蓄積量の低下と形態変化

赤星英一，藤原徹，林浩昭，茅野充男(東大院・農・応生化)

気孔孔辺細胞における青色光に依存した蛋白質リ ン酸化

木下俊則，斎藤礎宏，島崎研一郎(九州大・理・生物)

イネ細胞死突然変異体における防御反応の活性化

高橋章，逸見健司.JII崎努，四井克彦1. 児玉治1. 佐藤光2. 島本功(奈良先端大・ バイ

オ茨城大・農九大・農)

低分子量 G蛋白質 Racによる細胞死の誘導

逸見健司，畠山哲.JII崎努，島本功(奈良先端大・ パイオ・植物分子遺伝)

稲のプロテインキナーゼ.who4は貧栄養，光，サイトカイニ ンに加え低温に応答する

大場博樹，池田佳久，小泉 望，草野友延，佐野 浩 (奈良先端大・遺伝子教育研究センター)

アプシジン酸により特異的に活性化されるプロテイ ンキナーゼの解析

吉田理一郎1. 市村和也1，2，溝口 剛l，篠崎和子3. 篠崎一雄1(1理研・植物分子筑波大・生物科

学農水省・国際農研・生物資源)
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H会場

15:45 Hlpl0 タパコ Mitogen-ActivatedProtein Kinase Kinase Kinase (MAPKKK)に関連するキナーゼ遺伝子 NPKlの

転写パターンの解析

16:00 H1pll 

16:15 Hlp12 

16:30 Hlp13 

16:45 Hlp14 

17:00 Hlp15 

17:15 Hlp16 

17:30 Hlp17 

17:45 Hlp18 

中島麻里奈，平野敬子，坂野弘美，西浜竜一，町田泰則1 (名大・院理・生命理京大院・理・植

物)

ストレスによるシロイヌナズナ MAPキナーゼの活性化と生化学的解析

市村和也1，2，溝口 剛1，吉田理一郎1，篠崎一雄1 (1理研・植物分子筑波大・生物科学)

イネキチナーゼ遺伝子発現における細胞内 Ca2+の関与

斉藤美佳子，松岡英明(農工大・工・生命工学)

ゼニゴケ Ca2+依存性タンパク質リン酸化酵素遺伝子のオルタナティプスプライシング

西山りゑ，水野浩志，岡田祥子，山口知哉，竹中瑞樹，福津秀哉，大山莞爾(京大院・農・応用生

命)

ラン藻のアデニノレ酸・ンクラーゼ CyaCのリン酸化とアデニノレ酸シタラーゼ活性の促進

笠原賢洋，大森正之(東京大・総合文化・生命環境)

シロイヌナズナの花序で発現する受容体型キナーゼ遺伝子の構造および機能解析

竹村美保，浅井拓也，根本恭子，金本浩介，河内孝之(奈良先端大・ パイオ)

カゼインキナーゼII(CK-II)による葉緑体 ATP合成酵素のリ ン酸化

金勝一樹，沢田博司，久堀 徹1 (北里大・一般教育東工大・資源研)

ソラマメ孔辺細胞の ABA応答性プロテインキナーゼによる内向き整流性 K+チャネノレ KAT1のリン酸化

森 泉1，魚住信之1.2，J叫ian1. Schroeder3，武藤尚志1.2 (1名古屋大 ・院農名古屋大・生物分

子応答研究セカリフォノレニア大サンディエゴ校)

低温ストレスなどで誘導されるカルシウム依存性プロテインキナーゼの解析

西篠雄介，畑信吾，泉井桂(京都大院・農・応用生物科学)

第 2日 (5月4日)午前 H 会場分泌輸送

8:30 H2aOl 

8:45 H2a02 

9:00 H2a03 

9:15 H2a04 

9:30 H2a05 

9:45 H2a06 

アラピドプシス μ，d2突然変異体は PTS2型ベルオキシソームタンパク質の高分子量前駆体を蓄積する

林 誠，鳥山可奈子，近藤真紀，西村幹夫(基生研・細胞生物)

植物カタラーゼの ミクロボディ ーへの輸送機構

立部由紀，江坂宗春，真野昌二1，林 誠1，西村幹夫1 (広島大・生物生産基生研・細胞生物)

Ara4 GTPaseとその相互作用因子の酵母を用いた解析 (II)

上回貴志，内宮博文，中野明彦1 (東大 ・分生研理研・生体膜)

エンドウのRablYptファミリー低分子量 GTPaseP丸42の酵母を用いた解析

講演取消

松田憲之1.2，上田貴志2，内宮博文2，佐々木幸子3，中野明彦1 (1理研 ・生体膜東大・分生研，

3名古屋大 ・農)

務輸送の分子機構一一イネ単離陸を用いた糖トランスポーターの発現一一

豊福恭子1，斎藤俊和1，松倉千昭1，広瀬竜郎2，大杉 立2，山口淳二1 (1名古屋大 ・生物分子応答

研究センター農水省・生物研)

10:00 H2a07 キュウリ葉由来ラフィノース合成酵素の精製

野崎甚司，大住千栄子，木田隆夫(味の素・中央研究所)

10:15 H2a08 キュウリ葉由来ラフィノース合成酵素の性質と遺伝子クローニング

大住千栄子，野崎甚司，木田隆夫(味の素・中央研究所)

10:30 H2a09 NaCl 濃度に対する Ni.ωtianaoccidentalisの二相的な反応

小森俊之，山田茂裕， Patricia N. Myers，今関英雅(日本たばこ産業臨時遺伝育種研究所)

10:45 H2al0 Synechocystis sp. PCC6803の動物型 Na+瓜+アンチポーター

稲葉昌美1，坂本 教1.2，村田紀夫1.2(1総研大・生命科学基生研)

11:00 H2a11 ラン藻硫酸トランスポーター遺伝子の発現調節領媛の同定

鈴木英治，青木三絵，佐藤いずみ(茨城大・理・環境)
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11:15 H2a12 タパコ培養細胞およびオオムギ葉肉細胞の原形質膜カルシウム結合挙動と耐盗機嫌との関係

村田芳行， !奪回目史1，中谷卓也1，桂 真一1，小尾一郎1，角谷忠昭1 (岡山大..e:， 1京都大・農)

第 3日(5月5日)午前 H会場無機栄養

8・30 H3aOl 

8・45 H3a02 

9:00 H3a03 

9:15 H3a04 

9:30 H3a05 

9:45 H3a06 

10:00 H3a07 

トウモロコ・ンにおける窒素栄養に応答したサイトカイニンの蓄積とその分子種の同定

武井兼太郎，榊原 均，谷口光隆，杉山達夫(名古屋大院・生命農学)

硫黄欠乏に応答した遺伝子発現制御と含硫化合物濃度の変動の組織特異性

粟津原元子，金暗街，茅野充男，林浩昭，藤原徹(東大院 ・農 ・応生化)

酵母の銅吸収変異株 ctr1の変異を回復させるオオムギの cDNA，SFDJの機能解析

山口博隆1.2，奥本佐喜子1，中西啓仁1，商津直子1，森 敏1.2 (1東大大学院 ・農学生命科学，

2CREST) 

講演取消

講演取消

アラビドプシス硝酸還元酵素は Ser-534依存的にリ ン酸化し 14-3-3タンパク質 (GFI4s)と結合する

金丸研吾1.2.3，Wenpei SU2， Nigel M. Crawford2 (1国立遺伝研カリフォノレニア大学サンディ エゴ

校現，東京大学分生研)

Synechococ，ωs Sp. PCC7942のcmpオベロンの強制発現による高 CO2条件下での高親和性 HC03一能動輸送

活性の誘導

小俣達男，Dean Price1， Murray Badger1，岡村将人，郷田 諭，小川晃男2(名大.a・応用生物科

学， lMolec. Plant Physiol.， Res. Sch. Biol. Sci.， Australian Nat1. Univ.， 2名大・生物分子応答研究セ

ンター)

10:15 H3a08 ラン藻 Synechocystissp. PCC6803における炭酸同化系遺伝子の発現制御の解析

郷田 論，前田真一，小俣達男(名古屋大 ・農・応用生物科学)

10:30 H3a09 ラン藻 Synechococcussp. PCC7942のシアナーゼ欠損変異株における炭酸同化系遺伝子のシアン酸による転

写制御

原野よしみ，小俣達男(名古屋大..e:・応用生物科学)

10:45 H3al0 シロイヌナズナのシアナーゼ遺伝子のタローニング

愛知真木子，西国郁子，小俣達男(名古屋大・a・応用生物科学)

11:00 H3a11 クラミドモナスの硫黄欠乏応答変異株 a15401の解析

柴垣奈佳子，JohnP. Davies1， Arthur R. Grossman1，下河原浩介九日田秀明2，茅野充男，林浩昭，

藤原 徹(東京大学・院・農学生命科学， lCamegie Inst. Washington， Stanford Univ.， 2帝京大学

・医)

11:15 H3a12 クエン酸放出型低リ・ノ酸耐性細胞の糖代謝関連酵素遺伝子の解析

小山博之，灘田英司，木原智仁，原徹夫(岐阜大 ・農)

11:30 H3a13 人工合成した酵母の三価鉄還元酵素をコードする遺伝子 (r，ψeJ)のタパコへの導入

大木宏之1，山口博隆1，中西啓仁1，森 敏1.2 (1東大 ・農・応生化， 2CREST) 

11:45 H3a14 葉緑体包膜の H+濃度勾配依存性 N02輸送

春木泰志，村田善則，高橋正昭(大阪府立大・農・応用生物化学)
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第 1日 (5月3日)午前 I会場 傷害

9:30 I1aOl 

9:45 I1a02 

10:00 I1a03 

10:15 I1a04 

10:30 I1a05 

10:45 I1a06 

11:00 I1a07 

11:15 I1a08 

11:30 I1a09 

11:45 I1al0 

ガンマ線照射によるパレイショ塊茎 ω-3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子の発現

等々カ節子，林 徹，永田俊文1，鐘ケ江(梶矢)弘美2， 森 昌 樹2，菊池尚志2 (農水省・食総

研科学技術振興事業団農水省 ・生物研)

傷害によるプラスチド ω-3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子 (FAD乃の発現誘導の分子機機

西内 巧，児玉浩明，柳津修一1，的場厚(九州大 ・理 ・生 物 東 大 ・総合文化 ・生命)

Ri-プラスミド由来アグロビン合成酵素遺伝子プロモーター傷害誘導性:プロモーター解析.1 

川崎悦子， 征矢野敬1，猪口雅彦，近藤弘清(岡山理大 ・理・ 生物化学京都大 ・理 ・植物)

タパコの傷害応答遺伝子の解析

原光二郎，屋木美津恵，小泉望，草野友延，佐野 浩(奈良先端大 ・遺伝子センター ・植物細胞

工学)

傷害誘導性 ACC合成酵素遺伝子の発現調節機構の解析

渡漫敬浩，酒井慎吾(筑波大 ・生物)

アカシアマンギウムのプロトプラスト単離操作における s-1，3ーグノレカンの傷害誘導

小名俊博，津田その子1 (王子製紙 ・森林資源研究所 中部電力 ・電気利用技術研究所)

ソラマメ葉肉細胞で、のベノレオキシダーゼによる 3，4・ジヒドロキシフェニノレアラニンの酸化機構

高浜有明夫，鬼木隆幸(九州歯科大)

大腸菌カタラーゼ遺伝子を導入した形質転換タパコの光 ・酸素毒耐性機構の解析

宮川佳子，武田徹，重岡成(近大 ・農・食栄)

耐塩性植物 Mesem初'anthemumcrystallinumにおける過酸化物消去系の発現調節

武田徹，重岡成(近畿大・農・食栄)

栄養組織の液胞プロセシング酵素は樋物ホノレモン，傷害，老化により発現が誘導される

山田健志l.2，木下 哲1，西村いくこ 1，西村幹夫1.2 (1基生研，細胞生物総研大 ・生命科学)

第 1日(5月3日)午後 I会場温度/微生物

13:30 I1pOl 

13:45 I1p02 

14:00 I1p03 

14:15 I1p04 

14:30 I1p05 

14:45 I1p06 

15:00 I1p07 

15:15 I1p08 

15:30 I1p09 

植物の低温光傷害時の系I及び系E光阻害において低温の果たす異なった役割

圏池公毅(東大 ・院理 ・生物科学)

生育温度環境と細胞の加齢に依存したコムギ小胞体局在型 ω-3脂肪酸不飽和酵素遺伝子の発現

堀口吾朗， JlIJ二直人1，児玉浩明，射場 厚(九州大・理・生物明治大 ・農 ・植物工学)

いもち病菌由来セレプロシドによるエリシタ一作用の解析

梅村賢司，小川紀子，山内豊蔵，阿部加乃，御堂直樹1，古賀仁一郎，岩国道顕，志村勝，小笠

原長宏(側植物防御システム研究所明治製菓側)

いもち病菌由来のセレプロシドエリシターの単離精製と構造決定

古賀仁一郎，山内重量蔵，志村勝，大島清美，小川紀子，梅村賢司，菊地美奈子，小笠原長宏(樹

植物防御システム研究所)

低温慰11化過程で蓄積するクワ皮層細胞の ERタンパク質

字梶徳史，竹津大輔，荒川圭太，藤川清三，吉田静夫(北大・低温研)

細胞内務喜含量の人工操作によるシロイヌナズナプロトプラストの凍結傷害機構出現頻度の変動

上村松生， Peter L. Steponkus (Comell University， Department of Soi1， Crop & Atmospheric 
Sciences) 

小麦の新規不凍活性物質の検索

大平万里，星野保，吉田みどり l，津田栄，扇谷悟，石崎紘三(通産省 ・工技院・北工研，

l農水省・北農試)

NMR顕微鏡により可視化されたカエデ越冬芽の凍結様式と各組織の氷核活性

石川雅也，井出博之1，William S. Price1，荒田洋治1，北嶋智美(農水省・生物研機能水研)

低温貯蔵したパレイショ塊茎で発現が誘導される遺伝子:クローニングと発現解析

峯 利害，笠岡啓介，日吉徹，大山暁男(日本たばこ産業・遺伝育種研究所)
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15:45 Ilpl0 

16:00 Ilpll 

16:15 Ilp12 

16:30 Ilp13 

16:45 Ilp14 

17:00 Ilp15 

17:15 Ilp16 

17:30 Ilp17 

17:45 Ilp18 

I会場

シアノパクテリアにおけるリボソームタンパク質 S21含量の生育温度による調節

佐藤直樹，太万川隆1，和田 明2，田中 歩3(埼玉大・理堀之内中大阪医科大京都大)

低温および重水耐性酵母細胞におけるストレス蛋白質の発現

海野けい子，岸戸崇浩，森岡瑞枝2，関本征史1，根本清光l，奥直人，岡田昌二(静岡県大・薬・

放射薬品学静岡県大・薬・衛生化学東大院・理・生物科学)

酵母をモデルとした細胞の低温感知・情報伝達機構の解析

張 蕃，今井亮三人太田明徳，高木正道(東大・院・農生科農水省・北海道農試)

Clathrin assemb1y proteinとEraGTPase-like proteinの低温誘導性発現

今井亮三，小池倫也，大野清春(農水省・北海道農試)

レポーター遺伝子を用いたアラピドプ、ノス熱ショックプロモーターの解析

松原志緒，米国好文，高橋卓(北海道大・理・生物科学)

ラン藻砂担echoのIstisPCC6803の低分子量熱ショックタンパク質 HSPI6.6の遺伝子破療による機能解析

福津秀哉，小坂英雄，大山莞爾(京大・農・応用生命科学)

ランソウ熱ショックタンパク質遺伝子の発現調節

仲本準(埼玉大・理・分子生物)

カワヤナギにおける DnaK及び DnaJhomo1ogの発現特性

二村典宏，篠原健司(農水省・森林総研)

ラン藻 Synechococcussp. PCC7002の高温感受性変異株における変異の解析

演田朋子，青野千代美，森田勇人，林秀則(愛媛大・理・物質理学)

第 2日 (5月4日)午前 I会場微生物/ウイルス

8:30 12aOl エンドウのエリシタ一応答性遺伝子の単離と解析

一瀬勇規，実松史郎，遠藤愛，岡部武治，久安由美子，関 光，白石友紀，豊田和弘，山田哲

治(岡山大・農)

8:45 12a02 エンドウ細胞壁におけるエリシター結合タンパク質の分離と解析

杉本 恵，木場主主範，豊田和弘，一瀬勇規，山田哲治，白石友紀(岡山大・農)

9:00 12a03 in vivo footprinting法によるエンドウ PAL.CHS遺伝子のエリシターおよびサプレッサ一応答性シスエレメ

ントの解析

関 光，一瀬勇規，永杉友美，豊田和弘，白石友紀，山田哲治(岡山大・農)

9:15 12a04 細胞壁 ATPaseに対する褐紋病菌サプレ ッサーの種特異的作用(3 ) 細胞壁 ATPase画分中のエリシ

ター，サプレッサー結合タンパク質について

木場章範，杉本 恵，豊田和弘，一瀬勇規，山田哲治，白石友紀(岡山大..) 

9:30 12a05 エンドウによる褐紋病菌サプレッサーの認識機構(2 ) 

杉浦徹也1，木場章範l，青柳雅昭2，豊田和弘l，一瀬勇規"山田哲治"白石友紀1 ('岡山大・農，

2日製産業 SIセンター)

9:45 12a06 りんご斑点落葉病菌の宿主特異的毒素 AM-toxinによって誘導される遺伝子の解析

初山慶道，斎藤 彰，深津ー赤田朝子，小笠原博幸，鈴木雅彦(青森県グリーンパイオセンター)

10:00 12a07 TMV感染細胞の過敏感細胞死は，葉緑体における FtsHメタロプロテアーデホモログの活性が減少するこ

とによって引き金が引かれる

瀬尾茂美，岡本雅次"岩野怠2，福井希一3，磯貝 彰2，大橋祐子(生物研・分遣東亜合成・

つくば研奈良先端大・パイオサイエンス北陸農試)

10:15 12a08 トマトモザイクウイルス (ToMV)の移行蛋白質をリン酸化する宿主側因子の探索

松下保彦，花津耕太郎，吉岡邦晃，川上茂樹"渡辺雄一郎2，西日正通，丹生谷博(東京農工大・

遺伝子伺・生物生産東京大・生命環境科学農業生物資源研究所)

10:30 12a09 サテライト RNA遺伝子導入によるウィルス抵抗性トルコギキョウ植物の育成

西原昌宏，阿部善子，鈴木一実，山村三郎(財団法人岩手生物工学研究センター)
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10:45 12alO ラン色細菌スイゼンジノリ群体と緑藻様単細胞性徴細藻(第一報人工培養系開発の試行と緑藻様単細胞

性微細藻の単離

平野 篤(東京電力・エネルギ一環境研究所)

11:00 12a11 藍色細菌水前寺ノリ群体と緑藻様単細胞性微細藻(第2報:i緑藻様分離藻株YM・1の諸性質と回分培養後

期における培養液の糊状化

湯本希典，平野 篤，本波康由，国頭俊爾(東京電力 エネノレギー・環境研究所・地球環境グルー

プ)

11:15 12a12 藍色細菌水前寺ノリ群体と緑藻様単細胞性微細藻(第3報):緑藻様分離藻株YM・1の糊化培養液のエタノー

ノレ沈殿物の MALDI-TOFIMSにより判明した質量特性

本波康由，平野篤，湯本希典，国頭俊爾(東京電力 エネルギー・環境研究所・地球環境グルー

プ)
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第 1日(5月3日)午前

J会場

J会場無機栄養

9:30 J1aOl リン酸飢餓で誘導されるヒメウキクサのホスファターゼと細胞膜プロトン ATPaseの分布と蓄積

錦織美和，中里洋，長谷 昭I，奥山英登志(北海道大院・地球環境北海道教育大・函館)

9:45 J1a02 単細胞緑藻タラミドモナスのリン酸欠乏順化制御遺伝子の indexedcosmid libraryを用いた complementa-

tion c10ning 

下河原浩介， Dennis Wykofll， Arthur Grossman1， Dona1d Weeks2，臼田秀明(帝京大・医・化学，

lCarnegie Inst.， Dept. P1ant Biol.， 2Univ. Nebraska， Dept. Biol.) 

10:00 J1a03 トマト根において Mn欠乏により発現する金属結合タンパク質の膜移行シグナノレ

佐々木康二1，Valeria C. Primo2，岡 佳子1，尼子克己1，高橋正昭1 (1大阪府大・農・応用生化，

2Universiada Naciona1 de Rio Cuarto) 

10:15 J1a04 Mn欠乏時にトマト根に発現する遺伝子群の解析

藤本 直，佐々木康二，北野高寛，尼子克己，高橋正昭(大阪府立大・農・応用生化)

10:30 J1a05 トマト根においてマンガン欠乏により発現が誘導される金属結合タンパク質

佐々木康二，北野高寛，藤本 直，尼子克己，高橋正昭(大阪府立大・農・応用生化)

10:45 J1a06 鉄欠乏オオムギ根におけるアデニン・リボースリン費量転移酵素 (APRT)の発現

板井玲子1，鈴木一矢1.2，山口博隆1.2，中西啓仁1，西湾直子1，森 敏1.2(1東大・農学生命科学，

2CREST) 

11:00 J1a07 塩害イネ根における Na+の侵入経路の推定

落合久美子，間藤徹，関谷次郎(京都大・農・応用生命)

11:15 J1a08 Ni耐性タバコ培養細胞の選抜とその特性

亀田弥生，中津亮二，伊藤智子，武長宏(東京農業大学・農 .A化)

11:30 J1a09 オオムギにおける llC・メチオニンの転流の PETIS法による検出

中西啓仁1，Bughio Naimatu1lah1，松橋信平2，石岡典子三内田博4，辻淳憲4，長明彦三関根

俊明3，久米民和2，森 敏1.5 (1東京大・農学生命科学原子力研究所・高崎原子力研究所・

RI部浜松ホトニクス， 5CREST) 

11:45 J1al0 トランスジェニツクシロイヌナズナにおける硫酸イオントランスポーター遺伝子の発現抑制

高橋秀樹，渡部晶子，斉藤和孝(千葉大・薬・薬用資源センター)

第 1日 (5月3日)午後 J会場光

13:30 J1pOl 

13:45 J1p02 

14:00 J1p03 

14:15 J1p04 

14:30 J1p05 

14:45 J1p06 

15:00 J1p07 

15:15 J1p08 

15:30 J1p09 

粘菌変形体フラグメンテーションでの Phytochromeの関与:photo-conversionモデルによる説明

垣内康孝，上田哲男(名古屋大・人間情報)

ラン藻Anabaenaにおける赤色光/近赤外光照射による細胞内 cAMP量の可逆的変化

大森正之，渡辺正勝1(東京大・総合文化・生命環境基生研・培養育成)

アラピドプシス HY5タンパク質の機能に C末端領域は重要である

合田和史，小山時隆，岡田清孝(京都大・理・植物)

連続光照射によるシロイヌナズナ怪軸伸長制御の素過程の解析

篠村知子，内田憲孝，古谷雅樹(目立基礎研究所)

西洋わさび毛状根からのクリプトクローム遺伝子の単離と解析

斎藤カ，田嶋馨，鎌田博(筑波大・生物)

フィトクロム A分子の AFMイメージ

佐藤雅彦，徳舛富由樹，竹安邦夫，員鍋勝司1(京大・総合人間横市大・理)

エンドウ賞化芽生えの PhyA結合タンパタ質:内在性 PhyAとの結合

嶋田崇史，徳富哲(大阪府大・先端研)

フィトクロム Bの核局在の光制御

長谷あきら(東大・遺伝子)

GTボックス結合タンパク質の性状に関する研究

村閏 純，高瀬尚文，平塚和之，堀田康雄(奈良先端大・バイオ)

51 



15:45 J1p10 

16:00 J1pll 

16:15 J1p12 

16:30 J1p13 

16:45 J1p14 

17:00 J1p15 

17:15 J1p16 

17:30 J1p17 

17:45 J1p18 

J会場

強光ストレス順応下におけるジンタフィンガー蛋白質の誘導発現

飯田朝子，数岡 徹，大江田憲治(住友化学・生命工学研究所)

糖応答性遺伝子 di据lの転写調節領域の解析と発現量操作の可能性について

安積良隆，小川真史，鈴木秀穂(神奈川大・理・応用生物)

シロイヌナズナ din遺伝子群の糖による発現制御

藤木友紀，吉川陽子，伊藤正樹，渡漫昭(東京大・院・理・生物科学)

フタパネゼニゴケ培養細胞のフィトクロム遺伝子

鈴木崇紀，佐藤敏生，滝尾進1 (広島大・理・生物科学熊本大・理・生物科学)

完全寄生植物ネナシカズラの光応答性遺伝子の発現パターンの特徴:光応答性と組織特異性

柴田未知恵，若杉達也，多田欣史1，山田恭司(富山大・理・生物新潟大・理・生物)

Large sca1e screening of genes which are antagonistica11y regu1ated by phytochrome and a b1ue light recep-

tor in spores of Adiantum capillω・venerisL. 

内田憲孝，村松高道，古谷雅樹(目立基礎研究所)

Phytochromes differentially regulate expression of nuc1ear genes encoding photo唖ynthetic-or ch1orop1astic-

proteins in etio1ated s民剖泊gsof Arabidψsis幼aliana

Norihito Kun0， Takamichi Muramatsu， Masaki Furuya (Hitachi Advanced Research Laboratory) 

Propagation of phytochrome-induced activation of cab:ゴucgene expr官ssionin transgenic tobacco seed1ings 

Ingeborg Schutz， Masaki Furuya (Hitachi Advanced Research Laboratory) 

パーティクノレガンを用いたタパコ光化学系 I絞遺伝子炉aDb，μaEb，psaHbの光応答領繊の解析

中部真之，中村崇宏，小保方潤一(北大・地球環境・生態遺伝)

第 2日(5月4日)午前 J会場光

8:30 ]2a01 

8:45 ]2a02 

9:00 ]2a03 

9:15 ]2a04 

9:30 ]2a05 

9・45 ]2a06 

10:00 ]2a07 

Synechocystis sp. PCC6803のアデニル酸シクラーゼ CyaDは青色光シグナノレを伝達する

寺内ー姫，大森正之(東京大・総合文化・生命)

クロレラ脊色光による呼吸促進に対する staurosporine，K252aの阻害効果

神谷明男 (帝京大 ・薬)

アカパンカピにおける子嚢殻の形態形成に至る光信号伝達の解析

小倉康裕，矢部尚登，蓮沼仰嗣(横浜市大・木原生研・総合理学)

クラミドモナス配偶子の活性維持を制御する光の作用スベクトノレ

斉藤達昭，山田みゆき1，山口史矯2，渡辺正勝2，松田吉弘1(神戸大・自然科学研神戸大 ・理・

生物基生研・楕養育成)

ホウライシダ胞子の紫外・青色光による発芽誘導と抑制効果

菅井道三，飯沼知子，鈴木秀幸(富山大・理・生物)

全寄生植物ネナシカズラにおける寄生恨誘導の多段階光制御機構

古橋勝久，西本 淳，多田欣史，若杉達也1，山田恭司1，渡辺正勝2 (新潟大・理 ・生物富山大

・理・生物基生研)

赤タマネギにおける光によるアントシアン系色素の発現

大矢武志、1，北 宜裕1，藤代岳雄1，本津安治2，笹隈哲夫九真子正史1，矢吹駿一1(1神奈川農総研，

2トキタ種苗横浜市大・木原生研)

10:15 ]2a08 UVB感受性イネの DNA損傷 (CPD)の光修復能力について

日出間純， ]ohn C. Suther1and1， Betsy M. Suther1and1，熊谷忠(東北大 ・遺生研 1Br∞泌laven

Nat1. Lab.) 

10:30 ]2a09 生育時の光環境が UV誘導 CPD生成とその修復に及ぼす影響

菱恵淑，日出間純，熊谷宏、(東北大・遺生研)

10:45 ]2a10 ホウキモロコシにおけるシク ロブタン型およびか4型ピリミジンダイマ一光回復酵素の光制御と波長依存性

秦 恵， Gunther Buchho1z1， ]orn GoSS1， Eckard Wellmann1 (神戸大 ・理・生物， 1Bio1ogie II， 

Frieburg Univ.) 
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J会場

11:00 ]2a11 紫外線 UVBがイネの葉内 Rubisco，LHC IIの経時変化に及ぼす影響

山口琢也，日出間純，熊谷 J忠(東北大・遺生研)

11:15 ]2a12 UV-B光に特異的シグナノレ伝達系は存在するのか

竹田淳子，小関良宏1 (京大大学院・農・応用生命科学東京農工大・工・生命工学)
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サテライトシンポジウム

第4回植物生体膜シンポジウム 1998年5月6日(水)~7 日(木) 会場:北海道大学学術交流会館

「環境応答の植物分子細胞生物学」

5月6日(水 9:00受付

9: 30 開会挨拶大隅良典(基生研)

セッション I 生体膜物質輸送系の分子細胞生物学(座長:岡崎芳次，加藤潔) (9: 40-12 : 30) 

(1)三村徹郎(一橋大) マングロープ培養細胞の高塩濃度下でのイオン・浸透圧調節

(2)飯田秀利(東学芸大)

(3)池田己喜子(岡山県大)

ショ ートスピーチ

(i)原田明子(医大)

(u)上岡華代(名大)

(凶)野田健司(基生研)

(4)高倍鉄子(名大)

酵母細胞内 Ca2+動態を支える Ca2+透過性陽イオンチャネル Midlの構造と

機能

単細胞植物カサノリの液胞膜輸送系と細胞機能

オオセキショウモ葉肉細胞の光応答性細胞膜プロトンポンプ

植物液胞膜 Ca2+眉+対向輸送体の一次構造と酵素機能の解析

液胞における細胞質タンパク質の分解

遺伝子工学的手法を用いたグリシンベタイン蓄積による植物の耐塩性機構に

関する研究

セッションE 植物の低温ストレスと適応機構 (座長:福永典之，笠毛邦弘) (13: 40ー16: 00) 

(1)西国生郎(東大) 低温に対する植物の応答と適応

(2)藤川清三(北大)

ショートスピーチ

(i)桑原慎子(北大)

(ii)佐原健彦(北大)

(3)上村松生 (ComellUniv) 

( 4)星野保(北工研)

一-g温による横物リン脂質の生合成制御機構

生体膜の障害発生機構から植物の凍結適応機構を観る

アブシジン酸によって誘導される冬小麦培養細胞の分泌タンパク質

好冷菌の低温誘導性遺伝子の発現調節

植物の低温順化:原形質膜脂質組成と凍結下での膜安定性の関連

植物における不凍タンパク質および不凍活性を示す関連物質の検索

特別講演(座長:新免輝男) (16: 10-17 : 20) 

吉田静夫(北大 r植物の低温ストレスに対する応答と生体膜」

懇親会・祝賀会(18: 00-20 : 00) 
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5月7日(木)

セッションE 植物の環境応答の情報伝達システム(座長:鳥山尚志，島崎研一郎) (9: 00ー11: 00) 

(1)菊山宗弘(放送大) フラスモにおける膜活動電位の発生と細胞質 Ca2+の作用

(2)飯野盛利(大阪市大) プロトプラストの体積変化からとらえた光と植物ホルモンによる高等植物細

(3)内藤哲(北大院・農)

ショ ートスピーチ

(i)武井兼太郎(名大)

(日)岡本朱根(昭和薬大)

(凶)木下俊則(九大)

( 4)篠崎一雄(理研)

(5)水野猛(名大)

12 : 20 閉会の辞

胞の浸透圧調節

栄養シク.ナル応答と種子形成の分子生物学

トウモロコシ根における窒素栄養に応答したサイトカイニンの蓄積

細胞壁の力学的性質を制御するタンパク質

気孔孔辺細胞における青色光情報伝達

植物の乾燥ストレス応答の分子機構

膜局在性浸透圧センサーと情報変換の分子機構

実行委員会:前島正義，三村徹郎，荒川圭太，大隅良典，島崎研一郎，飯野盛利，岡崎芳次

(間合先:名古屋大学大学院生命農学研究科 TEL 052-789-4096 FAX 052-789-4094前島)
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VI 
0'1 

第

日

第

2 

日

第

3 

日

午

前

午

後

午

前

午

後

午

前

A会場

A1a01-10 

池上勇

徳富光恵

A1p01-18 

伊藤繁

高橋裕一郎

池内昌彦

井上頼直

A2a01・11

米国好文

久堀徹

荒川圭太

A2p01-12 

豊島喜則

富湾健一

高橋卓

A3a01・14
徳富哲

小保方潤ー

加藤教之

B会場

B1a01・10

小山泰

園池公毅

B1p01-18 

小池裕幸

山本勇

和田野晃

太田啓之

B2a01・12

喜久田嘉郎

重岡成

山田恭司

B2p01-12 

柴田大輔

森川弘道

山谷知行

B3a01・14

内藤哲

仲本自候

川上直人

C会場 D会場

C1a01-10 D1a01・10

久保友彦 庄野邦彦

竹能清俊 杉山宗隆

C1p01-18 D1p01-18 

網野真一 川口正代司

鎌田博 小野道之

山下博史 資藤力

森仁志 松井南

C2a01・12 D2a01・12

伊藤正樹 桜井直樹

内宮博文 神谷勇治

長田敏行 山口淳二

C2p01-12 D2p01-12 

酒井教 鈴木義人

林誠 石黒澄衡

佐藤文彦 橋本隆

C3a01・14 D3a01・12
荒木崇 横田孝雄

田坂昌生 関本弘之

小関良宏 高岡泰弘

座 長 表

E会場 F会場 G会場 H会場 I会場 J会場

E1a01・10 F1a01・10 G1a01・10 H1a01・10 I1a01-10 J1a01-10 

加藤陽治 黒岩常祥 三村徹郎 篠崎一雄 西村いくこ 西海直子

保尊隆亨 渡辺昭 笠毛邦弘 大江閏憲治 佐藤直樹 竹君事大輔

E1p01-18 F1p01・18 G1p01・18 H1p01・18 I1p01-18 J1p01-18 

西谷和彦 梅田正明 前島正義 弁湾毅 近藤矩朗 ~鍋勝司
林佳久 矢倉公隆 岡崎芳次 島崎研一郎 西国生部 岡穆宏

寺島一郎 赤間一仁 大隅良典 泉井桂 林秀則 長谷あきら

近藤孝男 小柴共ー 高木慎吾 上口智治 射場厚 平塚和之

E2a01・12 F2a01・12 G2a01・12 H2a01・12 I2a01・12 ]2a01-12 

朽津和幸 藤野介延 杉田護 丹羽康夫 大橋祐子 菅井道三

竹田淳子 田中浄 飯田滋 山崎健一 竹内洋二 大森正之
吉玉国二郎 奥山英登志 福田裕穂 武藤尚志 鷲尾健司 蓮沼仰嗣

E2p01-11 F2p01-10 G2p01-12 

福永典之 白石友紀 小俣逮男

和国元 山田哲治 山間直人

増田清 間藤微

E3a01・09 F3a01・13 G3a01・11 H3a01・14
町田泰則 篠崎和子 掛川弘一 中野明彦
新免輝男 村図紀夫 峰雪芳宣

高倍鉄子 菊山宗弘 小川晃男



A-Ol 
日本植物生理学会奨励賞

不飽和脂肪酸の生合成と生理機能に関する分子生物

学的解析

和田元(九大・理・生物)

樋物や動物の細胞には、不飽和脂肪酸が多量に存

在し、それらは主に生体膜を構成している線指賀や、

リピドボディに蓄積されている中性指質に結合して

いる。中性脂質に結合した不飽和脂肪酸は栄養源と

して利用されるが、膜脂質に結合した不飽和脂肪酸

は臓の物理的状態(流動性など)を最適に保ち、膜

の梅能発現や腺タンパク質の安定化において重要な

機能を担っているものと考えられている。

演者らは、これまでラン蕩における不飽和指肪酸

の生合成、特に不飽和脂肪酸の生合成を司っている

不飽和化酵素の構造と縫能について解析している。

また、ラン藻の指肪酸組成を不飽和化酵素遺伝子を

用いた遺伝子操作によって政変し、得られた形質転

換体の性質と野生株の性質とを比較することにより、

不飽和脂肪酸の生理機能についての解析も行なって

いる。ここでは、これまで得られている不飽和化酵

素の情造と犠能およひ不飽和指肪酸の生理機能に関

する知見について紹介する。

A-02 
日本植物生理学会論文賞
新規光合成色素「亜鉛パクテリオクロロフィルj

ーその発見と意義一 (Pl制白UPhysiol.， 37: 889・893)
蓋星皇孟，平石明小林正美 l 岩減雅代伊藤繁 3

H岡市真一〈永島賢治栓浦克美嶋田敬三 5

(岩手大・農豊橋技科大・エコロジー工学 l筑波大・物質

工学 3礎生研 4日本医大・生物都立大・理・生物)

天然の光合成には、 Mg結合(パクテリオ)クロロ
フィノレ Mg-(B)Chlが例外なく用いられると考えられ
てきたが、中心金属として Znを含む BChl(Zn・BChl)
が好酸性好気性光合成細菌 Acidiphi/iumで発見され
た。この新規光合成色素は、中心金属以外は地-BChla 
と同じ分子構造であるが、酸に対して著しく安定であ

り、細胞内では光合成色素の主成分として Mg-BChl

及び BPheと共存する。との細菌の光合成反応中心
(RC)と光捕集(LHI)系は、通常の紅色光合成細菌と
同様であり、その色素として Zn-BChlが Mg-BChlに
代わって存在し正常に機能する。光照射により二酸化
炭素の取り込みも促進される。 RC・LHlタンパク遺伝
子の塩基配列と推定アミノ酸配列は紅色光合成細菌の
ものと高い相向性を示すが、 Znの存在と関係する特

徴的なアミノ酸の置換が認められた。 Zn-BChlの発見
は光合成の既成概念を変え、光合成の物理化学や進化
の研究に新たな視点を与えるものと期待される。
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S 1 -01 
エチレン応答性シスエレメンを介した転写制御機織の解析

孟里Jt'.'、高木優t、進士秀明(1.工技院・生命研・

植物分子生物学研究室、 2.科学緩衝援興事業団)

防御遺伝子のエチレンによる発現制御はエチレン応答性シス

エレメント(ERE， GCC b。ゅを介して行われている。このシス

エレメントに結合する DNA結合タンパク賓としてタパコから

単調監された 4種類のERF(Elby胸骨-as抑附cc蜘削屯indir事

f留畑.， ElU!BP)を、タバコ培受細胞(BY・2)を用いた回脳同E

S晶 y系により機能解析した結果を中心に報告する.その結果、

回目 と殴H は活性化因子であることが判り、それぞれの

転写活性化領域を同定した。転写活性化領域が眼目と既刊

とでは異なっているので、回目と回開はそれぞれ特有の転

写活性化機構を持っと考えられる。一方、種々の実験結果から

回目には転写を抑制する作用が見出され、そのC末織に転写

抑制に関与する領域が同定された。このように、回Fはそれぞ

れ鏑有の性質を持ち、機能的に分化していることが確恕された。

また、回目は ERF4による転写活性化を阻害するので、エチ

レン応答性シスエレメントを介した転写は活性化図子と抑制因

子の量比で制御されている可能性が考えられる。薬及ぴBY・2
抽出液中で眼目と回目をリン酸化する活性が検出されたの

で、皿Fのリン酸化による制御についても考察する。
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S 1 -03 
ABA応笹像伝写制御に関わるシスエレメント

とトランス因子

血盤車盗，~浦徳昇，戸塚昌子，加賀谷安寧，小111.一郎，
浅田美種子 (三重大・遺伝子)

座発途後期に特徴的に発現するLEA遺伝子群や，高温濠~，
乾燥あるいは低湿などのストレスに応答して発現する遺伝子

の多くは、 ABAを介してその発現窃導を受ける.この様な

遺伝子のA臥応答性に関わるシスエレメント、 ABRE(ABA
Rex何百veElemert)は，織物遺伝子のプロモーターエレメ

ントの中でも織も明被にその篠宮Eが示されいるもののーつで

ある. ABREは. AC田沼配JlJ を含み、昭IP~監タンパク賓が
トランス因子として作用すると考えられている.しかしなが

ら，同様の配列は，他のシグナルによる制御を受ける遺伝子

のシスエレメントとしても存在していること，

gairトol-Iln:ti閣の実験においてABRE1コピーのみでは

ABA応答性が発婦されないこと.ABREに結合しうるbZIP
タンパク貨が多種類存在するためABREに作用する真のトラ

ンス因子の同定には至っていないととなど.ABA応答伎の

転写機構に関して不明な点も多い.また. ABA応答性遺伝

子の種子での発現を規定すると考えられる転写因子

VPl/ABI3もABREを介して作用することが示されており，

さらに複線な制御機構カ帯をすると考えられる.本飾演では，

演者らの研究を中心に，との織なABA応答性転写制御機構

の研究の現状を紹介し，その問題点について封筒したい.

S 1 -04 
タバコにおけるストレス応答に後能する転写因子

庄司猛、浅尾治史'、加.晃、山崎健_ 2、宣里担輩

新名偉jJ(奈良先鎌大・バイオ、'奈良*1定、 Z北大・地環研)

物理的ストレスによる転写活性化縫綱を調べることを目的

に、タバコ (M∞'tianatat泊cum)宿主に異種プ口モーターを

組込んだ解析モデル系を周いた研究を行っている。

1)タバコ BY2細胞における終ショック応答

BY2細胞にシロイヌナズナHSP18.2プロモーター-Gω遺

伝子を灘入した形質転機細闘を作製した。この系で~導入遺

伝子の発現fl3fCの豊島ショックによって約10∞僧上昇する。

この発現制御に自民舵していると考えられる熱ショック転写因

子のcDNAを2種類単厳し、大腸菌で生産させた各組換えタ

ンパク貨がHSP18.2のシス配列に結合することを砲oした。

現在、 BY2抜錨出液を用いた加vitro転写系、および加vivoアッ

セイ系を周いて転写活性化能を調べている。

2)タバコにおける傷害ストレス応答

傷害応答は、植物で広〈知られている現象であるが、転写

制御に栂能するシス、 トランス因子に関する情報は十分でな

い。裁々は、タバコにおいて傷害による転写活性化が見られ

るキュウリ Aso1プロモーターにおいて傷害応答シス領指定を

30bpに限定し、この配列に結合する候補タンパク貨のcDNA

を2偏単厳した。その一つは、 5個のZn-fingermo怖を含む

ドメインで傷害シス配列に結合することがわかった。
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S 1 -05 
タバコレトロトランスポ‘ノン(η'()I)の傷、エリシターによ

る緩導に関わる Myb様転写調節因子LBMlとその制御.

杉本和彦、武田真、贋近洋彦(農業生物資源研究所・分子

遺伝榔)

タバコのレトロトランスポゾンである TtoJの転移は主にそ

の末端に位置する反復配列(LTR)からの転写によって調節

されている. 万'()Jの LTRからの転写、なかでも傷害、指

養、エリシタ一応答にはL1Rに存在する 13-bpmぬfが関与

していることが示されている.13-bp motifに結合する因子

として単躍された Myb様因子LBMlは 13-bpmotif依存的に

転写を活性化することが示された.ゲルシフトアッセイで

解析した結果、傷、エリシター(熱処理した T.viI訪 の 培

養摘出液)処理により特異的に誘導される 13・bpmotif結合

因子は、抗 LBMl抗体で認議されることが示された.核画

分のタンパク質を Wes伽 1blぽtingで解析したところ、 LBMl

タンパクは傷やヱリシター処理により、一過的に核の中に

現れることが示された.LBMlによる結合能、 LBMlタン

パクの出現ともにタンパク合成阻害剤jにより阻害された.

これらの結果から、 LBMlの活性は主に転写レベルで制御

されていることが示唆される.現在、 LBMlプロモーター

の解析及び LBMlの転写制御へのリン酸化の関与について

解析を行っている.

S 1 -06 
植物特異的転写因子としてのDofタンパク貨の生理的役割

柳滞修一(東京大学・総合文化・生命)

Dofタンパク寅は、新しいよく保存されたDNA結合ドメイン

(Dofドメイン)を共有するタンパク質である。 Dofタンパク質

はつい船Eに発見されたにも関わらず、既に様々な植物特異

的な生命現象と結びついた転写制御に関わることが示唆され

つつある。興味深いことに、動物のDofタンパク貨は未だ見つ

かっておらず、今のところ、 Dofタンパク貨は積物に特異的で

あると考えられる。トウモロコシのプロトプラストを用いた

儀能解析により、(1)Dof1はその活性が光に依存した転写促進

因子として微能すること、 (2)Dof1との相E作用能を持ち、な

おかつ発現パターンの異なるDof2は転写抑制因子として織能

できること、 (3)Dof1はinYiYoとinI'itroの両方において、

ωPE陀遺伝子プロモーター内のcis-elellentに特異的に結合し、

光に依存したC4PEPC:遺伝子プロモーターの活性を促進できる

ごとなどを明らかにしてきた。魁丘、いくつかの欧米のグル

ープにより、 Dofタンパク貨は種子特異的な遺伝子発現やスト

レスや織物ホルモンに応答した遺伝子発現にも関与している

ことが示唆されており、また、 Dofタンパク賓とbZIP転写因子

の相互作用も報告されている。これらのことをふまえ、有直物

特異的な転写因子としてDofタンパク貨が、催物特異的な生命

現象に関わっている可能性について議論する。

ω 

S 1 -07 
ベチュニアの1下IIIAタイプ・ジンタフィンガ一転り側 {-Mの機
能解析:花の器符形成における転写調節への関与について
内辻怖志(農水~.農業生物資源研究所)

m物には、その巡伝子の後拠によって雄しべの数が納加するこ
とで知lられるシロイヌナズナの SUPERMANを合め、多数の

TAIIAタイプ・ジンタフィンガー(Z町転ぴ附{-が作論:する。手足#
は、ペチュニアの宵IsAタイプE 車内.附{-fr下について、花の
fr':-fif形成の制御における機能に枚目して解析を行っている。
これらの ZF転び凶{-の多くは特定の花桜rfおよび発述段慨

に特~'f;的に発現している。がjにおいては、減数分後期jからl必然
花粉般に来るまでの逃科!に七つの ZF転~1; 1A:I{-が順次発現(1=.に
花粉調。胞)しており、w.f'fi形成の制御における転1j.附{-のカス
ケードを形成しているように見える。この可能性について検討
するため、現在、逆遺伝学的および生化学的解析を行っている。
SUPERMANに類似した、 ZFモチーフを l似のみftむ凶つの

転~;.附子 (PetSPL1. 2. 3， 4)はそれぞれ雄ずいまたは鍵ずいの災
なる組織に特集的に発現している。そのうち、 PetSPL1および
PetSPL2は際珠および佐鍛に発現している。それぞれの cDNA
をCaMV35Sプロモーターの下流につないでペチュニアにω導
入すると、コサプレッションの結果、雄しべの矯加および雌し
べの:iJA化など SUPERMAN変異体に類似した表現刻が表れた。
また PctSPL2が過剰に発現する形質転換体では、 flijJIIJが灼くな
り、純物体の倭化が観察された。 一方、 PetSPL3はJヒキU.ttiiiに
発現している。 PetSPL3を過剰に発現する形質転換体では、 m
Jl'優勢の低干などが縦雲寺された。これらの紡*をもとに、手キ恥;
'勺'附 f・の機能について維測を行う。さらに標的DNAi法織機構に
ついても託及する。

Sll-Ol 
細胞周期制御からみた頂芽優勢の分子機構

韮ι孟、志水佐江、円由香(名大院・生命農・生

化学制御)

頂芽が肢芽の成長を抑制し優先的に成長する現

象は頂芽優勢とよばれ、よく知られている。この

現象は主にオーキシンによる肢芽成長の抑制と、

サイトカイニンによる成長促進のバランスによっ

て制御されていると考えられているが、その分子

機構はほとんど明らかにされていない。我々は肢

芽成長の抑制及び抑制解除機構に焦点をあて、頂

芽優勢の分子機構の解明を目指している。エンド

ウの肢芽は形態的にはっきりとした芽に分化した

後に成長を停止しているが、この時、肢芽細胞の

細胞周期制御はどうなっているのかという観点か

ら、解析を始めた。最初に細胞周期制御関連遺伝

子として、 PCNA、サイクリンB，D. cdc2.ヒストン

H4のcDNAを単離して、これらの発現様式を調べる

ことにより、肢芽細胞がG1期で抑制されているこ

とを明らかにした。次にこれらの特異抗体を用い

て、 PCNAとサイクリンDが休眠中の肢芽で特異的

に相互作用し、複合体を形成していることを明ら

かにした。これらの結果から、肢芽細胞が動物で

示されているような細胞周期制御機構によって休

眠している可能性を考察する。また、阪芽細胞に

特異的に発現するADlにも言及する。



Sll-02 
4細胞周期が動き出すとき

一細胞分裂の活性化と CDKの活性制御一

筆E孟盟(東大・分生研)

様物は、細胞分裂のスイッチを自在に切り換えることに

より、内的・外的環境に適応した器官形成を成し遂げてい

る。継物が様#な環境条件下で一個体としての形態を維持

しつつ生育するためには、細胞の分裂と分化の方向性にお

いて厳密かっ柔軟な制御機構が働いていなければならない。

特に、細胞分裂の活性化は新たな器官原基を作り出す上で

重要である。細胞周期のエンジンともいえるサイクリン依

存性キナーゼ (CDK)は、細胞分裂の活性化に直接的に関

与しているはずだが、その分子機構については全〈解析が

進んでいない。最近、アラピドプシスを用いた実験から、

非分裂組織からの細胞分裂の開始には一種類のサイクリン

の発現だけでは不十分であることカf示唆されている。そこ

で、我々はCDKの活性化機構に注目して、 CDKが細胞分裂

の分子スイッチとして果たす役割について解析を行なって
いる。

本語主題では、まずイネの綾端分裂組織を用いた加 si，仰ハイ

プリダイゼーション、および酵母を用いた遺伝学的解析に

より、 CDKとサイクリンの細胞周期依存的な機能発現につ

いて報告する。また、 CDKの活性化に必須なCDK活性化キ

ナーゼ (CAK)について、イネとアラピドプシスの結果を

比較しながらその機能を考察する。

Sll-03 
植物根における細胞死とその機能

E原真木(岡山大・資源生物冊

細胞死が形態形成やストレス応答においてきわめて重

要な役割を果たしてしもとしづ認識は、動物のアポトーシ

ス研究に端を発し、最近では植物においてもその意義が

理解されつつある。ただし、植物の細胞死が、動物細胞

で定義された「アボトーシスJとは、形態的・生化勃句に同

ーのものではなし、ことも明助言になってきた。

演者はオオムギ根において、強し、極ストレス下で核

DNAの切断・分解をともなう細胞死が起こることを明防当に

した伊lantCell円1ysioL37:169 (I蜘1))，。 この DNAの切断は

ストレス開始後 l時間以内に開始するすばやい反応であ

った炉'lantCell町ysiol.:氾:1ω1(l四7))。分解されて生じた

ヌクレオチドは地上部の成長に再利用され力J、るらしし、。

ストレスのない環境では、細胞死は形態形成において

その役割を果たしており、したがって細胞死抑制遺伝子

を過剰発現させると根の形態形成が異常となる(且原ら、

本大会一般発表にて講演予定)0ストレス環境下では、ス

トレス適応戦略の一環として細胞死機構が機能する可能

性についても議論したい。
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Sll-04 
通気組織形成における細胞死の機構

出企皇起(東大・分生研)

イネ等の植物体内には通気の為の空隙(通気組

織.arenchyma;ガススペース.ga叩 ace)が形成される。

通気組織は沼や川など低酸素環境に適応、した植物に良

〈発達しており、大気中の酸素を獲得する為の優れた

戦略と考えられる。イネの種子根におけるガススペー

スは生きている皮層細胞の1ysisにより形成される。本

研究では通気組織形成に至る細胞死のパターンを解析

し、細胞膜の機能襲失及び細胞壁の分解が特定の位置

の皮層細胞から開始されることを明らかにした。また、

様々な分子量を持つ蛍光物質を皮層細胞にマイクロイ

ンジェクションした結果、細胞関連絡と細胞死の方向

の一致が認められ、さらには通気組織形成を促進する

因子としてエチレンが関与することが明かとなった。

また、通気組織形成に関与する因子を単商量することを

目的に、種子根で発現する遺伝子を複数単厳しており、

その機能及ぴ、発現パターンを調べている。これらの

知見をもとに、通気組織形成における細胞死の機構と、

それに続く空隙拡大のメカニズムについて述べる。

Sll-05 
道管の分化過程:細胞死に向かう遺伝子発現のプログラム
尚拓L五十嵐恵岡湾立夫遠藤暁詩¥山本発
事面蒋.U(1東大・理・植物個東大協・理・生物科学)

植物体内において道管は、前形成層・車量管束形成層の細胞
.から分化し、らせん状・網目状など特徴的な二次細胞壁の形
成と自己分解による細胞死の結果、中空の死細胞となり水分
と種類の通道細胞しての機飽を果たせるようになる.

ヒャクニチソウ単怠業肉細胞から管状要素(道管・仮道管
構成細飽)への必vi的分化過程では、単自監禁肉細胞から脱分
化し、その後、二次細胞壁形成と細胞死といった管状要素に
特徴的な形態形成が起こる.私たちは、形態形成に先立つ過
程を明らかにするために、この過程に発現する遺伝子群
別ADPH:キノン酸化還元首事業に類似したタンパク賓をコード
する官'D2、新規の細胞墜タンパク質をコードすると考えら
れる TED3、縞物非特異的脂質唱曲送タンパク質をコードする
旭 :D4)を単離し、その発現制御と遺伝子産物の機飽について
詳細な解析を進めてきた.指D遺伝子欝は包材的分化過程
で TED2・世M ・官'D3の順Sこ発現し、継物体内では、
TED2は木部と師都への分化能を持った細胞欝に、官加は
主に木部への分化能を持った細胞務に、そして、 TED3は管
状要素前鹿細胞に発現する.ζの結果から、 invii的分化の形
態形成に先立つ過程が植初体内における前形成層から管状要
素前駆細胞への分化過程を反映していることが示された.ま
た、 TED遺伝子群のタンパク賀レベルの研究から、1E02タ
ンパク質が NADPHとの結合能を有すること、 τ玄03タンパ
ク賓が細胞伸長に関連した機能を持っとと、 τ玄04タンパク
貨が分泌性のタンパク質であるととが明らかとなった.更
に、最近の研究からこの過程で合成される内生のプラシノス
テロイドが後の形態形成過程への移行を制御していることが
示唆された.本発表では、乙れらの結果を合わせて、細胞死
に至るまでの道管分化の仕組みについて考察したい.



Sill-Ol 
高等植物のイオウ代謝

関谷次郎 (京大院.a>

イオウは，植物中にはsulfate，cysteine， 

methionine， glutathione， SAM， SQDG，補酵素，

タンパク質， glucosinolateなどの形で存在し，そ

の代謝は次のように分類できる.硫霞還元同化経

路:緩から吸収された硫霞イオンは，主に藁縁体で

adenosine 5・-phosphosulfate(APS)，sulfite， 
sulfide， cysteineの順に還元同化される.この反

応で8電子還元が起こるが.sulfite reductase 

の還元カは.ferredoxinを過して光電子伝達系よ

り供給される.この経路の静寂は現在精製され，そ

のcDNAもクローニングされている.イオウ一次

代謝経路:cysteineを起点とするMethionine，

glutathione，多くの補醇集.APSを起点とするSQ

DGなどの代耐系がある.イオウ二次代剛健路:ア

ブラナ科植物のglucosinolateなどがAPSを起点と

して生合成される.これらの代働経路の研究の現状

を揖略する.

Sill-02 
磁質問化・変換系の制御と分子エンジニアリング
斉藤和拳〈千葉大・藁・襲用資濁センター)

高等纏物における硫賛同化系は主に土寝中の無様

硫貨がシステインに同化・固定されることによる。
その後、システインを前駆体として種々の含硫代謝

物が生合成される.演者らのグループではこの硫黄
同化・変換系の極構と制御について分子生物学的研
寛を進めてきた。

磁質問化系の酵素タンパク貨の中で硫酸イオン欠
乏などのストレスに応答してそのmRNAレベルが強
〈跨噂されるのは、硫酪イオントランスポーターの
アイソザイム、 APS還元酔棄など同化系中のキース
テップと考えられる眼られた酵素の遺伝子であるこ
とが示された。また、セリン代謝系とシステイン合
成系の分岐点に位置するセリンアセテル転移酵素の

活性はシステインによって阻害されるが、その阻害
様式はアイソザイムによって異なることも明らかに
された。さらに、ネギ属纏物においてアリインなど
の含硫二次代謝産物の変換・分解に関与しているア
リナーゼとシステイン合成系酵素の発現郎位はとも
に錐管東鞘細胞であることが示され、この細胞の硫
黄代謝における重要性が示唆された。
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Sill-03 
光合成及び非光合成穏宮における車硫磁還元系の分子解
析

長谷俊治、榊原(米倉)圭子1(飯大蛋白研、 1サントリ

ー(綜)基礎研)

植物のイオウ筒化系の中で、護硫酸イオンが硫化物イ

オンに変橡されるステップは亙硫磁還元酵素(SiR)Iこより
触嫁される 6電子還元反応であり、電子はフェレドキシ

ン(Fd)から供与される.SiRは、おそらく同一分子種とし

て、縞物体の光合成総官と非光合成鵠宮に同レベルで分
布し、各々の鋸宮で酸化還元竃位の異なるFdイソ蛋白賓

との組合せにより、生理的条件下で効率の良い還元反応

が進行していることが明らかになりつつある.トウモロ
コシのFdイソ蛋由貿及びその組橡え変異体を用いたSiRの
醇素反応の解析から、光合成書官官では-420mV程度、非

光合成総官では・3S0mV程度の電位を持ったFdが働能し、
電位が-300mV以上の分子視は電子伝達体としては織能

し得ないことが判明した.このような電位幅が存在する

のは、値物体として、光還元力を直後に用いる渇合と
NADPHのような還元釜貨を利用する渇合とに対処するた

めであると考えられる.亜硫酸還元反応の物理化学的観

点を鏡野に入れながら、この還元系に関わる醇集・蛋白

貨の植物体における分布や遺伝子発現の制御を'隆治する.

Sill-04 
生体内グルタチオンレベルの人為的制御に向けて:
グルタチオン生合成酵素の特異的阻害剤の設計、合
成および阻害の挙動
平竹潤(京大・化学研究所)

グルタチオンは、徴生物から高等動植物まで広く
存在する含イオウトリペプチドで、システインのSH
基を反応点として活性酸素や重金属、あるいはアル
キル化剤などの解毒・代謝に中心的役割を担ってい
る。グルタチオンは、 ATPの存在下でペプチド結合
を生成する、互いに反応機構の類似した 2種類の合
成酵素の働きによって生合成される。特に、第 1段
階を触媒する yグルタミルシステイン合成酵素はグ
ルタチオン生合成の律速酵素であり、この酵素を特
異的に阻害することで、生体内のグルタチオンレベ
ルを人為的に制御することが可能である。そこで演
者らは、反応機構を有機化学的に推定し、その遷移
状態の構造にもとづいて、四面体型のイオウあるい
はリン原子を中心に持つ遷移状態アナログ、スルホ
キシミンおよびホスフイネートを設計 ・合成した。
これらの匝害剤は、 ATPの存在下、大腸菌由来の酵
素に対して非常に強い阻害活性を示したばかりでな
く、時間とともに徐々に酵素が不可逆的に失活して
いく特異な阻害の挙動を示した。本講演では、この
阻害の挙動と酵素反応のメカニズムを、阻害剤のイ
オウ原子上の立体化学と関連づけて述べる。



Sill-05 
ifjメチオニン含有種子構築のための分子基盤

一種子のメチオニン含量を決める遺伝的制御一

血産主人千葉由佳子太田垣聡木嶋文子

杉山裕1，D. Bartleml，南原英司 1 H. Tyson2， 

R. Wallsgrove2， J. Kim3， T. Leustek3 (1北大・農学部，

2Rothamsted Exp Station， 3 Ag Mol Biol， Rutgers Univ) 

メチオニンはヒトにとって必須アミノ駿であるが，
豆類・穀類とも種子タンパク質中のメチオニン含量
は低い.種子タンパク質中のメチオニン含量を増や
す試みがなされているが，ブラジルナッツの高メチ
オニンタンパク質遺伝子を導入する等，受け皿を大
きくする試みが主流である.一方，メチオニンの生
合成制御に関する研究は立ち後れている.我々は，
シロイヌナズナを用いて遊離メチオニンを過剰に蓄
積する変異株，mtolおよびmto2を分離した.
mtol・1変異株は若い時期のロゼット葉に野生型株

の40倍の遊離メチオニンを蓄積し，メチオニン生合
成の鍵酵素と考えられているシスタチオニン 7・シ
ンターゼのmRNAが増加している.本シンポジウム
では，mtol・1変異株における遊離メチオニン蓄積の
時間的および空間的変化，ダイズ種子貯蔵タンパク
質遺伝子の発現に対する影響とその遺伝学的解析，
ならびにmtolおよびmto2変異株におけるメチオニ
ン生合成関連酵素遺伝子の発現を報告する.

SN-Ol 
緩管東系の梅遣と物質鎗送

長南信.CiJt波大.a・生物生産)

イネの重量と茎における同化産物の総送に関係する錐管東系の矯遣は

およそ次のようになっている.

1.錐管E匝の走向と速絡:業身の錐管東系は緩走する大小鍾渚束とこ

れらを結合する償走錐管東から成る.業身の大雄管束と--O!の州措

.は薫績を通って筋肉で毘大し.さらに下位節で分散錐管.となり，

m鍋緩衝東によって相互に連絡している.また節にはこれらの錐管東

をとり囲む沼周郵維管京湾が発達し冠綴の中心柱に連絡している.

2.錐管東織のtti量:j挺身の大/J"監唱fJ綻は議録績によって固まれてい

るが.後進錐管.には議録績がない.葉身の大錐管JIlでは業録績の内

側にメストム績が発遁し，その肥厚した細胞墜にスペリン層が形成さ

れる.薫繍と節聞の鍵管束ではメストム繍がさらに発遣する.

3.節悔の機造.，震と11聞の並立型縫管東では師11と木古車の境界傷付

近の柔鏑臆間に多数の原形質連絡がみられる.しかしi源管と節節柔細

胞の聞には原形質連絡がみられず，直面管は伴飯胞との聞にのみ原形質

連絡をもっている.踏の大判聞東側では伴細胞に多数のミトコ

ンドリア金唱量廃されるが，業簡と11l1liの伴組組にはミトコンドリアが

少ない.

このような錐管東系の組織細胞学僕調書Eに基づき.ソース畿管であ

る葉身からシンク器官としての葉鯖・I!間への同化産物の長距怠鎗送

と各器宮内の短距鑑鎗送について.その経路と機槍を考察する.
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SN-02 
.の構造と光合成機能
半場祐子，宮湾真一，支長二JlK 阪大・理・生物)

業面積あたりの光合成速度は，業の厚さ，葉肉細

胞の表面積，葉緑体の表面積などと強い相関がある.

細胞間隙から葉緑体までの∞真散に対する抵抗

は無視できない大きさなので、さかんに光合成を行っ

ている葉緑体内CO鼻度(白)は細胞間隙中のCO2漫

度(α)よりも低い.業面積あたりのRubisco含量が，

一定であると仮定すれば，厚い業は、業肉細施表面

積が大きく、業肉細胞表面積あたりのRubisco量が
少ないため、 ciとαの差が小さくなり光合成にとっ

て有利である。一方， J震を厚くすると，気孔から細

胞壁までの細胞間隙における拡散に対する抵抗が増

加し，気干しから速い部分のCiが低下してしまう.ま
た，業の構成コストも大きくなる.これらは，光合

成生産にとって不利である.このトレードオフを取

り扱う業の光合成の数学モデルを構築し、ガス交換

速度と同時に炭素の安定同位体比も測定することに
よってもとめた細胞畿の∞2拡散抵抗や形態学的パ
ラメータなどを組み込んで、いろいろな環境条件に

おける最適の葉を予想した。これらの理論的最適業

を現実の業と比較しながら、各パラメータが業の光

合成に及ぼす意味を定量的に議論する。

SN-03 
.官聞における窒禁輸送樋構

山谷 知行(東北大院・農・応生科)

イネの穂を構成している窒素の約 8割は、老

化器官から主に Glnや Asnの形態で転流する窒

素に由来する。この窒素輸送において、老化葉

身では細胞質型Gln合成酵素 (GSl)が、また

若い器官では NADH依存性 Glu合 成酵素

(GOGAT) が、 Glnの合成と利用に重要な機能

を担っている結果を示してきた。 GSlタンパク

質の維管束組織内分布は葉位によって大きく変

化し、また NADH-GOGATの発現は時期や外来

窒素に応答して大きく変動し、器官聞でのコミ

ュニケーション機構の存在が示唆される。

この機構の解明の一貫として、特に NADH-

GOGATに着目し、まず遺伝子構造の解析を完

了した。現在、プロモーターの機能を、形質転

換イネを用いて解析中である。イネ幼植物根で

は、低濃度の NH:の供給に伴い、ごく短時間に

mRNAが一過的に集積する。実は、同化産物の

Glnあるいはその代謝産物が直接のシグナノレで

あることが判りつつある。器官問情報伝達機構

の解明をめざし、現在詳細に検討を進めている。



SIV-04 
光呼吸および脂肪敵代謝におけるオルガネラ間格互作用

西村幹夫'.'(基生研・細胞生物'、事色合研究大学院大・生命科学り

高等植物において、種子宛~の際に績新生に関わるグリオキシゾ

ームと、光合成組織において光呼吸に・く録集パーオキシゾームとい

う織鎗の異なる 2種のマイクロボディの存在が知られている.指~種

子におけるグPオキシゾームは、ミト=ンドロアとサイトゾルと分担

して脂肪般からしょ纏までの代目討に働いており、録業パーオキシゾー

ムでは、クロロプラスト、ミトコンドリアとグリコール.代田首系を鯵

集している.今回これら2種のマイクロボディの織飽稿集に働く調節

メカエズムとして、.近当研究グループにより明らかになった研究成

果を紹介したい.

ヒドロキシピルピン酸レダクターゼは録業パーオキシゾームに局

在する醗zーとしてグリコール俊代耐に働くことが知られているが、そ

のcDNAクロー=ングと判事進解析より、 1つの遺伝子から2種の異

なるmRNAが生じ、局在住の異なる2唱置の蛋白質が生成されてくる

ことが判明した.このaJ臨rD&tiveapliciagの関節繍嶋とシロイヌナズ

ナの脂紡酸F園量化系変異鎌を用いたマイクロボディ鎗飽変換鎗構の

解析をとりあげる.

SIV-05 
葉緑体転写制御における核と葉緑体聞の

シグナル伝達機構

豊島喜則(京都大院・人間 ・環境)

高等植物葉緑体には、業縁体ゲノムにコードされた

パクテリア型RNAポリメラーゼ(PEPlと核コードの

ファージ型酵素(NEPlの少なくとも 2種類の転写装

置か勺存在する。光合成遺伝子は、主にPEPにより転

写されており、その制御には核と葉緑体聞のシグナ

ル伝達が重要な役割を担っている。多くのPEPプロ

モーターはバクテリア型のプロモーター構造を持

ち、その配列は核コ}ドの σ因子によって認識され

る。最近、葉緑体6因子がクローニングされ、複数

の σ因子の使い分けによるPEP制御の可能性が検討

されている。 また、一部のPEPプロモーターでは、

核コードのDNA結合タンパク質が遺伝子特異的な転

写制御に関わっていることが知られている。我々は

最近、 invitrc巌写によるプロモーター解析実験を通

じてPEPのプロモーター認識特性が葉緑体の発達段

階、光やサーカデイアンリズムによってダイナミツ

クに変化することを見いだした。本発表では、核

コードの σ因子とDNA結合タンパク質のネットワー

クによるPEP制御の分子機構について論じる。
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SIV-06 
色濃体とミトコンドリアの転写・ DN崎製系の調節槍構とその

進化的背景

語井教(東大大学院・理・生物科学)

色業体およびミトコンドリアの転写:jDN峨製欄Eは、植物

細胞の増殖・分化、特に光合成機能の獲得にともなって協調

的あるいは差動的に網節される。色素体遺伝子の転写羽田淘職

織に関しては、近年 RNAボリメラーゼ(RNAP)の多織伎に注目

が集まっている。色祭休で働くRNAPには、大腸菌型のもの

{コアサプユニットは色蕪体コード、 σサプユニットは核コ

ード}の他に完全に核にコードされたものがあり、前者は薬

縁体において活発に転写を行なう際に、後者はあらゆる型の

色業体における基礎的なレベルの転写活性の維持に、それぞ

れ働いているという税が提唱されている.タバコ(培養制包

および組物体}を用いた演者らの研究結果も交えて研究の現

状を紹介する。また、昨年色濃体酬明伝子とミトコンドリ

アRNAP遺伝子(いずれも核コード)の同時単騒が報告された

が、両者はいずれもT7ファージのRNAPに類似しており、細胞

進化過程における相互作用が示唆される.タバコの原色療体

とミトコンドリアで分子量および生化学的佐賀の似た DNAポ

リメラーゼが働いているという演者らの観集結果と併せ、両

オルガネラの転写:jD附閥横健の進化過程と、その結果成立

した転写・複製骨pJll羽信機について考察する。

SV-Ol 
ミトコンドリア融合を誘導するmFプラスミドの構

造と機能

亙竪重rr，高野博嘉，黒岩常祥(東大院・理・生科)

自然界から単離した菌類や植物には，ミトコンド

リアプラスミドが広く分布する.全塩基配列が明ら

かにされているものも多いが，その機能は不明のま

まである.ミトコンドリアプラスミドは，利己的

DNAとしてもそれ自身興味深いが，ホストであるミ

トコンドリアの諸機能の解明に手がかりを与えるも

のでもある. 真正粘菌Physarumpolycephalumで見

つかったミトコンドリアの融合を誘起する(m町プラ

スミドは，その名が示すようにミトコンドリアに対

する機能が明らかになった最初のプラスミドでもあ

る. mFは，自らが誘起したミトコンドリア融合を

介して， mtDNAに組み込まれ，子孫に優先的に遺伝

される線状プラスミドで DNA，RNAポリメラー

ゼと末端タンパク質ロ刊を含む 10個のORFをもっ

ている. TPは 2つの膜貫通領域(TM)， ORF併 Oは

4つの1Mに加え， 4つのコイルドコイル構造を持

っている. mFにコードされたこうした膜貫通領域

をもったタンパク質が，ミトコンドリア同士の認識

と融合に重要な役割を担っているものと考えられる.



SV-02 
液胞構築の分子機構
和田 洋(大阪大・産業科学研・生体応答)

真核細胞の大きな特徴のひとつは，膜で固まれた
細胞内コンパートメントを形成することである.液
胞は，細胞基質の恒常性維持に関与する大きな細胞
内コンパートメントであり，容易に顕微鏡下で観察
することができる.これまで，出芽酵母を用いた遺
伝学・分子生物学的解析の結果，液胞形成に機能す
るシンタクシン分子・低分子量GTP結合タンパク質
などを同定してきた.さらに，植物の大きな液胞の
形成機構を分子レベルで明らかにするため，酵母の

液胞形態形成突然変異株を機能相補するArabidopsis
的a1ianaの遺伝子を探索した結果，酵母の分子と機
能的・構造的に相同な分子を同定することができ
た.このことは，動物・織物・酵母を含めて，小胞

輸送過程にいわゆるSNARE仮説が適用できること
を示している.本シンポジウムでは植物の液胞構築
に関与する分子の機能解析を，酵母での発現，ま
た. transgenic植物を用いて進めた結果について考
察したい.

SV-03 
プラスチド核様体の分子繕築とその動態

佐藤直樹(埼玉大・理)

プラスチドDNAの機能的単位である核織体(プ

ラスチド核)は.数個~ 1 0偲程度のDNA分子と

多数のたんぱく質から成り.直径約0.2-0.4μmの頼粒

として観察される。プラスチドの発達に伴い核様体

は著しい形態変化と量の変化を示す。特に，若いプ

ラスチドでは.核縁体力f包膜に結合した形で複製・

分配されるのが観察される。核犠体を構成するタン

パク質には.種々のDNA結合タンパク質と酵素タ

ンパク質が含まれると考えられるが.その詳細はま

だ明らかにされていない。プラスチドの発達にf半い.

核横体構成タンパク質の種類が大きく変化すること

がわかった。私たちは.特に若いプラスチドの核横

体に注目し.構成タンパク質の cDNAクローニン

グを進めている。その中で.従来知られていなかっ

た新規DNA結合タンパク質が数多く発見されてい

る。核様体タンパク質研究の現状を紹介し.さらに

細胞内共生説の見地から，細菌核機体との比較など

についてもふれる予定である。
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SV-04 
イネt14度感受性突然変異株を用いた葉緑体形成

!議怖の解析
魁単一」豆、楠見健介(九大・理・生物)

これまで、緑業細胞の分化における細胞核

とプラス チドの役割分担や相互の情報伝達機
構については、主主縁体における光合成系の構

築に関連した研究が中心であ った。 しかし、
フラスチド分化の個々のプロセスを開始し、
;/Jlj 御するメカニズムについての研究はほとん
とε進展していない。

イネ低温感受性葉緑体形成不全突然変異株
vlrescentを制限温度で生育させると、プロ
プラスチドから葉緑体への分化およびそれに
伴うクロロフィルの蓄積が不可逆的に阻害さ
れる。この変異株を用いて、業の発生初期に

おける細胞核・プラスチド聞の情報伝達の制
御について解析した。その結果、葉緑体への
分化過程で、プラスチドにおける転写・翻訳
系遺伝子の発現時期が葉の成長に対して厳密
にプログラムされていることが明らかになっ
た。 また、葉緑体分化の鍵となるプラスチド
泣fii乙の発現は、核コードのプラスチド局在

RNAポリメラーゼの活性化を通じて、細胞
肢が決定していることが明らかになった。

SV-05 
プラスチドの遺伝情報発現システム

盤且-.J量、貨類哲郎、杉浦昌弘{名大・遺伝子}

プラスチドには独自のゲノムと遺伝情領発現システ

ムが存在する.プラスチド遺伝子は少なくとも 2担額

の異なる RNAポリメラーゼで転写される.大飯分の

転写産物i草、ポリ・シストロニックで、これがプロセ

スされて織能する成勲mRNAになる.この過程には、

RNA.袋、スプライシングや切断がある.mR N A 
の司自剛志、リポソームに結合することから鎗~る.プ

ラスチドのmRNAの配列をみると、圏直敏生物のリポ

ソーム結合路位を持つものと待たないものがある.リ

ポソーム結合商事位を待たないmRNAはどのようにし

てその翻依を開始するのであろうか.事是々はこの問題

を解決するために、...専の;nv;troBIR系を開発し

た.これを使ってmRNAの掴駅を鯛べると、復散の

タイプのリポソーム結合節位とそれに対応する蛋白貧

困子が存在することが明らかになった.プラスチド遺

伝子の発現制御鎗備を解決するための解析方法として、

プラスチド形質転銚法や分子遺伝学の手法も大きな威

力を発鐸している.これらの手法で得られた録近の知

見と、今後明らかにすべき研究際組について述べる.



S羽-01
リン酸濃度シグナルに応答する遺伝子群のゲノム生物学

的解析

花野茂、金子貴ーに光川典宏、田畑智之1、柴田大輔

(三井業際植物バイオ研究所、 1かずさDNA研究所)

シロイヌナズナのゲノム温基配列決定プロジェクトが

国際協力のもとで進行しており、その成果は植物のゲノ

ム解析に大きな彫響を与える。特に、 ESTクローンやゲ

ノムクローンを用いるマイクロアレイ技術は遺伝子機能

解析において重要な位置を占めると考えられる。私たち

は、リン酸応答の遺伝子発現ネットワークを解析するこ

とを目的として、ハイプリダイゼーションプロットやマ

イクロアレイを用いる研究を開始した。かずさDNA研
究所において第5番染色体の温基配列決定に使われた

2-3kbpのDNA断片(エコタイプ;コロンピア)を高密

度でプロ γ トしたナイロンフィルターを調製した。様々

な条件(長目、短目、乾燥、低温)で成育させたシロイ

ヌナズナからmRNAを調製し、逆転写酵素を用いて

cDNAを合成し、それをアイソトープで標践して、ハイ

プリダイゼーションを行った。その結果、広範囲のレベ

ルの遺伝子発現を検出することができた。この結果は、

ランダムに選んだ遺伝子のノーザン分析によって確認し

た。現在、リン酸の捜度に依存する遺伝子発現を解析し

ているのでその結果を紹介する c

SVI-02 
硫黄栄養と窒素栄養に応じた代謝変動と遺伝子発現

制御

産亙---1盤、平井優美、金陪街、粟津原元子、

林浩昭、茅野充男 、内藤哲 1 (東大院・農、

l北大・農)

植物の窒素と硫黄栄養は様々な面で互いに影響を

及ぼしあうことが知られている。ダイズ種子貯蔵タ

ンパク質の組成は窒素と硫黄栄養条件に応じて変動

する。ダイズ種子貯蔵タンパク質pコングリシニン

pサプユニット遺伝子の発現は窒素と硫黄栄養によっ

て制御されており、このような発現制御にはシステ

イン合成の前駆体の一つ、。ァセチルセリンの細胞

内j農度が重要な役割を果たしていることを明らかに

した。メチオニンなどのアミノ酸も制御に影響を及

ぼす。また、高等植物の組織ごとに栄養条件に応じ

たアミノ酸などの代謝産物の含量の変動パターンは

異なっており、栄養条件に応じた遺伝子発現制御は

組織ごとに異なっている可能性が高い。

66 

S羽-03
「植物の光応答とフィトクロムJ

長釜主主主1、中村正展 2、積田孝雄2、田中慎一郎 1、

望月伸悦1(1東大・遺伝子実験施設、 2帝京大・理工・

バイオサイエンス)

植物の発生分化の過程は外界の光環績に大きく左

右される.我々は、植物の代表的な光受容体である

フィトクロムに焦点をあて、植物の光応答機構に関

する分子遺伝学的研究を行っている.過剰発現タグ

系統をシロイヌナズナで2，0∞系統以上作出し、弱近

赤外光下で下匪輸が短くなる優性の変異体 chibi2を

単厳した.その形態は det2等のブラシノステロイド

関連変異体と酷似しており、ブラシノライドを与え

ることで表現形が回復した.現在、変異の原因遺伝

子のクローニングを進めている.また、値物の光応

答の組織特異性に注目し、多数のシロイヌナズナの

プロモーター・トラップ系統 ONRA，Versailles， 

France)について GUS遺伝子の発現を明暗で比較し

た.この結果、多数の新規光応答遺伝子の存在が示

唆された.

S羽-04
植物の赤外光応答におけるホメオドメイン蛋白質の

役割
青山卓史、大岸麻私矢野博之、岡穆宏掠大・化研)

シロイヌナズナATHB・2は、 HD-Zipファミリーに

属するホメオドメイン型転写因子である。 A百四・2
を過剰発現する形質転換シロイヌナズナでは匹軸の
伸長が促進されることが知られている。 A四 B・2遺
伝子は転写段階において光シグナルによる制御を受
けており、明条件下では近赤外光により発現誘導を
受ける。また、この発現誘導にはPHYA、PHYB以
外のフィトクロムが関与すると考えられている。我々
はシロイヌナズナの赤外光応答におけるATHB・2の
役割を形質転換植物を用いた逆遺伝学的手法を
用いて調べた。その結果、 ATHB・2による匪軸伸
長制御は近赤外光による制御経路に含まれ、
PHYBによる制御経路とは別に位置すること、

ATIiB・2を過剰発現する形質転換植物の白色光下の
形態は野性型株を白色光+近赤外光の条件下で
生育させたときに見られるものと酷似すること

などの知見を得た。このことから、 ATHB・2は
近赤外光刺激が形態的変化へと転換されるシグ
ナJレ伝達過程における転写調節因子であること

が示唆される。



S羽-05
LIGHT UP STRESS SIGNAL TRANSDUCI10N剖

Arabidopsis: A MOLECULAR UENETIC APPROACH. 
Manabu ISHIT AN1， Liming XIONG and Jian・KangZHU;
De卵胞nentof Plant sci開問s，University of Arizona， 
Tucson AZ 85721， USA 

To genetically dis民ctthe complex signaling netw呪kof 
cold and osmotic stress; a large number of cos (for ，ons曲川veexpression of ~motically responsive genes)， 
los (fI町lowexpression of ~motically responsive genes)， 
創ldhos (for high expression of ~motically responsive 
genes) mutants were identified by using a high吻roughput
lumines伺 nceimaging sys総m(1).古市 wasachieved by 
intr叫 uc同 intoArabido，戸 isplants a chimeric cons回心t
consisting of the firefly lucIII釘 asec剖 ing鈎<¥uenω(L(f<の
under the control of the s釘ess-resoonsive R D 2 9 A 
promoter. The mutations recover芭din白isscreening 
suggest that ABA-dependent and ABA-independent 
signaling pathwaysαossta1k intensively and c閣 vergeto 
activate stress-responsive gene expression. More 
interestingly， in additionωtheir RD29A-WC expression 
phenoザpe，some mutants also exhibit defects in their 
responsesωs田 ssat the whole-pl制 level.F，町example，
several of the mutants白紙 showdecreased eXDression of 
RD29A-WC following cold treatrnent also exh・，itr吋uc叫
cold ω伽 ance(2). Progress towards charac飽rizationof 
th間 mutantswill be presen飽4σoiswork was sup戸市d
by grant from US Depa即時ntof Agricultur喧:). (1) Ishitani， 
M. et al.， 1997. Plant Ce119:1935・1949.(2) Ishitani， M. et 
al.， submit防d.

S羽-06
水ストレス応答における遺伝子発現とシグナル伝達の分子機構

盆鐙二盤、篠崎和子(理研、植物分子生物、農水省・国際農研、

生物資源)

植物は乾燥や塩などの水ストレスに細胞や分子レベルで応答し、

耐性を獲得している。我，{[は水ストレスによる遺伝子発現のシ

グナル伝達と分子レベルでのメカニズムを解明するため、乾燥

ストレスにより誘導される遺伝子の発現と機能に関して解析を

進めている。乾燥誘導性遺伝子の転写レベルでの発現について

解析し、乾燥ストレスによる遺伝子の発現誘導に関してはABA
を介する経路と、 ABAを介さない経路の少なくとも 4種の細胞

内シグナル伝達系があることを明らかにした。さらに乾燥誘導

に関与する新規のシスエレメント (DRE;TACCGACAT)を同定

した。またDREに結合する転写制御因子を複数クローニングし

EREBP/AP2のDNA結合ドメインを持っていることを示した。

さらにABAによる発現誘導にはbZIP転写因子以外にMYC，MYB
転写因子が協側的に働くことを明らかにした。

乾燥ストレスにより誘導される遺伝子にはシグナル伝達に関

与する因子、例えばプMAPキナーゼ、ホスフォリバーゼCな

どが存在しており、これらは乾燥ストレス時の細胞内情報伝達

に関与していると推定される。乾燥ストレス時の浸透圧変化を

感知するセンサーに関しては醇母の浸透圧センサーである

Slnlpの相同性遺伝子をクローニングし、その解析をすすめて

いる。

Shinozaki K. Plant Physiol. 115，327・334(1997) 
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A1a・01
低温感受性植物の光化学系 lの光，低温障害

寺島一郎，野口航，伊藤(線本)朋子朴龍睦

友穫萌5J，.3，田中浄4(阪大・理・生物日本女子

大・生物 2緯国消州大・生物 3国立環境研，

4鳥取大・農)

低温感受性植物であるキュウリの葉を，光の存
在下で低温にさらすと，光化学系Eではなく光化学
系Iが傷む。聞池は，泊vitroの実験系で，ヒドロキ
シルラジカルが光化学系Iに傷害をもたらすことを
示し， in vivoにおける光化学系Iの阻害にもヒドロ
キシルラジカルが関与するという議歯した。

キュウリのチラコイド膜をアスコルピン酸ペロ
キシダーゼ(APX)の活性保持のためアスコルピン陵
の存在下で単離し，電子受容体として酸素のみが
存在する状態で光照射すると，室温ではHのは生
成しない約℃では生成した。葉を低温で先魚射し
でもAPXは傷まなかったが，その活性は低温によっ
て著しく減少した。また， l憶を光・低温処理する
と，一時的にH20jl度の上昇が見られた。これら
の結果は，キュウリの業をカルピンサイクルが動
かないような低温にさらすと，過酸化水素の生成
速度が消去速度を上回ることを示している。

過酸化水素が存在し，光化学系IのFe-Sセンター
が還元状態にあれば，ハイドロキシルラジカルが
生じる。したがって，本研究の結果は，上記の園
池の仮説を支持するものである。

A1a-02 
光化学系 lpsoD、PSaEアンチセンス組換え拘置物の作出

盟主盤盟，徳富(宮尾)光恵山本直樹¥大繍祐子 1、小
林省蔵 2(農水省・四国農試農水省・生物研、 2農水省・果

樹試)

光化学系 1複合体(PSI)の P鈍 D、PsaEサプユニットは
PsaCとP鎗A.P鈎 Bサプユニットの結合の安定化のほか、フ
エレドキシンや FNRとの結合に関与していると考えられてい
る。また遺伝子を破線したランソウでの解析から、 PsaEは光
化学系のサイクリックな電子伝達にも関与してb、ると考えられ
ているが、高等植物における役割にはまだ不明な点が多い。

カンキツとカラタチには2種類の戸'aD(psaDa、psaDb)と1

種類の PSaEが存在するが(1997年本大会発表)、今回これ
ら3穫の遺伝子に対するアンチセンス組換え体をカラタチ

伊ωr刷 str・'ifoliaω)において作出した。
改良型バイナリベクタ pBE2113-GUSを使い、その GUS

遺伝子を除いてそこにカラタチ戸aDa、戸aDbおよび戸d

cDNAをCaMV3SSプロモータに対して逆方向になるように
挿入したベクタを作製した。同様に、戸d初と戸aDbをタンデ
ムに後続して閑織にベクタに縛入したものも作製した。これら
4種のベクタを使い、アグロパクテリウムによるカラタチ幼匪輸
の形質転換を行った。カナマイシン抵抗性で遺抜した再分化

傾体をスクリーニングし、目的遺伝子の導入が確隠された個
体をそれぞれ複数得る事が出来たが、これらは外観上特に
野生型と異なる点は見出されなかった。これら形質転換体の
光合成特性についても紹介する。
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A1a-03 
・a時金型鳳敏生剣 Acuyoc1lloril則市aから単服された

P740 (クロロフィル4)をもっ光化学lU反応中心0...，代.伊....四.1.宮下英明1，理r.._子1.宮地電量11

t‘・E生・・海洋バイオテクノロジー研}

Iiし〈宛見された原書庫単・B生物Acm抑 'hlOI'Unrarina 1主主書色.

としてクロロフィJWを鱒ち..震発生鐘光合成をする.クロロ

フィJWI孟微温存在するがクロロフィJl-bは金〈ない...の吸収

・大Iま71!i皿付近にあり、クロロフィル011のシアノパクテリアよ

りも30DJDtlエネルギー舗にずれている...した光化..u皇子Iま

710 _付近に吸収・大を示す.関先..ーにより反応中心クロロフィ

ルが・化され.740 DDIと4!i!i_1こ・収減少と69!i-710_にシフト

度化が生じる.これらは!iODII (tl/e>で滋書置した.740 amの・収変化

は・化象件で鴻失し..化還元・位

tま，+3!i!imVと抱.された.

以上よりAco砂町帥)ri8/IUU'聞

の光化学系車応中心は電子供

与体として740聞に吸収・を

もっクロロフィJWI(P740)で

あると舗鎗された.また、電

子受容体キノンや鉄総貸セン

ターの反応も観渇された.

M1y・曲融，H.el乱，(I996)N.副町官級J，‘02.
M1J'岨旭，H.el"~ (1倒防PId耐c.uPIrp白1.3B，'rI4.

A1a-Q4 
緑色硫黄細菌反応中心複合体とFdの相互作用

楠元範明、中村有希、瀬尾悌介、井上和仁1、
覆韮頼宮、棲井英博(早稲田大・教育・生物、
E神奈川大・理・応用生物、 2東京理科大・理・生物)

緑色硫黄細菌の光化学反応中心(PS-C)は、 2次旬E
子受容体として 3種の鉄硫黄(Fe-S)センターを結

合しており、フェレドキシン(Fd)を還元すること

ができ、光化学反応系 1(PSI)と相同性が高い。

緑色硫黄細菌ωlorobiUJI/tepidU6/より嫌気条件

下で調製した PS-C複合体は、 65(Core: PscA) ， 

41(FMO). 32 (Fe-S: PscB) ， 23 (Cyt: PscC) ， 18 kDa 
(PscD)の 5種のサプユニットにより構成されて

いた。 C.tepidU6/Fdとホウレンソウ FNRを用い、

NADP+光還元活性を測定したところ 313問。ls/mg
BChl a/hrという高い活性が得られた。 PS-C複合

体と Fdとの相互作用に関与しているサプユニッ

トについて研究するため、 EOCによる化学的架橋

をおこなb¥SDS-PAGEにより複数の産物を得た。



Ala・05
緑色イオウ細菌クロロピウムの反応中心に結合するチトクロ

ム Czの新奇な機能

本屋宏進、岩緩殺代1、伊.繁1

{板大院・理・生物、 1基金研)

緑色イオウ細菌の反応中心は，続造・様飽の上で光化学系

I 反応中心との類似性が指摘されている.~たそのコアタン

パクはホモダイマー締造をとることが推測され、従来のヘテ

ロダイマー型との違いが注目されている.ChlorobJum 
tepldumの反応中心は、 5本のサプユニット(コア:65 kI泳、

FMO: 41 kDa、 FA/FB : 31 kDa、 cyt Cz : 22 kDa、 18
kDaタンパク}から織成される.我々は昨年の本体会におい

て、モノヘム型チトクロム Czが繊造的に大きく"繕らぎ"な

がら問40へのelec:文rondonorとして織自信していることを

示した.今回このようなチトクロム Czの反応特性に着目し、

他の複合体との相互作用についての可能性を調べる目的で、

膜相匝晶を用いたフラッシュ煎射実験を行った.組曲nydnA 
存在下、チトクロム Czの費量化・再還元とともにチトクロム

bの還元が観察された.また stlgrnatellln存在下、チトクロ

ムbの還元は阻容され、チトクロム Czの磁化後の再逮元が

極繍に遅くなった.これらの反応は、なサイクルにもとづく

キノール俊化還元際業の存在を示している.I庫銀品中に存在

する水溶性チトクロム匂54の含置は非常に小さい.チトク

ロム Czは、キノール霞化還元静来と反応中心開40との聞

の亀子伝違反応を直後に仲介していると考えられる.

Ala-06 
光化学系11反応中心に対する単クローン抗体の作製

とそれを用いた系Eトポロジー解析の試み

豊一五虫、沈建仁、小川健司l、井上頼直

(理研播磨・光合成科学理研・動物試験室)

光化学系11反応中心を抗原として、マウスより単

クローン抗体の作製を行った。 600のウエルより

109個のハイプリドーマを得、ウエスタン解析に

より、 18種類の陽性のクローンをスクリーニング

した。これらから、さらに 4種類の反応性の高いコ

ロニーをクローニングした。得られた単クローン抗

体は、それぞれDl、D2、cytb-559 aサプユニッ

トに対し結合能を有していた。これら抗体のクラス

は全てIgGlで L鎖は κ型であった。サプユニット組

成の異なる種々の光化学系H標品に対する抗体反応

性の違いにより、系11トポロジーの解析を試みた。

その結果、各抗体とも系H反応中心・コア複合体に

は高い反応性を有したものの、 BBYやチラコイド膜

標品に対しての反応、性は低かった。これらから反応

中心各サプユニットの位置関係について議論する。

また、各抗体を用いたアフィニティーカラムに対す

る各標品の結合性を、現在解析中である。
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Ala・07
光化学系H複合体二次元結晶の原子関カ顕微鏡観察

皇墨盛1i.、市村年昭 l、真柳浩太、石川 尚、井上頼直

(理研・光合成科学、 l工技院・生命研)

光化学系11複合体 (CP47，0¥， D2，シトクロム bSS9、Psbl)

のルーメン及ぴストロマ側の三次元f構造を綱ぺるために、本

系E複合体の二次元結晶を作製し、結晶表面を原子関力顕微

鏡 (AFM)を用いて、タッピングモードで大気中観察した。

我々はすでに、電子顕微鏡像の画像解析から、本二次元結

晶の平面空間群がp2.2.2であり、結晶表面には系E複合体のル

ーメン備に突出した凸とストロマ倒に突出した凸がともに存

在することを明らかにしているが、二次元結晶のAFMi;象を電

子顕微鏡像より得られた二次元マップと比較した結果、 AFM

により観察された高さ約 lnmの凸はルーメン側に突出した凸

であり、ストロマ鱒の凸は観察されていないことが明らかに

なった。二次元結品表面には膜面から突出したルーメン及ぴ

ストロマ側の凸が8nmの間隔で存在しており、 AFMプロープ

先端の幽率半径が豹 10nmであるため、ルーメン側の凸(高

き約 1run)は.面からの真の高きではなく、ルーメン側の凸の

ー舗であると考えられる。二次元結晶の断面解析から本系E

複合体の高き(膜面に垂直方向の優大長)li 6.5 runであった。

これらの結果を本二次元結品の三次元電子線結晶構造解析か

ら得られた結果と比較する。

Ala-08 
三次元電子顕微鏡法による光化学系H複合体二量

体の構造解析

石川尚、盗建主二、真柳浩太、中里勝芳、井上頼直
(理研・光合成)

光化学系H複合体の三次元構造について、電子

顕微鏡を用いた二次元結晶やチュープ状結晶の解

析が行われているが、光化学系IIの全サプユニッ

トを含んだ三次元構造は未だ発表されていない。

これは結晶作製中に33kDなどのサプユニットの欠

落が起こるためである。そこで本研究では、結晶

を作ることなく、標品の電子顕微鏡像から三次元

構造を再構成する方法 (single伊氏icleanalysis) を

用いて、酸素発生に必要な全サプユニットを含む

光化学系H複合体の三次元梅造を再構成した。ド

デシルマルトシドで可溶化した光化学系II複合体

をゲル漣過カラムにかけ、二量体を精製した。こ

の標品を酢酸ウランで負染色し、 O度から 60度

までの傾斜像を撮影することにより、ほぽ全立体

角からの投影像を得ることができた。これらの像

を計算機に取り込み 25A分解能の三次元像を得
ることができた。得られた三次元像はp2の対称性

を示した。 2次元結晶からの系11構造との比較か

ら、集光性アンテナ複合体が結合すると考えられ

る部位を判別することができた。



Ala-09 
電子顕微鏡による光化学系 11反応中心複合体の

3次元構造解析
JU開港太人石JII倒p、豊島近久井上積直人中里腸芳 1

(1理研・光合成科学、 2東大・分生研}

高等植物に存在する光化学系II反応中心複合体は光合成における
厳禁発生の織として生物学的に非常に重要である.光化学系IIの二
次元結晶を負担量色法によって固定し、立体構造を得るために、低料ス
テージを電子顕微鏡内でO度(水平)から 60度までの織身な角度で
傾け、多量kの方向からの二次元結局の投影像を得た.この画像データ
をもとに立体機造をおよそ1.60皿程度の分解能で得た.脂質二重膜
内の構造については、この音E分に簸色刻が入らなかったのでコントラ
ストが低〈、またミッシングコーンの影讐で当初は織造情報が十分に
は得られなかった.ミッシングコーンの補正を行うため、二次元結晶
を真績から見た像の続造情報を三次元マップに加えた.この結果、脂
質ニ..内での構造が得られ、ここではコントラストが通管の
negative染色とは逆になっていることが示唆された.膜内では無集色
の蛋白貨を見ているためと考えられる.11内節分のコントラストを反
転、繍正することで解街した系II復合体の立体総造は、今までクラ
イオ官直子顕微鏡法で得られた投彫像マップ(二次元)の結果をよく良
明する.系II複合体は約80皿x80皿x80mの大きさで、..の一方
Qu血 en側}は主に4つのドメインからなり、..の反対側 (8位。皿a

側)よりかなり大きいことが分かつた.二次構造予測のデータをもと
に主要なサプユニットであるDνD2ヘテロダイマーと CP47の配置
を決めた. より NativeなPSII内では反応の中心D1ID2ヘテロダ
イマーはアンテナ蛋自のCP43、CP47に挟まれており、非常に合理
的な総造をしていることが分かつた.

Ala-l0 
有様栄養的に暗所で生育させたクロレラの光合成

眼視品の性質

連主豆、神谷明男(帝京大・藁)

クロレラは暗所でもChlを合成し業縁体を形成す

るがその臨構造の詳細lま判っていない。今回は、暗

所 でglucoseを栄養源として生育させたChlorella

kessleriの葉緑体膜片の性質について報告する。

1.細胞を破砕して得た臨片の表面活性剤処理後、

ショ鎗密度勾配遠心によりLHCP，PSl画分を得た。

2. LHCPの吸収スペクトルは、 TritonX-IOOなどの

表面活性剤で容易に変化し、 Chlaの吸収は680nmか

ら670nmに 、 ま た 、主にluteinに よ る と 思 わ れ る

500，490nmの吸収得も460，430nmlこ短波長shiftした。

3.膜片のChllP700モル比は光照射下のものと同じ

く約650であり、エーテル処理によって120・1501こま

で低下するが、エーテルの水飽和度を上げてもそれ

以下にはならない。この値は精製したPSIの持つ値

(100-150)にほぼ等しい。

4.膜片のSDS-PAGEIこより、通常の25・30kDaの他

に40・50kDalこもLHCs抗体と反応するb剖 dsが存在す

る。 CPIのband(95kDa)は検出されず、 psaA厄由来

のb加 ds(55kDa)も然処理等で容易に消失した。
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Alp・01
薬縁体チラコイド膜状態を維持したままでの酸素発生

反応中心ペプチドの解厳・再結合解析方法の開発

JJJ.二L..J章、蝦名真澄'(筑波大・生物、 2農水省・草地研)

酸素発生中心での在外性ペプチドの解厳・再結合は、

反応、中心の失活・再活性化に関連する現象であり、業縁

体のこの現象は、葉緑体をトリトンーX-I00で可溶化調製

した光化学系II粧子に残るペプチドをSDS-電気泳動で検

出し解析できる。光化学系II粒子を調製するこの方法は、

ご〈少量の薬縁体に適応しがたい。この研究では、ごく

少置の業縁体に表面活性剤を弱〈作用させ、ルーメン側

で解厳しているペプチドを抽出・分析した。 0.1Kトリ
トンーX-I00や 15%ヱタノールと3%イソプタノール混液を

葉緑体に作用させた後遠心分厳すると、上澄液に解厳し

たペプチド、沈澱にチラコイド膜成分が得られた。この

方法で葉緑体のペプチド解厳・再結合を調べると、業縁
体のトリス処理で17-• 23-• 33-凶aペプチドが解雄し、

DCPIP-処理でペプチド全てがテラコイド膜に再結合した。

以前報告したトリス処理業縁体の光化学系II粒子の分析

では、 DCPIP-処理で33-KDaペプチドが再結合し、光再活
性化反応でhが反応、中心に再結合した後で17-. 23-kDa 
ペプチドが再結合した。今回の表面活性剤を弱〈働かせ
て調べた業縁体では、光再活性化反応、で胞が反応中心へ
結合しなくても 17-. 23-kDaペプチドがチラコイド膜に

再結合した。強い表面活性剤で光化学系II粒子を調製す
る時は、光再活性化されてないチラコイド膜に弱く結合

した 17-• 23-kDaペプチドが解厳しやすいのであろう。

Alp-02 
酸素発生系を含む光化学系EのチロシンZ・の研究

二竪昼圭、小野高明、河盛阿佐子l

(理研，光合成科学、 1関西学院大、理)

高等緩物の光合成初期過程を担う光化学系E蛋白

質複合体は水を分解し、酸素を発生する機能をもっ。

チロシン残基Zは反応中心P680と酸素発生系の

聞の電子移動担体である。

トリス処理によって酸素発生系を除去した光化学

系 EではチロシンZ・の寿命が延び安定にトラップ

が可能である。 トリス処理での研究でチロシンZ・の

EPR信号が pH6以上でneu回lr割問1の，PH6以下

で回話onradicalの線形を示すことがわかっている。[1)

Ca2+を除去した光化学系Eでは酸素発生は阻害さ

れるがマンガン系は保持している。 臼 2+を除去し

た試料においてもトリス処理同様にチロシンz.の

EPR線形に pH依存性が観測されることがわかった。

マンガンの酸化状態の違いによるチロシンZ・の

即 R線 形 と 防 副csの pH依存性を議論する。

[I)Mino et al.(I997) Spcお位。chim.Acta A 272， 5α>-516. 



Alp-03 
酸素発生MnクラスターとチロシンYzの相互作用

量旦旦、井上頼直、 xi静 SongTang
l
(理研・光合

成科学、 lE.I.DuPont de Nemours & Co.) 

光化学系Eにおいて、チロシンYzは、酸素発生地1

クラスターを酸化する役割を持っている。最近、さ

らに、 YZには、 hクラスター上の基質水分子から水
素原子を引き抜く機能がある、という説が提唱され
ている。そこで本研究では、フーリエ変換赤外

伊口R)分光を用い、MnクラスターとYzの構造的相E
作用の存在を調べた。

ラン藻Synec.加の'stis陀 C6803より単調監した通常の
系Eコア標品とTyr残基のring-4位を13Cでラベルし

たものについて、酸素発生系のSf状態とら状態聞の
FfIR差スペクトル (SZ/SI)を測定した。その結果、
1254cm"1及ぴ1521cm"1のバンドが、同位体ラベルによ

り低波数シフトを示し、それぞれ Tyrのc-o伸縮振
動と環のcc伸縮掻動に帰属された。肱1クラスターの

SZ/SIスペクトル中にTyrのバンドが観測されたこと
は、地1クラスターが、近傍チロシン残基、恐らくは

Yzと化学結合や水素結合を介して相互作用をしてい
ることを示している。こうした構造的相互作用は、

Yzが水分子から水素原子を引き抜く際の、水素原子
移動経路を形成していると考えられる。

Alp-04 
光合成光化学E水分解系Mnクラスターの新しい

EPR信号

松川隆哉.盟重匝隼圭，三野広幸1

(関学大・理理研・光合成科学)

静磁場に平行と垂直の両モードのマイクロ披で

乾燥配向したほうれん草光合成光化学E膜で新し

いEPR信号を 5Kで観測した. 23 5Kで光照

射した試料で平行モードでg=8と12の位置で

約 200Gの幅を持つ2本のスペク トルを観測

した.又通常のモードではg=6. 7で幅広いス

ペクトルを観測した.

これらの信号はS2より高い状態に由来する.ス

ペクトルをS>1/2のスピンハミルトニアンで

シミュレートした.スペクトルの形，強度と温度

変化の解析から信号の起源は基底 1重項状態 (S

= 0)から約3KにあるスピンS=1の励起状態

に由来することを見いだした.
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Alp・05
アポ光化学系II複合体に対する地2・イオンの結合

と反応性

小野高明(理研・光合成科学)

光合成酸素発生反応を触媒するMnクラスターは

光化学系口蛋白質が複合体としてアセンプルされ

た後に光化学系 Eに組み込まれる。クラスターは

アポ系II複合体に結合した抽bイオンのYz・による

酸化を含む反応(光活性化)により形成される。
Mn2+イオンの酸化反応の解析より複数の蜘2・イオ

ン結合部位の存在を示唆する結果が報告されてい

る。しかしながら、実際にアポ系 E複合体への

Mn2+イオンの結合を実測した報告例は極めて少な

い。そこで、アポ光化学系 EへのMn2+イオンの結

合を測定した。他の 2価カチオンカf存在しない場

合は非特異的な吸着のためアポ系Eあたり十数個

の地bイオンが結合した。一方、適当な 2価カチ

オンの存在下ではアポ系Eあたり 1個のMn
2φ
イオ

ンの結合しか起こらなかった。この結果はアポ系

E当たり l個の高親和性部位が存在し、この部位

に結合したMn (II)のみが閃光で酸化されること

を示唆する、閃光によるMn2+イオン酸化反応の解

析の結果と一致した。

Alp-06 
15N同位元素置換光化学系 Eの MnM ultiline 
SignalのESEEM
主韮盤産An世eiV.Astash恒n，河盛阿佐子

(関学大・理)

酪 EEM (Electron Spin 恐主o Env叫叩e
Modulation)は、常磁性種の周辺の原子核スピ

ンとの超微細結合を測定することができる.こ

れらのスベクトルにより常磁性原子と化学結合

している原子の種類がわかる.ここでは、特に

水分解系の Mnに結合していると考えられてい

るl"Nを lliNに債換して、その結合状態を調べ

ることを目的としている.

15N同位元素置換された光化学系n(l有田は、
天然存在比 0.36%のldN(核スピン1ヒ1/2)を99%

含むKNOsとCa(NOs)・4H必を用い、ほうれ

ん草を水耕栽培した後に精製した。この PSn 
を200K照射で S2状態とし、 Mnのマルチライ

ンで 1明信号による ESEEMを観測した.通常

のpsnのl"Nの観測より、完全に 15Nに置換し

ていることがわかった.当日は Mn原子の周辺

環境について議論する.



Alp・07
.紅横路IIに存在する4種の表在住蛋自の高等組物自Eへの再4構成

査恩陵墓、太田尚孝、沈建仁人緩並勲{東理大・理・生物、 1理

研帰路・光合成科学}

紅旗チアニヂウムから精製した光化学系II(目II)には、33.20.12

kDa蛋白とcytc-550の4種の表在性蛋白が存在する[Enamlet al. 

(1995) B.B.A 1232.208-216).これら4種の蛋自の中で、ラン色細

菌から高等舗物まで共通に存在する33kDa蛋白は、単狼でPSllに結

合する.一方、 cytc-550と12kDa蛋白は、ラン色細菌、紅穣と多分

濯機に存在するが高等植物にはない蛋白で、紅司鹿児日の渇合、これら

の蛋白カ噛合するためには他の表在住蛋白書f総合している必援がある.

さらに、 20kDa蛋白は、ラン色細菌や高等纏物にはな〈紅漢にのみ見

い幽されたユニークな蛋白であり、厳禁発生活性には直後関与しない

が、.大活性を示すために必要なcytc-5切と 12kDa蛋自の効率よ

い結合に必要な蛋白であるanar凶 etal. BI，∞，hem. ln pressl.本研

究では、紅11と高等植物の目Eの表在住蛋自の結合能と活性化の佐賀

を比較するため、紅漢の表在住蛋白の高等纏物陪Eへの再織成と、高

等槌物の表在住蛋自の紅司直PSIIへの再構成実験を紙みた.その結果、

紅積の表在住蛋白は高等継物田口に再結合でき、また、高等値物の表

在住蛋白も紅IIPSllに再結合する事が明らかになった.また、これら

の表在性蛋自の再結合により、田監察発生の節分的な活性化もみられた.

現在、ラン色細菌と紅嘆の表在住蛋自の相互再4脅威実験も行いって三あ

るので、その結果についても報告する予定である.

Alp-08 
シアノバクテリア Synechα;ystlsSp. PCC 6803 
の光化学系 H 複合体の新規サプユニットである
llk旬、 13kDaタンパク質の機能解析
組重益，村上悟，池内昌彦1(神奈川大・理・応用
生物東大・教養・生物)

我々はSynech伺 rst1sPCC 6803から新しい系H
サプユニットのllkDa、 13kDaタンパク質の遺
伝子のクローニングを報告した(日本値物生理学
会， 1996) 0 これらのタンパク質の機能を調べる
ために遺伝子破纏株を作出しその解析を献みた.
しかし、細胞での解析では滑殖、系 Hの活性に野
生抹との顕著な違いが認められなかった.より詳
細な解析を行うため前回の報告(日本値物学会，
1997)に基づき野生保と破纏線からチラコイド膜
を単厳した.キノンを受容体とする系 IIの酸素発
生活性も野生保と顕著な違いは認められなかった
が、現在、より詳しい解析を行っている.また、
両タンパク貨を大踊薗で大量発現し、その特異抗
体を調製し、タンパク質の所在を確認した.今後、
llkI泊、 13kDaタンパク質の結合部位と機能をさ
らに解析し、報告する予定である.
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Alp・09
クラミドモナス光化学系 E複合体の迅速精製

およびその性質

盤遁蓋主主、井上頼直、皆川i純 (理研・光合成科学)

我々は光化学系 E複合体をクラミドモナスから迅速に

精製する方法を確立した。ヒスチジン残基が金属イオンに

キレ}トすることを利用するために、 02タンパク質の

C末績にヒスチジンタグを連結したクラミドモナス遺伝子

組換え体を作製した。組換え体は炭素源を含まない培地で

光依存的に増殖し、 psbAおよびpsbDの発現量は共にクロ

ロフィル当り野生株の約 80%であった。酸素発生活性は

野生株の約 80%で、熱発光鴻定における Bバンドおよび

Qバンドは野生株と同じ温度を示し、 02タンパク賀への

ヒスチジンタグの付加が光合成機能に彫響しないことを確

認した。ドデシルマルトシドで可溶化したチラコイド膜を

Ne+アフィニティークロマトグラフィーに供して得られた

港出画分は、 01、02、CP43、CP47、33kDa表在住タンパ

ク質および幾つかの低分子タンパク質を含む光化学系 E

複合体で、 1，α)()μmol(mg Chlr' h"の高い酸素発生活性を

示した。本年会では、この複合体の更なる佐賀を合わせて

報告する。

Alp・10
PSIIの酸化側電子移動にはPSII-ιタンパク質上の
Tyr34が必要である
中野雄喜、星田尚司、墨田達血、豊烏喜則

(京大院、人間・環境)

これまでに、変奥を導入したPSII司 Lを用いたin
vitro再構成実験により、 PSII・LがそのC末端領域の
幾つかのアミノ酸残基を介して、 PSII酸化側電子
移動に関与していることを明らかにした.本研究
では酸化側電子移動に対するPSII・Lの分子機構を
明らかにする目的で、 invitIOおよび nvivoで
PSII・Lに 1残基ずつ変異を導入し、酸化側電子移
動への変異の影響を調ベた。
大腸菌の大量発現系を用いて、 PSII・LのC末端

側の-F31SNYFF36-をそれぞれ独立にLeuに置換し

た。これらをPSII複合体に再構成し、Tyr・Zから
P680への電子移動をEPR法により解析した。その

結果、 Tyr34をLeuに置換した場合にのみ、 Tyr-Zか

らP680への電子移動活性が消失した。これはTyr34

がTyr-ZからP6加+への電子移動に直接関与してい
ることを示している。これらの結果と、
Synechocystis 6803を用いて invivoでPSII-Lに変異
を導入した結果を比較し、PSII酸化側電子移動に
関わるPSII・Lの分子機構を考察する.



Alp-ll 
緑藻クラミドモナスy-1変異株の緑化に伴う系II複合

体生合成におけるPsbTの役割

本直記皇、高橋裕一郎(岡山大・理・生物}

葉緑体にコードされた系11複合体のPsbTは、小型

で疎水性のサプユニットである。 psbT:欠損保の生育

は強光照射下で著しく姐害されるが、我々は既に光

損傷を受けた系IIの修復過程にPsbTが関与している

ことを報告した。本報告では、この修復過程と類似

点を持つと考えられる系II複合体の生合成における

PsbTの役割を、暗所で黄化させたy-1変異株を用い

た緑化実験により調べた.25'Cでは、暗所で黄化さ

せた細胞に系IIの主要なタンパクは蓄積していなかっ

たが、 PsbTは微量ながら存在した.光照射後PsbT

は増加を始め、遅れて系IIの主要なタンパクとクロ

ロフィルが僧加し始めた.一方、温度を38'Cにする
と、 PsbTは暗所でも蓄積量が大きく摺加し、光照

射後直ちに系Hの主要なタンパクとクロロフィルが

蓄積し始めた。この結果は、 PsbTは前もって合成

され、系II複合体生合成の効率化に関与することを

示唆している.現在、 psbη宣伝子を欠損させたy-1
変異株を作製しており、その解析結果も踏まえて

PsbTの機能について譜諭する.

Alp-12 
葉緑体にコードされた小型で疎水的な系Hサプユニッ

トPsbIの機能

新田真美、車盛益ニ盤(岡山大・理・生物)

葉緑体遺伝子にコードされたPsbIは系II反応中心

に比較的強固に結合している。緑穣クラミドモナス

のpsb]j宣伝子欠損株の解析から、 PsbIは系II活性に

必須でないことが示された.ところが、この欠損株

の系IIの量は野生株の10-2096に減少していたので、

PsbIは系II複合体の生合成もしくは安定性に関与す

ると考えられている.

本研究では、この2つの可能性を検証するため、

細胞の生育段階の違いや葉緑体タンパク合成匝害剤

クロラムフェニコールの添加が、 psbI:欠損株の系II

複合体の蓄積量に対してどのような影響を与えるか

を調べた。その結果、 PsbIはすでに合成された系II

複合体の安定性には必要ではないが、複合体を合成

する過程でその効率を上げるために重要な役割を果

たしていることが示唆された。

その他に、 psbI欠損妹の系IIの光損傷について、

野生株と比較して議論する予定である。
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Alp-13 
系11反応中心タンパクDlのC末のアミノ酸Leu-343

とAla・344が厳禁発生系の機能に果たす役割

華血E盤、皆川純ヘ井上頼直¥高橋裕一郎

(岡山大・理・生物、 E理研・光合成科学)

D1タンパク上の N末から 343と344番目のLeu

とAlaを PheとSerに置復したクラミドモナス形質

転換体(l343FA3制S)では、系 11当たりの酸素発

生活性が野生綜の約半分に低下することをこれまで

に報告した.熱発光の測定から、L343R必制Sには、

正常なものと異常な酸素発生系をもっ系Hが共存す

ることがわかった.さらに、l343R必44sの系 Hの

酸化側の活性を速度論的に解析するため、閃光照射

後の速い蛍光の収率変化を測定した.その結果、

L343FA3判Sの系 11の還元側は野生型と同じであっ

た.しかし DCMU存在下で Qィの酸化は二相性を示

し、速い成分は正常な S2状慮、遅い成分は異常な S2

状態への電子の逆流に対応することが示され、熱発

光で得られた結果と一致した.現在、l343FとA344S

の形質転後体をそれぞれ作出中で、それらの解析結

果も含めて、Dlの C末側のアミノ酸残基の酸素発

生系における重要性について考察する.

Alp-14 
シネコシステス6803psbU， psbV欠失変異株から明
らかになった、らん藻酸素発生におけるチトクロ
ム。550の重要な役割

沈建仁、 Ming Qian1、井上頼直、 Robert L. 

Bumapl (理研播磨研、 1オクラホーマ州立大)

チトクロムc・550と12kDa蛋自の機能を、それら
の遺伝子を欠失させたシネコシステス6803変異株
ApsbVとA戸飢Jを用いて調べ、次ぎの結果を得た。
(1) ApsbU株liC許またはCl-欠失培地で生育するが、
ApsbV株は同様な培地で全く生育できなかった。
(2)ムpsbV株の熱発光と閃光による酸素発生能が著
しく低下したが、 ApsbU株はわずかしか低下しな
かった。 (3)ムpsbVとApsbUのいずれにおいても
熱発光温度が上昇し、異常S2状態の生成が示唆さ

れた。 (4)ApsbV株では、 SJ状態からの酸素放出時

間が若干遅延した。(5)ムpsbU株が暗黒でも長時
間活性を保つのに対し、ムpsbV株は著しく早く失
活した。 (6)NHzUH 処理により失活した酸素発生

系の光再活性化について、 ApsbV株が著しく高い
量子収率を示した。これらの結果から、チトクロ
ムc-550がらん藻酸素発生系において、重要な役割
を持っていることが結論できた。



Alp-15 
紅穣チアニジウムの.業発生標品に存在する表在住蛋白チトク

ロームc-550のクローニングと発現
本国厳重、加.室、奥村彩規、 ttll仁3、加茂政晴2、.並勲 (.理大・

理・生物、 1理研調...光合成科学、'.理大・生命科学研究所}

a々は、紅.チアニジウムから単臆した精製酸素発生系n.品に、 4

種の表在住蛋白(33kDa.チトクロームc-550.12 kDaおよび20kDa)

カT結合している事をすでに報告した[EnamI et 81. (1説副5)B.B.A 1232， 

208 -2161.本研究では、とれら表在住蛋自の中のチトクロームc-550

蛋白をクローニングし、その全極基配列を決定するとともに、その遺伝
子の大鵬首による大量発現に成功したので報告する.チトクローム「

550は純化した厳案発生系ntll品をCaCl，処理し、 4舗の表在住蛋白を
遊園医したのち、イオン交後カラムにより精袋した.械製したチトクロー
ムc-550のN末虫歯アミノ酸配列を決定し、その配列からミックスプラ
イマーを合成し、cDNAをテンプレートに陀Rを行い、コードするDNA

断片を得た.得られた配列から再度プライマーを合成し、 RACE法を行
うととにより、 5'-側および3・ー側までのフラグメントを得、全配列を
決定した.得られたクローンは35錫のアミノ厳残基よりなるリーダー
配列と136舗のアミノ酸残基からなるマチュアな蛋白{分子量事14799)

をコードしていることが明らかになった.このアミノ厳配列をスイスプ
ロットデータベースに対しホモロジーサーチしたところ、Phonnldlum

の9kDa蛋白と44.6%、synechα;y宮tlsの12kDa蛋白と36.6%の相
向性を示した.また民AL-n-EKを用いて、このアポ蛋白を大燭箇に

大量発現させることに成功した.現在発現タンパクの目 lltll晶への再
織成実験を行っているので、その結果についても報告する予定である.

Alp-16 
Synechocystis sp.PCC 6加3旅戸bAH遺伝子のランダ

ム突然変異誘発による光化学系E機能t負傷事事の作製

山墨盟~.佐藤公行(岡山大・理・生物)

シアノバクテリア・穣類・高等植物などの営む酸素

発生型光合成を担う光化学系 H反応中心は、 F旭M 遺

伝子にコードされるD1タンパク寅を中心に構築され

ている。本研究では、ラン穣 Synechocystis
sp.PCC6803椋の持つ8つの戸bA遺伝子のうちの2つ

(psbAIと戸bAllI)を失活させたCm4d・1椋を用いて、

戸bAII遺伝子に PCR法を用いたランダムな突然変異

誘発を行い、D1タンパク質上のSer148-Val358問の

領域でアミノ酸置換を持つ変異綜を作製した.次いで、

これらの変異綜について、独立栄養性の低下を基準に

選銭を行った。その方法の一つは固体培地を用いる手

作業による独立栄養性損失椋の選択で、他は、

Ditrofuranωin存在下での光照射で光合成能の強い綜

を優先的に死滅させる手法である。このようにして得

られた変異綜について、光化学系Eの活性の指僚とな

る蛍光の誘導期現象、特異抗体を用いるDlタンパク

質の定量などの一連の解析と、PSbAII遺伝子の塩基配

列の決定を行い、これまでに知られていない変異部位

を持つ光化学系E変異綜を作出し、その性質を調べた。
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Alp・17
光化学系II複合体の単離を目的とした、好熱性シア

ノバクテリアの形質転換法の検討

主王盤、池内国彦(東大・教養・生物)

系1I複合体の構造、および水分解系のメカニズム

を解明するためには、系II複合体の結晶解析が最も

有用である.本研究では結晶化の際に有利と思わ

れる熱安定性を持つ好熱性シアノバクテリアを用

い、系1I複合体の精製に障害となるフィコピリソー

ムを遺伝子工学的手法により取り除くことを試み

た.フィコピリソームのアンカータンパク質の遺

伝子(apcE)を薬剤耐性遺伝子で破漉したDNAを用

いてエレクトロポレーションを行ったが、様々な

薬剤耐性遺伝子や培養条件を試みても確実な組み

換え体は得られなかった.また、エレクトロポレ

ーションによるブロードホストベクターの細胞内

への導入も試みたが、現在までに成功していな

い.その原因を探るため、好熱性シアノバクテリ

アから細胞抽出液を調製しところ、細胞内に強力

なDNA分解活性を確認出来た.現在、その活性の

詳細を解析すると共に、今後の好熱性シアノバク

テリアの効果的な遺伝子導入法についても検討し

ている.

Alp-18 
Cyanophora paradoxa cyanelleから単厳した酸素

発生活性を持つチラコイド膜の性質

柴田真理、菓子野康浩、佐藤和彦、小池裕幸

(姫路工大・理・生命科学)

cy制。'phoraparadoJ&a Iまcyancllcと呼ばれる高等植物の葉

縁体に対応する光合成器宮を持つ。 cyancllcはフィコピリンを

持ち、事事いペプチドグリカン層を持つためラン藻の性質を多分

に残しており、葉緑体の進化を考える上で非常に興味のある生

物である.しかしながら活性を持ったcyancllcまたはチラコイ

ド膜の調製は今まで報告されておらず、 cyancllcの光合成系に

ついて詳しくは分かっていない.本研究ではcyancllcから酸素

発生活性のあるチラコイド肢を調製し、その性質を自国ベた.

cyancllcは細胞を浸透圧ショックで破峻して調製した。単隠

したcyancllcを高温度のリン厳およびクエン磁を含むショ糠

緩衝液 (SPCbuffcr)に懸濁し、リゾチーム処理を行った後、

フレンチプレスを用いて破砕した。活性のあるチラコイド膜は

この破砕液を超遠心分厳により沈澱として得られた.このチラ

コイド膜はベンゾキノンを電子受容体とした高い酸素発生活性

←400 I1mol 0，/ mg Chl • h)を有していた.この活性は
cyaocllcで測定した値とほぼ同じであり、破棄発生系がほぼ無

傷のまま保たれていると言える.またH，Oからメチルピオロー

ゲンへの活性も弱いながら保持していた。現在光化学系E複合

体の調製を試みており、その結果も併せて報告する.



A2a・01
光化学系IIチトクロムb559の電位型変換機構の解析
生還車盤1.2、山下貌3、徳富(宮尾)光恵2(生研機構1、

農水省・生物研2、筑波大・生物3)

光化学系II(系II)反応中心複合体の構成蛋白質のひと

つチトクロム (Cyt)b559は、酸化還元電位が可変のへム

蛋白質である。本研究では、ホウレンソウ系II膜を用いて、

Cyt b559の宮町立型相互変換の機相を検討した。

無処理系II膜では、高電位 (HP;E.. = +380 mV)型と

低電位 (LP;+60 mV)型の Cytb559がほぼ1分子ずつ存

在した。系II膜にトリス処理を施してMnクラスターを除

くと、 HP型の213が準高電位 (HP';+290 mV)型と中電位

(IP; +160 mV)型に変換したが、LP型の含量は変化しな

かった。いjス処理系II膜にMn2+存在下で閃光を照射す

ると、 2発の閃光でIP型がHP'型に変換し、さらに閃光を

照射するとHP'型がHP型に変換することがわかった。 IP型
からHP'型への変換は量子収率が高く、閃光2発で変換が

ほぼ完了したのに対し、 HP'型からHP型への変換は量子

収率が低〈、 40発の閃光で変換が鐙和した。電位型変換

に対するDCMUの効果を講ぺた実験で、 IP型からHP'型へ

の変換には還元型QAによる Cytb559のへムの還元が関

与していること、一方、 HP'型からHP型への変換にはヘ

ムの直接還元は必ずしも関与しないことがわかった。以

上の結果は、 Cytb559のIP型とHP型との間で相互変換が
起こること、および、 HP型の回復はメカニズムの異なる

2段階の反応で進行することを示唆している。
本研究は生研棟割車基礎研究推進事業の支援で行われた。

A2a-02 
ラン務砂'nechocy:rtissp. PC印船および Synech目前倒 sp.
PCC7942の制oredo血 peroxid蹴仰'X)の解析

山本宏1，2、三室組~3、Karl-J，蹴f Dietz4、宮沢俊一2、
横田明.2，3、村田紀夫1

(1総研大・生命科学、基生研・計時犠嶋、 2RJTE・植物分子、

3奈良先端大・バイオ、 4B袖鮒U凶v.)

ラン海伽echo明治 sp.陀白胸、および砂nechococωsp.
PCC7942では、H202消去活性としてωalase以外に光化学系Eで
光生成する電子を用いてH202をH20へ還元するperoxidase

(photoreduct組 peroxi白鶴}活性の存在が示唆されてきた1)。しか
し、そのperoxi脂肪電子供与体あるいは戸別対曲eそのものは未
知であった。最近、 Synechocy:rtissp.PCC6803ゲノムの全塩基配
列の決定によりthior蜘 血E開放出問均遺伝子の存在が明ら
かになった。本研究では、胃Xをphotor抽Jctant 問。xi幅噌性
のcanlidateと考え、リコンビナントτ'PXおよびラン藻τ'PX遺伝
子破捜株の解析を行った。大島薗で発現後、精製された
Sy rrechocyst凶'PXは、大腸菌thior曲血、およびthior曲 xin
R伽 d臨存在下でperoxi曲e活性を有した。またSynechocy:rt is 
τ'PX 遺伝子磁波稼では、野性綜に見られるシアン非感受性の
H202添加に依存した光化学系 I反応中心，-l>700の酸化が見られ
なくなった。以上よりラン藻のphotoreductant 戸間話ぬse活性は
胃X由来であると結諭した。またSynech町前倒 sp.PCC7942の
胃X遺伝子も取得済みであり、その解析も併せ報告する。本研
究の一部はPEαMπ1の支援による。。C，Miyake， F. Michih糊副 K ， Asada. PlaDt CdJ Pbysiol. 32， 

33-43 (1991) 
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A2a-03 
CLONlNG AND PURlFICATION OF SPINACH 
Spinac加 oleracea)CHLOROPLAST T凹 OREDOXINS
fANDm 
Michael T. STU加P~ and Toru HISABORI; Research 
Laboratory of Resources Utilization， Tokyo Institute of 
Technology， Nagatsuta 4259， Midori-ku， Yokoharna 226・
8503 

Redox regulation in plants is pa目Iymediated by at 
least three thioredoxins differing in their specificity for 
different target en勾mes佃 dtheir subcellular localization 

The spinach (Spinacia oleracea) chloroplast thio・
redoxins / and m genes we印刷plifiedby RT・PCRusing 
specific primers. The resulting DNA合agmentswere 
ligated into pET23d組 dpET23a vectors， respectively， 
which a1lowed the production of the corresponding 
thioredoxins in E. coli. In contrast to伺r1ierexperiments 
(F. Aguilar， B. Brunner. L. Gardet-Salvi， E. Stutz， and P. 
Schuermann， Plant Mol. Biol. 20， 301・306，1992) both 
旬pesof thioredoxin were expressed without additionaI 
amino acids in the mature form. Further， thioredoxin / 
could be obtained in soluble form and the expression did 
not result in the forrnation of inclusion bodies. The 
proteins were purified and their integrity was checked via 
the activation of oxidized spinach chloroplast H二ATPase
(CF1) 

A2a-04 
クワ (Mlorusbombycis Koidz)フェレドキシンの..と一次

舗道決定

酒弁拳三.必鍾車並1，野湾錨三2，.百 .光3 (積水化成品

工.， 1キシダ化学， 2生物研 3テル・バイオラポ)

ここに綴告するクワ・フェレドキシンは木本位鎗物からm・

され一次線道の決定がなされた・初のフェレドキシンである.

舗道解街の途上 miα湖、eteroge問ityが観媛されたので、 11ニ
成分の存在の可能性が示略されたが、一成分のフェレドキシン

しか単蔵出来なかった.トヨパー}I，.HW・65Cカラムで色S憶を

除去してから、プチルトヨパールとDEAEトヨパールを用いる

二段階のカラムクロマトによって高度に摘観した.高度...

晶t事典型的な値物型フェレドキシンの吸収スペクトルを示し

た.カルポキシメチル化した全蛋白質と醇黛分解によって得ら

れた断片ペプチドを用いてN・*緒アミノ厳解析を行い、下包

のような全備遣を決定することができた.クワ・フェレドキシ

ンの傭遣は典型的な組物型フェレドキシンの特徴を示し、草本

位纏物のそれらと比駁して、特に栂遣する点I孟見い出せなかっ

た.ホウレンソウ， コア， イネ， 大級などとの煩似性

(Sequence similarity)は約78"であった.
ASYKVKLITPEGEKEFDCPDDVY [lDAAEEVOVDL 
PYSCRAOSCSSCAOKVVSOTlDQSDQSFLDDDQLD 
AOWVLTCVAYPQSDVVIEη-IKE廷韮韮L



A2a-05 
トウモロコシの光合成および非光合成組織のフェレドキシンー
NADP+還元醇濃とフェレドキシンの繍互作用の解析
血盟益t主、榊原均1、総村智絡2、長谷俊治(阪大・蛋白研、
E名大院'.生命、 2日本医大・生化}

フヱレドキシン(Fd)-NADP+還元博濠(FNR)I草、濠縁体で
は光化学系 iで生じた還元力をFdを介して受け取り、
NADPHを生成する.近年、穫のような非光合成鑑鎗のプラ
スチドに存在する紙たなFNRアイソザイムがいくつかの纏物
種で同定され、この非光合成型FNRの生理的織能lま光合成型
のものとは異なり、ペントースリン厳回路で生じたNADPH
からFdを還元することであると考えられるようになった.
Fdの繍合も、すでに光合成型と非光合成型のアイソザイム
が存在することが判明しており、各荷組織でFNRとFdの特

定の分子橿の組み合わせが成立し、生理的に効率の良い電子
伝達が行われているものと考えられる.本研究はこの可能性
を倹置するために、トウモロコシの録議と彼自家のFNRと
Fdについて生化学的解併を行うことを計画した.
まず、トウモロコシの.と楓のd別Aライブラリーより

FNRのc側 Aをクローニングし、泡.&配列を決定した.穫の
クローンは新銀であり、畿のものはすでに報告されている備
遣と一致した.次に、威嚇体領織に対応するc刷 AをpQE
J!Jlベクターに縛入し、大腿奮細胞内で鎗現させたところ、
両分子種とも循欠分子.を・えた活性型の分子として大置に
奮積し、そこから術創棟晶を得た.現在、分子種の組み合わ
せを考・しながら、 FNRおよびFdとの電子伝達や相互作用
について解析中である.

A2a-06 
ラン蕩 Synechocyslis PCC6飯沼における 5つのntIU)遺伝子
の機能解析

玄湿t室、1村上明男、園田雅俊、小川晃男(名大・生物分子

応答研究センタ一、 1基礎生物学研究所)

Synechocystis PCO“問のゲノム上にはndhD、ndhFがそれぞ
れ5および4コピー存在する.このことか;NAD(P則デヒド
ログナーゼには異なったタイプのものがあり、機能的役割の
分組がなされているのではないかと推測される.我々はこれ

らの可能性を調べるベく各々の油D遺伝子の機能的な役割を
解析することを試みた.

ラン穫を高C02獲度条件下から低:<::02.度条件下へ移し、
ntIU)遺伝子の発現パターンを調べたところ、低C02灘度で発
現が誘導されるもの、恒常的に発現しているものとがあり、
遺伝子によってその発現鎌式が異なっていることを明らかに
した(昨年度本大会で報告)，それぞれのntIU)遺伝子を不活
性化させた変異株を作成し、億ご02条件下での生育を聖子生妹

と比べてみた結果、 n41D.J"遺伝子を不活性化した変異徐のみ

生育速度が退くなることが明らかになった.ntlID.J"変異~の
酸素発生活性の無線炭厳に対する親和伎は野生徐に比ベて低
〈、またこの変異綜ではstate有祖siu佃が起こらないことが判

った.一方、他のntlIlJ変臭事まについては現在のところ野生抹
との差がほとんど見られないが、更なる機能の解析を進めて
いる.
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A2a・07
葉緑体包膜の電子伝達の光合成における役割

起且葺魁、尼子克己、高橋正昭(大阪府大・農・

応用生化)

葉緑体包膜'i.、光合成と細胞質の代謝を分離する

と同時に、局在する種々のトランスポーターにより

両代謝系を連結する重要な機能を持っている。我々

は、単厳禁緑体外に与えたシトクロムc(Cyt c)が光

還元を受けることから、包膜に電子伝達系が存在し、

cyt cを添加すると葉緑体外にリークすることを明ら

かにした。本研究では、この還元力のリークが葉緑

体の代謝に与える影響を調べることにより 、包膜電

子伝達が持つ機能について検討した。

無傷葉緑体は、ホウレンソウおよび工ンドウから

パーコール密度勾配により得、インタクトネス95%

以上のものを用いた。炭酸固定を抑えるとcytc の光

還元は促進され、一方、 cytcを添加して包膜から還

元力をリークさせると炭酸固定に依存した酸素発生

は阻害された。cytc の還元量と炭酸固定に必要な還

元量の比較や糞緑体のATP/ADP'こ与える包膜電子伝

達の影響などから、包膜の電子伝達が何らかの機能

を炭酸固定において果たしていることが示峻された。

A2a-08 
循環的電子伝遣に関わるタバコ ndhBの遺伝子破慎

重自型皇、逮.剛¥山田康之、浅阻造二人繍因明・、橋本陸

(奈良先鑓大・バイオ、'京大・院.、 2福山大学・工)

高等摘物の業縁体ゲノムにコードされるndhIJ宣伝子欝は、

ミトコンドリアの複合体 lのサブユニットと相同なタンパク

質をコードする。しかしながら、..体における呼吸歯車関連

遺伝子の生理鎗能は、その発見以来量産であった。務々はタバ

コ纂縁体形質転鎌綾衡を用いて、 ndhBの遺伝子磁織を行っ

た。光照射直後の暗所でのクロロフィル蛍光の上昇と赤外光

によるP市灘化キネティックスの解析から、遺伝子ー量破線

では、ストロマの還元カプールからプラストキノンへの電子

の流入が随奮されていることが明らかになった。このことか

ら薫縁体ndl温伝子携の産物U、循環的.子伝達に関わって

いると鎗愉された。

遺伝子破相直線では、広範囲の光強度のもとでNPQの形成

に野生総と差がなく、チラコイド厳を介したプロトン勾配の

形成に対する彫密は非常に小さいと考えられた。また温室の

預線下で野生型と生育に遺症がなく、タバコにおいてU、ndh

遺伝子産物に触自隠される循環的電子伝遣が、定常状線の光合

成に必須ではないことが明らかになった。現在ndl温伝子産

物に触嫁される循環的.子伝達の生理縫能を明らかにする目

的で、種々の環鎗ストレスが遺伝子破司直線に与える・5・を織

肘しいる。



A2a・09
SynechocystJs 陀 C6803のPeXA依存型プロトン放出に関与
する電子伝達
園田雅俊a、加藤大和a、W.Vem咽 SO..G. Schmettererc、

企訓皐星a (a名大・生物分子応答セ、 OArfzOOaS蹴 Uruv.

cUnlv. Vlenna) 

J>tW¥ (αMをek45)は光照射下でおこる Na+'依存型のプロト
ン放出に関与する遺伝子である.2.5-dlmethyl-p-benzo-
q叫nooe(DMBQ)存在下ではSy田 chα:ystlsPCC6803による
正味のプロトン放出は照射開始後 1分で止まり、消ま了直後プ
ロトンの取り込みが見られた. これはR双A依存型のプロト
ン放出がプロトンの取り込みを伴うことを示唆している.
PsaAB""およびpsbDr/psbDlr変異綜共光照射下でプロトン
を放出したが、 psbDr/psbDllーの活性は野生綜または
psaAB""に絞べではるかに低く、 PSII活性加国A依存型のプ
ロトン放出の重要な要素であることを示した。グリセルアル
デヒドはα双AB一変異稼のプロトン放出を阻害したが野生綜に
ついては効果はなかった。阻害はDMBQによって解除された.
炭酸固定が限害されたとき陪II活性を保つには亀子を DMBQ
またはCOXを通じて酸素に放出する必婆があると考えられる.
pH8.0において.J>tW\ーのC02・ HC~- および N03- 取り込
み活性は野生俸とほとんど変わらなかったが、 Na喰度が低
い条件下では開拓4ーはN03ーをほとんど取り込まなかった。
一方、 pH6.5においては.PeXAーは Na吋俊度が低い条件下で
CO2とN03ーを取り込まず、 15mMNa+でもCO2取り込み活

性は非償に低かった。

A2a-l0 
地衣類の置する生理活性物質による光合成竃子伝

達阻書指摘

佐聾文彦、連聾ー旦、荒闘員量、 木下情渚¥山本

好和1 (京大院...応用生命科学、 1日本ペイン

ト)

地衣類の量生する生理活性をもっデプシド、

ba巾aticacidl志、植物の生育を阻書することが知

られているがその作用機作は不明である.

ホウレンソウテラコイド膿では、 H20-フェリ

シアン化カリウムの竃子伝達が 100 μMの
ba巾atiacidlこより完全に阻害された.クロ口フィ

ル蛍光の測定から阻害額位l玄、光化学系11の磁化側

であることが推定された.現在その臨書機摘につ

いて検討している.地衣類由来のその他の生理活

性物質;usnic acid， evernic acid， diffractaic 
acid， methyl gyrophorate， atranorin， 

nephroarctin， sphaerosphorinの姐書効果につ

いても報告する.
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A2a-ll 
チラコイド膜上の光化学系 H複合体を構成するDl蛋

白質前駆体の c-末プロセシング

山主血並王，大音雄司，佐藤公行(岡山大・理・生物)

Dl蛋白質前駆体(PDl)の c-末プロセシングは，光

化学系E酸素発生系の機能発現に必須の過程であり，

核支配の酵素によりチラコイド内腔で遂行される。

これまでの解析で， (A)pDlの c-末に相当する合成

オリゴペプチド， (B) in vitroで転写・翻訳された全長

のpDl， (C)プロセシング酵素が不活性な Scenedesmus

obliquω日・1変異株のチラコイド膜(チラコイド膜上

に配置された pDl)が基質として用いられ， pDlがチ

ラコイド膜上に配置されることにより，酵素による基

質認識の基本特性には変化がないが，酵素との親和性

ならびに反応のpH依存性が大きく変化することが明

らかにされた(日本植物生理学会 1997年度年会)。

本研究では，チラコイド膜上における pDlの c・末
プロセシングの活性制御に及ぼす要因を調べるため，

Scenedesmus obliquus LF-l株のチラコイド膜のTris処

理，プロテアーゼ処理ならびに界面活性剤を用いる部

分解体の効果を解析した。以上の結果をもとに，チラ

コイド膜上における pDlプロセシングの活性制御機

構について考察する。

A2p-Ol 
ホスホエノールピルピン霞カルポキシラーゼの
X締結晶備造解析
盤畳造血、永田隆筒、井上夜、吉永侃失¥簿村憲
志Z、泉井桂Z、甲斐署長
。長大院・工、 1京大院・医、 Z京大院 .a)

ホスホエノールピルピン置カルボキシラーゼ
(PEPC)は、植物、緑譲、細菌、原生動物などに存
在し、 Mg2+またはMn2+の存在下、ホスホエノール
ピルピン置と炭蔵イオンから、オキサロ酢霞と鏑横
リン置を生じる反応を不可避的に触媒する.分子量
は約 40万Daで、 4つの岡ーサプユニットから成
るアロステリック酵素である.今回、大踊薗由来
PEPCのX締結晶構造解析を行い、その分子構造を
明らかにすることに成功したので報告する.現在の
ところ 883のアミノ霞残基のうち、主鎖がトレー
スできていないのは、アミノ末端側の3残基と 1カ
所のフレキシブルループ部分7強基のみとなり、 10
・2.8A分解能範囲での結晶学的情頼度因子件factor
I:t. 21.7% (R-free 28.2%)を得ている.
PEPCI立、 α・ヘリックスの多い構造 {41本)をし

ており、 PEPC分子のサブユニット中には、 TIM・バ
レル織の構造モチーフを有している.また、 PEPC
の4つのサブユニットは、結晶学的な 222対称で
関係づけられ、 2つのサプユニットがEいに強く相
互作用した"dimerof dimers"を形成し、生化学的
実験結果と一致していることが確毘できた.



A2p-02 
シロイヌナズナP1/z-クリスタリンの酵素的性質と

タバコ植物での発現

真野範一Enric BELL巴-BO以Elena

BABIYCHUK1， Dirk IN~t，浅田浩二 2 (京大・食糧

科学研ゲント大・遺伝研 2福山大・工・生物工学)

Arabidopsis p1遺伝子は植物体への酸化的ストレ

スにより誘導され，yapr酵母に酸化剤ジアミドに対

する抵抗性を付与する。 Plタンパク質(P1p)は z-

クリスタリン(zCr)に相同であり， NADPH:ジアミ

ド還元酵素活性を示す.

ジアミド還元活性はP1pに特有であり，モルモツ

ト眼球レンズのポごrには認められなかった.zCrに相

同な enoyl-CoAreducta民の基質はPlpの基質とは

ならなかった。

Plpはタバコでは葉の表皮に主に局在することが

蛍光抗体染色により示された。P1pを内在レベルの

1ル30倍発現する組み替えタバコでは，ジアミドによ

る根の伸長阻害が軽減された.組み替え体のリーフデ

ィスクの酸化的ストレス(ジアミド， H202， tert-
BuOOH，パラコート+光，またはメナジオン)に対

する感受性はコントロール係と問機であった。

A2p-03 
3・末繍領械の選択的スプライシングによる.
業縁体型アスコルビン酸ペルオキシダーゼの発現調節
車起狙血， 重E回行哲， 田茂井政宏， ・石川孝博， 武田 徹，.岡 成 (近磁大..1量・食栄、・和医大・生化}

ホウレンソウ業縁体にはアスコルビン厳ペルオキシダーゼ
がアイソザイムとしてチラコイド肢(凶品P)およびストロマ
{凶sAP)に局在している.凶SAPはトランジットペプチドを
含むN末端から364アミノ酸残基が1つのC末繍アミノ酸を除
いてtASAPのそれと同ーであり、さらに凶SAPは凶SAPよりC
末繍仰jに50残基長く、疎水伎の高い領減を含んでいる(FEBS
Lett.， 384， 289， 1996)， DNA解析の結果、 SASAPおよび
凶品目立同ーの遺伝子<ADXIDにコードされ、 3・末鏑側の選択
的スプライシングによりそれぞれのmRN劫t生成しているこ
とが明らかになった(B10<泳部1.ム 328，795，1997)，そこで
今回、とれらの発現調節機構を明らかにするととを目的とし
て、選択的スプライシングによるSASAPおよび凶SAPの転写
および活性レベルの解析を行った.
RT-陀 RおよE厄1nucl白 se法により、品XI1から生成する

SASAPおよび凶旦APのmRNAの検出・定量を行った， RT-PCR 
の結果、調書種後4週間のホウレンソウ成業において、 1つの
tASAPおよび3・ー領域の構造の異なる3つの凶叫PmRNAが
4恒x助、ら生成していることが明らかになった.さらに、ポリ
ゾーム函分を用いたRT-，陀Rの結果から、とれら4種類の
mRNAはすべて働能していることが示唆された.そとで、そ
れぞれのmRNAレベルを51nucl伺 se法により検討した.
tASAPおよび品sAPmRNAはほぼ同じ比率で存在し、かっそ
れぞれの活性レベルの比率と一致していた.現在、核内での
SASAP:および凶sAPmRNAレベルを検討中である。以上より、
葉緑体型A品PアイソザイムmRNAの生成過程を考察する.
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A2p-04 
トウモロコシ、イネ Pdk遺伝子の発現解析

壁並蓋加、千衝直樹ヘ徳富(宮尾〉光恵 2、田島茂

行、松岡信 1 (香川大・農、 a名古屋大・生物分子応答

研究センター、 Z農水省・光合成研)

C刈光合成回路に必要とされる酵素君事をコードする

遺伝子は C4植物に特異的に存在するものではなく

α縞物にも C4光合成遺伝子と類似した構造を持つ

遺伝子が存在することが明らかにされている。本研究

は、この構造的類似性のあるα植物のα的光合成

遺伝子とc4植物本来の C4光合成遺伝子の発現調節

機構に関する比較を行うことを目的とした.C4光合

成遺伝子の一つである Pdk(ピルビン酸 R ジキナー

ゼ)遺伝子は2つのプロモーター(葉語体型と細胞質

型)により転写が調節されてる.この特徴はC4植物

特有のものでなく、。植物のイネ Pdk遺伝子も 2つ

のプロモーターによって転写されることが我々の研

究で明らかになった.そこで、イネとトウモロコシの

2つの Pdkプロモーターそれぞれについて GUS遺伝

子と結合した融合遺伝子を作製し、イネに導入した.

得られた形質転換体の解析について報告する.
本研究の一郎は、生研4・..rt時技術・新分野創出のための基礎研究

推進事業Jの支援を受けて行われた.

A2p-05 
トウモロコシc.型円デ個f加均価随の慣節約リン.化を特異的

に認嫌する抗体の開発と本銑体によるリン.化の動的解析

上野宜久1.4，江キす淳ニ2，熊谷久幾子2，中島喜一膨2，稲見.3，

芝曾失3，皐差益1

(1京大・院".， 2ペプチド研 3蛋白鍵励会 4学鋸研究員)

ホスホエノールピルビン磁力ルポキシラーゼ(PEPC)はc.-や

G制光合成において置裏な..であり‘光シグナルによる活性

調節を受ける.昼聞はc，.舗物録援の開RヨまN未舗側からトウモ

ロコシでは15司書目のセリン残事5(Ser-15)の可避的なリン磁化

により高活性型をとる.このリン磁化をOI位特異的に倹出する

ため、リン磁化セリンを含むSer-15近傍のアミノ磁配列を4隠
した合成ペプチドをウサギに免疫し、得られた血清をアフィニ

ティー綱領した.得られた銑体の特異色を検定した結果、非リ

ン.化緩み倹え体P8'CとIま反応しなかったが、昼簡のトウモロ

コシ葉内向R議Sよぴトウモロコシ議由来で丙R迭リン磁化す

るプロテインキナーゼでリン疎化させた組み.ぇf*P8'Cとは反

応した.すなわちSer-15がりン磁化されたトウモロコシ向型

阿賀初みに特異的に反応する銃体が得られた.この銑体を用い

て加 vlvoでの院予'Q7)リン.化を鯛ぺた結果、明暗に伴うリン

磁化状態の時間経過および成熱2庭内では夜明け前にはすでにリ

ン磁化が始まっていることが判明した.



A2p-06 
ホスホエノールピルビン酸カルボキシラーゼ:
活性部位モバイルループの機能解析
連起筆志，松村浩由1，井上豪I，甲斐泰1，泉井桂

(京大院・農・植物生理阪大院・工・応用化学)

我々の研究グループは世界で初めて標記炭酸
固定酵素(PEPC)の立体構造を明らかにした.
今回は、 E.coliPEPCの立体構造に基づき構造機能
相関解析を行った.これは、 C4光合成などで中心
的役割を果たす植物PEPCのモデル系となるので、
一部を報告する。

X線解析及び生化学的な研究の蓄積から、我々
は4量体で構成されるPEPCの各モノマ一分子表面
の活性部位上部に酵素活性に不可欠と推定される
モパイルループ'(101AKRR凹む町内の存在を発見し

た。これらはKRRの塩基性残基、高自由度のGG、
及びPが異生物種PEPC問で特徴的に保存されてお
り、酵素活性の発現に寄与していると推定した。

この役割を明らかにするため、議々は野生型
ppcを用いて3つの箇所について部位特異的変異
導入を行い、大腸菌ppc欠失変異株で発現させた
変異酵素8つの酵素学的性質を分析し、総合評価
した.その結果、この部位での塩基性残基の集積
が酵素活性に重要な役割を果たしていることが
明らかとなった。

A2p-07 
ベンケイソウ型酸代謝の概日リズムに対する温度シ

フトの影響

差旦豊丘、滝川香里(九大・理・生物)

CAMの CO2吸収やリンゴ酸の糟滅のリズムは恒

常条件でも持続する。この慨日リズムは、約 30t

を境に、高温領域では見られなくなるが、連続明条

件下で温度を下げることによって、再び開始する。

CAMの慨日リズムを形成する横構として知られ

ているのは、 phosphoenolpyruvatecarboxylase 

(PEP-C) のリン酸化である。 PEP-Cの、リンゴ

酸により阻害されにくいリン酸化された夜型と、強

く阻害されるリン酸化されてない昼型の相互変換も

概臼リズムをもっている。私たちは、 PEP-Cのリ

ン酸化の状態が温度シフトによってどう変化するか、

Graptopetalum paraguayenseを用いて調べた。

PEP-Cのリン酸化のリズムは、 CO2吸収やリン

ゴ酸の増減と同様、 32'(;の連続明条件下では見ら

れないが、 25tに下げることによって開始する。

このリセットされたリズムの位相は、温度シフトを

いつ与えるかには依存しない。
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A2p-08 
フォスフォグリセレートキナーゼcDNAをアン
チセンス方向で導入したクラミドモナス形質転
換株の解析

主血量産，高橋由理，~長船哲斎北山 麓2
ロパート\トガサキ~ (量媛女子短期大学・
$物栄隻日本体育大学・生命科学，
Lインディアナ大学・生物)

フォスフォグリセレートキナーゼ (PGK)の活

性が親綜に比べて30%低下したクラミドモナ

スの形質転換綜 (AS107練)は、 PGKのタン

パク賀レベルが視線に比般して85%の低下し

ていた.加えて、 AS107線においてはリプロ

ースー1，5・ニリン磁力ルポキシラーゼ/オキシ

ゲナーゼ (rubisco)の大サプユニットのタンパ

ク質レベルが視線に比臆して40%低下してい

たo PGKおよびrubiscoが低下したAS107線

は、独立栄養条件下で硯綜と同等の槽殖をする

ことから、野生織においては光合成による楢殖

を支える上で必要以上のPGKのタンパク賓と活

性が存在すると考えられる.

A2p-09 
高比特異性RuBis∞由来のsmall s由 unitを持つhybrid
砂71echoc.税制sRuBisCOの解析

山塞~1， 2、富沢健一2、太田にじ4、横田明穏2， 3、
村田紀夫1

(1総研大・生命科学、基生研・計時機構、 2Rロ主・催

物分子、
3奈良先端大・バイオ、

4
早稲田大・人間科

学)

一部の嫌気性光合成細菌を除き、 RuBis∞は8個の
large subunit (LSU)と 8個のsmallsubunit (SSU)から構
成される16量体酵素 (L8S8)である。本研究では、
極度に高い基質比特異性(rel副ve恥 cificity;Sr)を持つ
紅藻Cyanidium(S戸 2お)、 Porphyridium (Sr=144) お
よび円石藻Plcur叫 tysisRuBis∞由来のSSUとラン藻
S列叫似脱却s (Sr=41)由来のLSUIこより織成される
hybrid.s;列尚氏:occus RuBisCOを大腸菌にて作製し、
Srに対するSSUの影響を検討した。

全てのhybrid RuBisωがL8S8構造を保持したが、
野生型RuBisCOに比較して、 RuBP聞 加 可la民反応の
km(RuBP)が上昇し、 kcatの低下が確認された。
匂rsnidium由来のSSUを持つRuBisC 0がPorphyridium

のSSUを持つものの 2倍のSrを有していた。これは
SSUが間接的に活性部位の基質特異性に影響するこ
とを示している。本研究の一部はPEC/MITlの支援に
よる。



A2p・10
ホスホエノールピルピン酸カルボキシキナーゼ
(P C K)発現イネの炭素代謝

盤本正二、村井宣彦、新井雅雄(JT・遺伝育種研)

我々は、 PCK型C4植物であるウロクロア・パ
ニコイデスの PCKをC 3植物であるイネの葉緑体
で高発現させることに成功した {υ 。これまで、脱炭
酸酵素の大量発現が植物体の炭素代謝に及ぼす影響
については知られておらず、興味が持たれる。

PCK高発現イネに、 1.CO.の短L、パルスを与え

初期炭酸同化産物を調べたところ、対照イネに比べ
て有意に高い割合でC4イヒ合物lこ1.Cが固定された。
次に、 14C_リンゴ酸のパルスを与えることによりリ
ンゴ酸からの代謝の流れを調べたところ、形質転換
イネにおいて有意に高い割合でショ糖、光呼吸中間
産物、及び、糖リン酸にラベルが取り込まれた。
1.C O.を用いたパルス/チェイス実験により一連の代

謝の流れを調べたところ、形質転換イネでは、パル
スでラベルを取り込んだC 4化合物のうち半分近く
がチェイスにより他の代謝産物に変換された。対照
イネで-はパルス後のC4化合物への固定割合が低
く、チェイス後も大きな変動はなかった。
これらのトレーサー実験結果から、 PCKを葉緑

体で発現させることにより、 C3植物に C4回路的
な炭素代謝経路を付与できる可能性が示唆された。
(1)村井ら 第91回日本育種学会 342 P.167 

A2p・11
トウモロコシゲノム遺伝子導入による C4型ピルビン厳
Piジキナーゼのイネでの高発現
ヰ血盟王L5，東江栄LS，抽uri∞S.B. Ku2，野村美加3，松

、同信1徳富(宮尾)光恵5(1生研機構，明錨hingtonState 
Univ.，3香JlI大・良，・名大・生物分子応答， 5，農水省・生物
研)

戎々 は既に、 C4光合成田路の炭酸固定酵素であるホ
スホエノールピルビン酸カルボキシラーゼ (PEPc)のゲ
ノム遺伝子(トウモロコシ)を導入することによって、
イネのPEPC活性をトウモロコシの2・3倍にまで高められ
ることを報告した。本研究では、 C4光合成醇素の高発
現に対するゲノム遺伝子導入の有効性を確認する目的で、
トウモロコシピルビン酸Piジキナーゼ (PPDK)のゲノム
遺伝子(プロモーター含む)とトウモロコシPPDKcDNA
に臼bプロモーターを連結したキメラ遺伝子とをそれぞれ、
アグロパクテリウムを介する方法でイネに導入した。
cDNAを導入した形質転換イネのPPDK活性は、量産大でも
非形質転換体の3-4倍であったのに対し、ゲノム遺伝子を
導入した場合には、非形質転換体の10倍から紛倍の高い
PPDK活性を示す個体が得られた。非形質転後体の柑倍と
いうPPDK活性は、トウモロコシの活性の約50%に相当す
る。また、 PPDK蛋白質含量とPPDK活性との聞に正の格
闘関係が認められたことから、発現したPPDK蛋白質が
イネ緑業内で活性型で存在していることが示唆された。
これらの結果は、 PPDKにおいても、ゲノム遺伝子の導入
がイネでの酵素蛋白質の高発現に有効であることを示し
ている。本研究の一部は生研線権基礎推進事業の支揮で行われた.
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A2p・12
遺伝子導入によるNADPリンゴ酸酵素のイネでの高発現
車斗jV，土田1軒 15，地凶αS.B. Ku2，野村美加3

松岡信久徳富(宮尾}光恵5

(1生研機構， 2Washington State Univ.， 3香JII大'''， 4名大・
生物分子応答 5農水省・生物研}

NADPリンゴ重量酵素 (NADP-阻}はC4光合成田路の
鍵酵素のひとつであり、 C4植物の緩管束鞘細胞に局在
している。 NADP-胞をイネの薬肉細胞内で高発現させる
ため、 3種類のコンストラクト、すなわち、トウモロコ
シNADP-MEのゲノム遺伝子、白bプロモーターを連絡し
たイネNADP-島佃EcDNA、および白bプロモーターを連結し
たトウモロコシNADP-MEcDNAをそれぞれイネに導入し
た。イネcDNAおよびトウモロコシゲノム遺伝子を導入し
た形質転換イネのNADP-舵活性はそれぞれ、最高でも非
形質転換体の約3.5倍、約2.5倍だったのに対し、トウモロ
コシcDNAを導入したイネは、非形質転換体の約却倍もの
高いNADP-M回首位を示した。他のC4光合成酵素、
PEPCとPPDKの場合には、ゲノム遺伝子の導入がイネで
の高発現に有効であった。 PEPC、PPDKはともにC4植
物の薬肉細胞に局在している。高発現に対するゲノム遺
伝子導入の効果の違いが酵素の局在住の違いによるのか
どうか、今後検討する予定である。 NADP-恥包活性の高い
形質転換イネでは、業身の緑度と生長速度とが大きく低
下し、非形質転換体の約5倍の活性を示す個体では、光
独立栄養的にはほとんど生育できないことがわかった。
本研究の一郎は生研鎌嫡基礎提遂事業の支鐙で行われた.

A3a-Ol 
クロロフィル合成系遺伝子を欠失したラン藻変異株
の"糞化"過程の解析
担I!l1l盤、藤田祐一、小池裕幸1、佐藤和彦l、長谷

俊治(大阪大・蛋白研、 l姫工大・理・生命科学)

光非依存性プロトクロロフイリド(pchlide)還元酵素
遺伝子chlLを欠失したラン藻Plecto.即 ma加'l}'anun的変
異株YFC2は、暗所で培養を続けるとクロロフィル
(Chl)合成が Pchlideの段階で停止し、 αd含量が極め
て少ない賞化細胞となる。今回、Chl供給の観点から
光化学系の構築過程を解析する一環として、 YFC2株
の黄化過程における色素と光化学系の動態について
種々の方法を用いて解析した。

PSIのサプユニット PsaA/BとPsaC、PSIIのサプユニ
ット 33・kDとCP47についてウエスタン解析を行った。
その結果、黄化細胞でも33・kDとCP47は検出される
のに対し、 PsaNBとPsaCは黄化に伴って検出限界以
下にまで低下した。従って、Chl供給の低下に応じて
PSIがPSIIよりも優先的に分解されることが判った。
また、貧化過程において細胞増殖の世代時間と細施
内α叫含量の半減期が一致 (72h) したことから、。叫
は細胞分裂による希釈によって減少し、ほとんど分
解きれないと考えられる。 Chlが保持されるにもかか
わらずPS1の分解が進むことから、 PS1に結合してい
た口叫分子が何らかの機構によりPS11などの別の蛋白
質に再分配される可能性が示唆される。



A3a-02 
高等植物、級車EのクロロフィJI-b合成遺伝子の単麗と
その進化的考書E
富谷朗子、大野照文¥..野事総田中古島， (京大・
理・地鉱、'京大・総合情物館、 2京大・理・縞物}

クロロフィルbl草、高等纏物、緑議、原敏緑11頬に

存在する色濃で、光合成の過程で光エネルギーを鋪錠
して、反応中心クロロフィルへと伝える役割を果たし
ている.光耳目線に応じてその量が変動することから集
光傷能の鯛節において.獲であり、また緑色植物の進

化を考えるよでも大きな..を縛っている.
クロロフィル側主クロロフィル合成の録終段階にお

いて、クロロフィJI-8のメチル車庫がフ;tルミ JI-.に.
化されることによって合成されるが、その反応組織に

ついては不明な点が多かった.

.近、袋々のグループIまクラミドモナスを用いた分
子遺伝学的手法によってク日ロフィルb合成醇療の遺

伝子を単騒した.この遺伝子盛物のアミノ磁BlJには、
[2Fe・2S) Rieske centerおよびmonocular ironの
絡会榔位が存在し、また、 methyl monooxegenase 
とホモロジーを持つことからクロロフィルa酸濃添加
醇察 (chlorophylla oxygenase ; CAO)をコードし

ていると考えられる.
ここではクラミドモナスの叫Oをもとに、高等値物、

緑蕩から単厳したCAαη解析鎗果を級告するとともに‘

他のオキシゲナーゼとの比鮫および造化的考療を行う.

A3a-03 
弘i鮭里担鰻!!盟単単車主Eの lranzll及び・・・-'Iran~型にお付る

光合雌および光呼・・，.の網l臨闘分布

上野 修 (a水省・生物研}

イネ"の皇・!!畳担担主呈で位彊・レベルでC.II(aap・銭鮭盟担盟lと

C.塑 ("P.!!旦話担主皇}とが分化している可鍵盤が過去に領告されて

いる.本研究では.剛77リ11・置のとれら 2葺.の麓身にお付る光

合.および光呼吸'察の細飽同局在を免密電子m・・置法により嗣査

した.これら 2壷種はそれぞれC.劃と C.-PCI劃の光合同E醇療の活性

特性を持ゥていた.しかし、竪鮭盟設!!!の.身で拡メストム繍細胞

にかなりの量の議録体とミトコンドリ 7を含み.典型的なC.舗物の

寮形.l:低異なっていた.Rubi・e・tグリシンヂ舟ルポキシラーゼ

(GDC) 位メストム開細胞を含む全ての党合..11の.縁体主ミトヨ

ンドリアにそれぞれ分布していた.またPPDltt...体に弱い鋼慣が

見られたが. PEPCについてはほ tんど見出きれなかヲた.一方、!!

.ialataの薫身で位薫肉細胞と 2周の.省東"を持ち、 PEPCl:PPDI 

は.肉・胞と外側纏管東側細胞のそれぞれ細飽賓と.縁体にだ付属

在していた.しかし 、Rubioc。は組管.開・胞だけでなく.肉・闘

の...体にも分布しており.典型的なC.姐舗にお付る Rubiacoの分

布パターンを欠いていた.また .GDC鉱内側級官.繍細胞の ミトコ

ンドリアに多量に分布していたが、その..肉細胞のミトコンドリ

アにも若干の領臓が.被された.とのように.本研究で踊査した皇-

g豆旦担担の 2亜種tt.輿型的な c..c..型というよりもむしろ中間

的な形鎗あるい低耐震局在の特衡を持ち.C.光合成の道化観備を研

究する上で価値のある個物グループk考えられる.
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A3a-04 
光呼吸活性の非破線測定法

。害事山孝人・小林善規(九大・農・林)

業に光を照射したとき、光化学系Eを流れる電子は、
光合成によって消費されるだけでなく、光呼吸やメー
ラ一反応によっても消費される。したがって、光化学系
Eを流れる電子の流東(Je) と光合成によって消費さ
れる∞2の流東(J∞2)を測定することによって、光合
成以外の反応による電子消費速度(J)は、 J= J e-

4・J∞2として求めることができる.このような測定
において最も重要なことは、電子の流東(Je) をいか
に正確に測定するかということにある.電子の流家(J
e)は、光化学系Eの量子収率 (φps U) と系Eに吸
収された光量子数(Ip s U)の積、すなわち Je=φ 

psn ・IPsnによって与えられる.しかし、一般に
は、総光合成速度(J α~) と φa ・PFD(パJレス蛍光測
定から得られるみかけの量子収率と業に照射した光量子
数の積)との比例関係をもとに、 Jeは相対値として測
定される.この研究では、 J句 =K・φa・PFDの関
係が成り立つ実験条件のもとで、比例係数 (K)の性質
について解析した.その結果、みかけの量子収率 (φ

a) と電子の流東(Je) との間には、 Je=φa・PFD/
Kの関係があることを見出した。このような電子の流東
測定をもとに、業における光呼吸活性の非破捜測定法に
ついて述べる.

A3a-05 
クラミドモナス突然変異抹における光呼吸速度の

測定

鈴木健策(農水省・東北農試・生理生娘研)

クラミドモナスのホスホグリコール酸ホスフア

ターゼ(問Pase)活性欠損突然変異徐pgpl・18-7F

は 高 ∞z要求性で、大気条件では生育できない。こ

の株にさらに突然変異をおこさせ、間pase活性の

回復がないにもかかわらず大気条件で生育するよ

うになった「二重突然変異株」を選抜したところ、

光呼吸の小さな株が合まれていたことはこれまで

に報告してきた.今回、イオンクロマトグラフ法

による細胞内ホスホグリコール酸蓄積速度測定と、

アミノオキシ酢酸添加時のグリコール酸放出速度

測定を組み合わせることで、これらの株の光呼吸

速度の測定が可能となり、また問Pase活性も同時

に評価できるようになった。高∞z培養細胞を大気

条件に移した直後の光呼吸速度は、 pgpl・18-7Fで

は野性株と同じであったが、 二重突然変異株

亦R2Nではその半分程度と、明らかに光呼吸が小

さくなっていることが裏付けられた。またこれら

の変異株のグリコール酸放出速度は問Pase活性と

ほぼ一致した。この手法を用いることで、光呼吸

の小さな突然変異株の選抜が容易になる。



A3a・06
サイトカイニンによるキュウリ・ NADPH-プロトクロロフィ

リド還元歯車禁(NPR)遺伝子の発現制御

星旦溢主、細図面量、房図鑑記、太図啓之、高宮建一郎{東工

大・生命理工・生体4・鱒}

NPRは、クロロフィル合成系のプロトクロロフィリドから

クロロフィリドへの光変織を触媒する跨素である。我々は、

キュウリを材料にしてNPRの解析を行っているが、これまで

にNPRcDNAのクローニングを行い、その発現は光やサイト

カイニンのベンジルアデニン(BA)によって促進されることを

報告している。今回は、 BAによる発現鱗御について検討

し、転写レベルで制御されていることが明らかとしたので領

告する。ノザンおよびウエスタン解析によって発現繊式につ

いて倹討を行ったところ、 10・6Mから鰻箸な発現促進が見ら

れること、処理後3姥聞から促進が起こり処理時間とともに

泊加すること、発現促進に細胞質での額規なタンパク質合成

が必要であることが明らかとなった。つぎに、 Run-onアッ

セイを行ったところ、 BA処理により、約4倫の転写活性の上

昇がみられ、転写レベルでの制御が働いていることが判明し

た。さらに、ゲノム遺伝子のクローニングを符い、 5・上流

援をGUS遺伝子に連結した倣合遺伝子(NPR-GUS)を作製

し、パーティクルガンによるトランジzントアッセイを行っ

た。その結果BA処理により転写活性が3倍程度矯加し、

NP附・伝子の 5'上波嫌にuサイトカイニンに対するシスエ

レメントが存在することが示暖された。

A3a-07 
NA伊外プロトタロロフィリド遭元酸素はキュウリにおいて単一遺伝
子にコードされ、光により転写発現誘導される
亙且」組、土園田建、黒田浩文、太田啓之、高官建一郎{東
工大・生命理工・生体機構)

NAD丹+プロトヲロロフィリド還元厳禁(NPA)は、クロロフィル合成
系の主要厳禁であり、プロトクロロフィリドの光変織を触媒するの鰻
近、オオムギおよびアラピドプシスにおいて、光照射により発現繊式
の異なる 2つのNPRcDNAが単調量され、高等植物において2つのNPR
が普遍的に存在することが示唆された。一方、我々 はキュウりより NPR
cDNAのフローニングを行い、その発現が光によって繍加すること、ま
たゲノムサザンにおいて単一のバンドしか翻められないことを績告し
た。そこで本研究では、キュウリにおける NPRの遺伝子旗術成につい
てさらに詳細に解析を行った。IIf'R聞においてよ〈保存されているア
ミノ酸配列を基にディジェネレートプライ7ーを段針し、ゲノム削A

をテンプレートとして PCRによる矯幅を鼠みたのその館果、アラピド
プシスでは既に報告されている 2環績のNPRが泊'量産物として得られ
たが、キュウりでは 1種豊富の附円のみが得られたの得られた P明断
片をプロープとして、それぞれゲノムサザンを行った結果、アラピド
プシスでは 2本のバンドが観察きれたが、キュウリでは単一のバンド
のみが腸められた。次に、光により発現E言語草されてくるキュウリ NPR

の転写産物が単一の遺伝子に由来するかを、R/'I鼠seProtection Assay 
(RPA)により解析を行った。その結果、RPAにおいてもノザンブ口 y

トと全く問機の発現繊式が認められた。また、 Run唱nAssayにおいて
光照射した子葉からの単眼倣が暗所のものより 13倍高い転写活性を示
したことから、キュウリにおいて光により発現が2重量草される NPRは単
一の遺伝子の転写発現によることが明らかとなったn 以上の結果より、
NPRは高等継物聞において異なる遺伝子族を4構成すること。またキュ
ウリ では、単独の NPR遺伝子によって、アラピドプシスなどにおける
2つのNPRi宣伝子の徳能を果たしていることが考えられたれ
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A3a・08
緑藻C.reinhardtii CP26組替え体の発現と解析

茸出盤、井上頼直 (理化学研究所・光合成科学)

反応中心カ叩j用しきれない過剰な光エネルギーは、活

性酸素種等、細胞に有害な分子穫の生成を引き起こす。

“non-photochernica1 quenching俳光化学的蛍光消光)"と

呼ばれる現象は、過剰な励起エネルギーが無帽射過程に

より緩和される際に見られることから、励起エネルギー

伝途の制御機構の一つであると考えることができる。こ

の"non-photωhemica1quenching"に決定的な役割りを果た

すとされるマイナー集光性タンパク質の一つ、 pl0タン

パク質(高等植物におけるCP26)をコードするcDNAを、形

質転換可能な緑藻クラミドモナスからクローニングした。

決定された塩基配列から、 289アミノ酸残基(分子量

30，7∞)からなるポリペプチドがコードされていること、

その1次配列はこれまで決定されているCP26と高い相向

性を示すことがわかった。また、精製ポリペプチドにお

いて決定された部分アミノ酸配列と完全な一致を示した。

次に、このcDNAに(His)x6タグを連結して大腸菌で大量発

現させ、単一ポリペプチドまで精製を行った。このアボ

タンパク質と色素との再構成実験の結果と合わせ、本タ

ンパク質が励起エネルギー伝達の制御に果たしている役

割りを考察する。

A3a-09 
クラミドモナスにおけるクロロフィル分解系の特徴

主韮道生、岡山繁樹(九州大・理・生物}

クラミドモナスクロロフィルb欠損株は生育途中

でクロロフィルaの分解に伴い護体が黄化し、同時

に細胞外に水溶性の赤い色素を排出する.逆相クロ

マトグラフィーにより精製された赤色色素 (P535)

はメタノール中で535nmに吸収極大を示し、分光

学的特徴、クロム酸分解産物の分析結果などからク

ロロフィルa分子に由来する開環テトラピロール鱗

造を持つことが示唆された(1997，J. P1ant Physiol.， 

150，504-508).クロロフィルaの分解に伴うP535

の生成は酸素供給を制限すると抑えられ、かわりに

クロロフィルは一過的にクロロフィリド aとして蓄

積された後、フヱオホルパイド aとMgイオンを含

まないより極性の低い緑色色素に変換された.これ

らの結果はクロロフィル分子がクロロフィラーゼ、

Mgー脱障酵素などの作用を受けた後、酸素に依存

して開環反応を受けP535が生成されることを示唆す

る.本講演ではこれら素反応の特徴、触媒する酵素

の性質とP535生成との関連性について報告する.



A3a-l0 
ハゲイトウ由事色鼠におけ晶クロロフィル合慮‘遺伝子骨"現・式と色車俸の舗遭

量杢1IlI!'・中・C'.・山s・'.・田幡...【'車庫大鎗 ・・・生.制学車京大・

竃・・・・】

ハゲイトウ【Am町田由，.tricol，町圃p.肘';co/.同隠.麗.;;(1('こか付て頂・に

S色怠岳彦.するヒ2調布ー年生-である.これまでに弘たち骨行宮止続安により.

こ骨量色軍事~姐目像件下で鍵遭書れる一・即日量s・・・で畠ること.庫色思隠

稼色色.ベタシ7三ン骨歯量町土興よ日も.むし畠合ロロフィル-の".により生

じることがむか9ている.さらに.~ロロフィル合.r::岡むる・2臨時遺伝子提唱Eを・

べ晶ために.ハゲイトウから俳比聞が ω'iA，岨JCt薗凪 GSAaml岡田nsfer・輯.
陶 4叫ata蝿および純AIlfIK.tJrO加d畑割引柚曲由相官Iuctase(PO防相

d車肱豊単語し.これらをプローブとして陶帆ゲルプロット解析を行.，t;.

臥尻町慣が t僧叫""*'<:ta掴.GSA副市咽匂首竃fon揖およびMg-d官lat圃" It. 

.色慮においても・色皐と岡・a畠るい隠それ且土に蝿視していたが.問調~m即帆レ

ベルは・色思で・1，，<包<.POR ".鋪IUIクロロ7ィル合歳活嘗の土興を"え..

色.1II."a<ことが景.書れた.

そこで.骨・はこのPOR遺伝子についてよM鮮・tlIJ艇を行うことにした.-<骨

・・においτ"・パターン畢縄にする値段町民滅骨存在が・告されているた晶.ハゲ

イトウからもm・の問調遺伝干骨単.を眠hた.そ骨‘息.既に阜a置していたハゲイ

トウoPORと健鐙定7星J・レベルで 88軸(1事6a.a.J224a.a.)の7イデンティテ

ィーをもっ鋸.o問調co叫.分配"が'られ止.これをプローブとして舞現鱒斬

豊行ョたとζ畠."...I"t;PC測と同.に・色aにおいて"現ATf曹し〈偉いこと

がむかヲた.この・..6.これらoPOR遺伝手咽虜現を・・"に鱒圧す畠ことが.

~ロロフィル・・"舗.ひいて隠・色...  咽ー..となョτい晶と宥えられ晶.現

在.クロロフィlI-6a.・・にa<・bると宥えられる色康俸の・遣について電子・

..を用いた-奇行，てお仏奇骨・.も畠b・tτ・・ーしたい.

A3a-ll 
タバコにおける光合成関連遺伝子の発現制御への

rbcL遺伝子欠損の影響

重量盤ニL北恵締結皇 s伽印刷cnnel'.2，鹿内利治

横田明穆1.> (IRITE ・植物分子生理アイオワ州立大・

植物奈良先鎗大・バイオサイエンス〉

高等植物のルピスコL遺伝子は葉緑体iこ. s遺伝子

は核にコードされている。 L遺伝子と S遺伝子の聞で

協調的発現が見られることはよく知られているものの，

この核・葉緑体聞の協調的発現制御に係わる情報伝達

機構に関してはほとんど明らかでない。今回.タバコ

葉緑体を形質転換することにより得たL遺伝子欠損変

異体のRNAの解析から.野生型で見られる弱光下で

のS遺伝子発現抑制がこの変異体では見られなくなる

ことが明らかとなった。同様の効果は.ωb遺伝子や

持品B遺伝子でも見られた。一方psbA遺伝子の発現で

は. L遺伝子欠損の影響は観察されなかった。このこ

とは， L遺伝子由来の何らかの要因が葉緑体および核

に存在する光合成遺伝子の発現を複雑に制御している

可能性を示唆している。(本研究の一部は，PEC/MI 

T 1，およびNEDOの支援で行われた)
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A3a-12 
Rubisco LSUの活性酸素による断片化は CABP

により抑制される

亙旦皇童、牛尾憂由子、牧野周、前忠彦

(東北大・農・応生化)

Rubisco lSUは、光照射下の藁縁体破砕液中にお

いて、活性酸素の作用により郎位特異的に分解され、

N末領塙を含む 37kDaとc末領械を含む 16kDaの

フラグメントを生ずる。今回は、この lSUの分解におけ

る一次構造上の切断部位を決定した。

光照射後の葉緑体破砕渚から 37kDa、16kDaの両

lSUフラグメントを単雄、精製し、 37kDaのc家蝿由

来のペプチド、ならびに 16kDaのN末端について、ア

ミノ酸配列分析を行った。その結果、 37kDaのC末緒、

16kDaのN末舗はそれぞれse，-328、刊~と同定され、
lSU は Se~28_G1y329 -Th戸30の聞で分解されていること

が分かつた。次に Rubiscoの反応中間体アナログであ

るCABPの効果について調べたところ、 CABPの結合

により、 lSUの断片化は完全に抑制された。以上の結

果から、 lSUの飾位特異的な断片化の梅織について、

Rubiscoの高次徳造をふまえて考察する。

A3a-13 
改良プロモーターにより外来カーポニックアンヒ

ドラーゼの活性を高めた形質転倹タバコの光合成

と生長

雄主謹革、岡留敬一郎九石丸鍵Z、鹿瀬竃郎z、大杉立

z、石井随一(東大・鹿・作物、 1アドバンス・DaR&D
センター、 za水省・生牧師。

前報において、カーボニックアンヒドラーゼ

(CA)活性を、薫肉細胞細胞質に特異的に導入・発

現させたタバコ聾(fCAplant)は、大気条件より

も低い COz温度条件下でのみ、その光合成速度を、

有意に約 5%相加させていることを報告した.今回、

プロモーターを改良することによって、導入 CA

の発現レベルを約1.5-3倍高くした形質転換体

(配A plant)の光合成速度と生長速度を翻ベた.

その結果、光合成速度は、低 C02適度条件下のみ

ならず、大気条件下でも促進されていることが判

った。そこで、薫肉細胞内の無償炭素移動抵抗

(Rr)を測定したところ、外来 CAの導入によっ

て、 Rrも低下していることが判明した.さらに、

生長速度は、光合成速度の促進以上に大きく促進

されていることが明らかになった.



A3a・14
α由巴1/asadåntn紛低C~誘導性の可溶性カルボニッ

クアンヒドラーゼd別Aのクローニングとその特徴

隼藍盟1，岩崎俊介1， 白岩善1専1.2 (1新潟大・

理・生物 2筑波大・生物)

ChlreJti 51αddntm釧l!C句静馳わ百附主カj同ヒッ

クアンヒドラーゼ (CA)鶴製し、節也l1suhm並から

なる2量体糖蛋白であることを見レ曲した。その剖扮アミノ

酸配列を基にd到Aクローニングを試みた。得られた

CCNA隊街i'1.348個(36，71ωDVのアミノ爵酒['PIJをコード

しており、 N末側に35個(3，725凶の疎水性事1al

R同組eを含ん叩もこのs単l3l配列本クラミドモナス

のペリプラズムCA肌A)およびドナリエラ¢糊笛配A

のそれらと相同性を示した。また、このクロレラα廿ま、

クラミドモナ九ズ込におけるBeeと田誠a血m並間の

蹴 ma事温田凶eに相当するアミノ配列のうち、両

端の明種御調当する筋尚妙技し万九以上の結果か

ら、本可溶性CAはペリプラズムに存在するカミひとつの

suhm並が、クラミドモナスぴ五のように、さらに大小

間同地構造を有していることは~1t~ものと雄剥した。

8S 





Bla-Ol 
シアノバクテリアSynechαヨ想的 sp.氏支 6803の強光順化に

かかわる新規遺伝子問WAの生理的役割とその遺伝子発現

且星血垂王、回油公.1、池内昌彦(J巨大・教養・生物、 1東

大・院理・生物科学}

我々は先に身η田 hα加出sp.PCC伺03において、新規遺

伝子pmi/J劫久よく知られている順化応答の一つである強光

下での光化学系2/系1比の上昇に関与していることを示唆す

る結果を得た.そこで今回、光化学系の直披的な定量を行な

い、強光下でのpmgA，の作用についてより詳細な解衡を行っ

た.強光シフト後pmgAの有無によらず、細胞当たりの系2
量は弱光下での70%位まで減少していた.それに対し系 1は

野生惨で弱光下での40%と大きく減少するが、 pm凶変異徐

では60%位までしか低下しない.つまりpm凶は系 1の蓄積

を特集約に抑制することにより、強光下で系2/系1比の上昇

を引き起こしていると考えられる.次にこのような順化応答

の意磁を錬るため、強光下での野生事事とpmi/J暖異俸の混合

第豊島実験を行なった.その結果、変異採は長期的な強光スト

レスに弱いことカ明らかになり、系 1が過剰に存在すること

市噛光下で何らかの不利益{系 1還元舗での活位置臓発生の

治大7)をもたらすことが示唆された.さらにRf-PCR法に

より発現商事衡を行ったところ、 pmgAは弱光下でもわずかに

発現しているが、強光シフト後にその転写産物量は大きく治

加することが見出された.本年会では強光以外ではどのよう

な条件で発現自惨事事が起きるのかなど最新の知見も陪まえて、

PmgAを介する順化のメカニズムについて諭じたい.

Bla-02 
シアノバクテリアSynech句 'stlssp. PCC 6剖 3の強光耐性に

関係した遺伝子の解続

盆基盤王、小川晃男ヘ池内昌彦(東大.，聖書量・生物、‘名大・

分子応答センター}

Synech∞ysUs sp. PCC 6803には自然界から単同医された

i陀 C掠(原種〉と、光合成の研究によく用いられるWillIams綜が

ある.署生々はシアノパクテリアの強光耐牲に関わる遺伝子を検

索するため、 400μE/m"/sの強光条件下で商事事の湖殖を比曜を

した.プレートでは原種はわずかに繍殖するがやがて白化、死

滅した.一方、 wUUams綜は多少生育阻害は受けたが、弱光

下(20μE/m"/s )とさほど変わらずに生育した.これは

W1I1Iams徐が原種からさらに強光耐性を獲得したことを示唆す

る.小川ら(995)は、原種のゲノム上のあるDNA配JlJ'bt
W幽Jams綜では欠失していることを報告した.この領域に対応

する遺伝子(slr2031)の篠宮Eと強光耐性の関係を関べるため、

原種でS112031遺伝子を磁緩し、その表現重量を鯛ぺた.この破

~事はWll11ams俸と似た強光耐伎を示した.またWUIlamS綜と
問織の高温・光耐性、高い形質転換効率、運動性の欠落を示し

た.以上よりslr2031は強光耐性だ砂ではなく、運動性や形質

転自負等の複数の形質の発現に関わる重要な.伝子であると考え

らえれる.

今後更にこの司r..ネの佐賀を解折し、またこの遺伝子のクロ

ーニングを行い、原種と大腸薗の両方で大量発現させて蛋白質

レベルでの解析も行う予定である.
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Bla心3
クロロフィル会合体の磁気円.先二色性

三~、上・・久、‘田敬三官、野沢庸剣2、小事事jE~、大須賀.
弘S、小慌が{山口大・理・鰍情報，、立大・理・生物 2東

北大・ヱ.3._大・司1.化学 4集量産大-・賀工学.)

<If> 電気円偏光こ色盤側CD)とは磁・存在下での円・光ニ色
健である.クロロフィルやパクテリオクロロフィルlまπ電子系の非対
称性から、信渇1;:よリ鰻怨される励起状鎗の混合により M∞信号を

与える.雪量々 は M∞強度が色療の会合総遣に益〈依存すること、特
1;: 2畳体形.によって、その磁度がほぼ半減することをまE色光合成細

菌の反応中心分子で見いだした.そこで、合成化合物を含む・々の会
合紋.におる(パクテリオ}クロロフィ J&.について、術遣と M∞強
度との相闘を解衡した.
〈方法> M∞の測定は、日本分光J・720を周いて行った。磁

・の強度1ま1.35Tとし、.o.，;:Jfjじ、司監‘強.. 依存性をJI~ した.
〈結集〉 モノマーのクロロフィル、パクテリオクロロフィルにつ

いて測定した仰CD)I [ABS)の値をa.にして.遣との関係を錬っ

た.合成したクロロフィルダイマーの中で、 π電子系の.なりが量置い
ものは、畠本的にモノマーの値であった.一方、クロロフィルa・の
メタノール中でのダイマーはπ電子.の.なりが紅色光合成.薗のそ

れより大きいことが轡えられているが、この"の仰CD)I[ABS]の
値はモノマーのぞれの約1/3であった.したがって鰍ヨD益度は術
進とIiめて偉い稲闘があることが示された。こうした・突を釜に、

仰CD)I[ABS]の憲司車、高次術道との鱒遣、さらに他のaの反応中

心についての鎗泉も愉じる.

Bla-04 
A. rub即時更鉛型クロロフィルの綿遣決定とその物理化学

当虫色 JE.豊ヘ秋山浦知子ヘ山村麻由ヘ木灘秀夫ヘ

嶋田敬三倉、禽市真一久平石明ペ伊'. ..、

井上和仁・.石田信昭ヘ小泉美智書・.狩野広美・.

渡辺 正・.若尾紀夫2・

ド筑波大、".立大日本医大、‘豊橋技大基金研.

・紳奈川!大、'食品総研、".生資源研、 "J医大、川岩手大}

若尾らおよび岸本らによって好.性バクテリア A.rBTr畑中

に見出されたパクテリオクロロフィル(BChl)型色議の分子総遣

を、即氏・吸収・ CD'FAB-uss・ICPおよび11-聞により決

定した.この色黛は通常のIIChl，と釜本骨格は金〈問じだが.

中心金属のみが異なる、亜鉛(Zωパクテリオクロロフィル a
(Za-BChl ，)であることを明らかにした.

金属置換クロロフィル， OI-Chl ，)および金属偉績パクテ

リオクロロフィル，0トIIChl11のIIIvitro'での物理化学僕榊佐

(段収・蛍光・園量化還元・位など}から、lIeー(81Chl .に次い

でZII-(I)Chl .が光合成色豪として優れていることが示唆され

た.
また、 ZII-倒則的フェオフィチン化速度削修(B)Chl ，に

比べて溢かに遣いことから、強磁性下に篠息するA.rubr.崎が

ZIIを選択した要因の一つは.Zn-BChl的般に対する強い耐性

だと推定された.



Bla・05
紅色光合成細菌Rubrivivaxgelatinosusにおける新た

な光世化伎の膿結合型チトクロム

査旦皇、 MωrOsyc油 a、永島賢治、筒田敬三、

松浦克美(都立大・理・生物)

紅色光合成細菌の光化学反応中心複合体の結合チト

クロムサブユニットは、バクテリオクロロフィル2.体
への直鎗の電子供与体として縫能している。紅色光合成

銀首Rubrivivaxgelatinosωにおける反応中心結合チトク

ロムの欠損株 (C244)が光合成条件下においても野生

型の約半分の速度で成長したため、反応中心結合チトク

ロムは光合成に必須でないものの、何らかの生理的優位

性をもたらしていることが示峻された。

ところが、この成長速度の遣いC244株の中から、光

合成条件下における成長速度が野生線とほぼ変わらな

い検 (C244-Pl)が現れ、同時に新しいタイプの腺結合

性チトクロムが発現していることが見出された。この新

たな隙結合性チトクロムは野生型反応中心結合チトク

ロムの半分程度の分子量(20kDa程度)を有し、精製

過程において反応中心・光編集タンパク寅 (RC-LHI)
復合体に結合した状鎗で得られた。このチトクロムi革、
繍製権合体得晶の閃光照射実践において速い光殿化を

示したことから、 C244-Pl線の光合成電子伝達系におい

て、野生型反応中心結合チトクロムに代わる働きをして

いると考えられた。

Bla-06 
STRUCTURE OF So LYCOPENE町 ANτ'ENNACOMPLEX 
OF Rhodospirillum molischian脚nDSM 119' AS REVEALED BY 
~ANSPECTORSCOPY 

E比.QlAN，Leenawaty LlMANTARA， Jiang Ping ZHANG， 
and Yasushi KO玄AMA;Fac. Sci.， Kwansei Gakuin Uni丸
Uegahara， Nishinomiya 662， Japan 

The Raman spec回 ofa11-回 JIS Iy∞pene in 3・methylpentane
solution， crysta1， the Ul2 and 11I1+RC comp1exes wel軍reco吋ed
step by step from room tempera'知reto 8K(each step 20 degr閣の.

(1) Most of Raman 1ines shiftωthe higher frequency by 
10wing the temperature.恥rexamp1e， in the case of C:::C副C-<ご
stretching vibrations， the 1argest shifts were found in solution (11 
and 6cm・1，res戸ctive1y)，while the smal1est shift in crys凶 (5and 
2cm.I， resμctive1y). This indicates伽 tthe flexibility of1y∞pene 
is redω:ed by interaction with the a伊 peptidein the 111 complex. 
(2) AI1 the Raman lines of Iycopene in Ul2 were sharpened 

叩即時 thesamples examined. In solution and crystal，陶 ha1f
width of 1暗aksare aln也 氏 samein different temperatures， and 
they are larger than that in the LH complex， in which the 
mo1ecu1e of 1y∞pene is suppωed to be fixed by B8'∞and B850 
BCh1s. 
(3)τbe C-H op wagging自宅qωncyof1yc句Jenein t恥LH2and 

RC+1.H1 comp1exes are higher than that in crystal and solution. 
In the case of crysta1創叫 solution，the C-H op wagging Raman 
line ap戸arsat 963 cm'l and 965cm'l陀 spectively，while in the 
case of LH2 and RC+Ul1∞mplex， it appears at 972-974 cm'l 

and 968-970 cm・1respectively. The relativeμak height is in the 
order crystal > solution > LH2 > RC+Ull.τbese suggest that 
∞njuga也dback凶 neof lycopene in the UI ∞mplexes are fixed 
to a strictly planar conformation. 
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Bla-07 
GENERATION OF TRIPLET AND CATION-RADICAL 
BACTERIOCHLOROPHYLL a町 CAROTENOIDLESS
LHl AND LH2 ANTENNA COMPLEXES FROM 
肋 odo何cter司pluurou加
l~naw!UyL酌仏問、'ARA， 勾師岡凶n.?.~IC!1N01~H!dc.J此i
HARA，I.(姐 1mKAWAMORl， ITatsuo YAGURA， 3R. 1. COGDELL 
andlYa..nd>i KOY AMA 
lFぉ.Sci.， Kwansei Gakuin Univ.， Nishinomiya 662， 
2M&S Technosystems， Osaka 532佃 d3University of 
Glasgow， United Kingdom 

The LHl antenna complex and a native form of the 
LH2 complex were isolated from the carotenoidless R26 
組 dR26.1 mutants of R，ル刈ob頃cter伊加eroidesby出巴出e
of a new detergent， sucrose monocholate (SMC). In both 
of the LH 1 and LH2 complexes， the generatio岨 ofthe 
triplet -state bacteriochlゆrophylla (BChl a) upon excitation 
using 351 nm， -50 ps p叫総sas well as白egeneration of 
僻 BChla cation ra必calupon excitation using 355 nm， -12 
郎卯lseswere shown by tr祖 sient-Ram組 spectroscopy.

EPR spectro唱ωpy∞nfirmed the generation of出e
BChl aca伽 nradical. Upon 回 citationwith the 532 nm， -5 
ns pulses， both complexes exhibited佃 EPRsignal命om
BChl a cation radical at g = 2.ω26土O訓狗2with a 
linewidth， aHpp = 9.3 :t 0.2 gauss. The linewidth 
suggests that tlie unpaired electron is shared by two BChl a 
moleculωin the light・harvestingcomplexes. The yields of 
the cation r叫i伺 l(戸rpigment-戸'Otein∞mplex)泊 theLHl
叩 dthe LH2 complexes were estim脱 dto be a加 ut80% 
佃 d50%of血atin the reaction center. 

Bla-08 
町田RAC四)NOF SOLUBLE CYTOCHROMES wn羽 THE

τ玄IRA田部.{ECYTOCHRC削 ESUBUNIT BαJNDτ'0 THE 

PHOTOSYN1HETIC REACτlON CEN1ER OF THE PURPLE 
BACτ'ERIUM Rubrivivaxge加問0$ω
Arlur OSYCZKA. Makoto YOSHIDA， Kenji V.P. 

NAGASHIMA， Keizo SHIMADA， Katsumi MATSUURA; 
Dept. Bio1， Fac. Sci.， Tokyo Metropolitan Univ.， 

Minamiot国.wa1・1，Hacb同i，ToIcyo 192心3，

A genetic appn蹴 bc湖npiledw抽 time咽soIved
叩ticalspectrosc句 ywas used to stωy臨 in旬ractionsi旬
伽 solubleelectroD caniers叩 atetra恥mecytocbrome 
subunit加。ndto the pbωosynthetic reaction center of 
purp1e曲ebac印刷mRubrivivax gelatino$us. We pr句ared

site directed mutants of曲ebound cyωchrome subunit， 

which have surface cbarge substitutions in the proximity to 
exposed edges of bemes considered as possib1e direct 
electron acceptors針。msoluble ∞mponl自 治.lnα溜lpariSO目

to wild type onIy mutants加減凶 nearexposed edge of low 
potential heme 1 were陀 -reduωdby S(蜘b1ebigb po飽ntial
cytocbromes with decreased second-o吋erra旬 constants.
Tbese results indicate白紙 acidiccluster immediate1y 
surrounding beme 1 of bound cytocbrome subunit fonns 
electrostatical1y suitab1e binding site for soluble 
cytocbromes and al1 four hemes in the subunil may be 
m刊 1ved泊 e1ectrontrans免rtowards山epbotooxidized 
sμcial pair of bacωriocbloropbyl1. 



B1a-09 
色豪交後RCを用いた電子伝違反応系のピコ秒共鳴ラマンスペ
クトル
急脳血、 leenawaty酬 NTARA.小山猿(関西学駄・

光合成細菌R.制羽8副知 R26の光反応中心(RC)I草、
スペシャルペアーBChla::量体(町、アクセサリーBCI可la二分
子(BUo1)、 BPhea二分子(HL.M)を含む.我身はパルス舗50

ピコ秒のパルスレーザを用いたRCのラマンスペクトルの測定
により、 Pのカチオンラジカルのマクロサイクル濁伸縮緩動(
νr)ピークの灘定に成功している.しかし、天然RCではP.
~.M、 HL • Mの各色濃の νrのピークはほぼ同じ位置にあって重
なっているために、個別の測定は獲しい.この間短を解決す
るため、 BL•M・ HL •Mの色豪を他の色濃と入れ申書える色濃交倹
RCを爾観した.

交換する色黛としてBL.MIこは同位元.置倹した13C

8α唱aを、 HL.MIこはPheaを選択した.これらの色震とBChla

のνrのピークの位置が全て異なっているためである.RCと色

療とを混合し、 42.0'tで90分加熱し、これを 211繰り返し
て色濃交後を行った.色濃交線事lまBL•M・ HL•Mともに約90%
である.

f¥.Mのみを円leafこ入れ省えたRCを用いた、パルス幅

50ピコ秒、 351nmのパルスレーザでのラマンスペクトルで
'I<l:Pのカチオンラジカルがとらえられた.これにより、色濃交
錬RCで電子伝達が生じていることが緩慢できた.円lealまこの
滋長でのラマン強度が弱いために明確なことは震えないが、
量豊:O:を変えるなどにより円lee11f3心のスペクトルを得ることは
可能だろう.飯事書的にはBL.M、HL・"を同時に入れ.えたRCの

測定により、電子伝達におけるP、BL.M、HL.Mのスベクトル

変化を個別にとらえることが目的である.

B1a-10 
Zn・パクテリオクロロフィルを使う好酸性細菌

Acidiphili削 rubromの電子伝達系と反応中心

宣車-.J監¥岩織雅代¥小林正美z、・嶋田敬三3 e基
生研、 2筑波大物質工3、都立大理生物)

znを中心金属とするパクテリオクロロフィル (Zn-

Bαua)をもっA.rubrumでは1、cytcを結合する反応

中心の一次構造分類s、zn・BO叫的構造‘、細胞内

への重金属の蓄積sなどが明らかにされた。本発表で

は細胞、膜、反応中心複合体の電子伝達と光反応を

報告する。A.rubrun細胞はcytcと反応中心の光酸化

を示し、 cytcのとれた膜は反応中心Bchla2の光酸化

のみを示した。反応中心複

合体は4Zn・BO山と 2BPhe( ω ，ー
を含み，キノン再添加で光 ! ‘B曲

活性を回復した。室温.低 l 、.
温吸収スベクトル信子伝 手nBchI'!，.

逮特性から構造とZn-Bα叫

の状態を検討した。

l)W，広aoetal (l996)PCP 37.889. 

2)Nagashima et al (1997)円コP.38

1249 (3)Wal醐 etal. (4)Kot描Y凶 hi

et al (5)Itoh et al釦耐副総当dto PCP 
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B1p・01
RublぜvivlVCgelatinosusに近縁な新規好気性光合成細菌

旦血童室、花田智、軍事長字、細矢博行、金川貴博、

野田坂佳伸¥藤川清三人高市真_ 3、常盤量

(工技院・生命研、 1北大・歯学部、 2~t大・低温研、
z日本医大 ・生物)

パクテリオクロロフィル(Bαのを持ちながらも絶対好気性

条件でしか生育できない細菌群、いわゆる好気性光合成細菌は

現在までに10属発見されている。またこれら全ては系統的には

pro加 'bacteriaのαsubcl邸に属すること古明らかになっている。

我身が今回分..同定した脂肪族ポリカーボネート(生分解伎

プラスチック)分解バクテリア‘は好気晴条件下で培養すると

Bα11 aとカロテノイド色棄を蓄積した。 16SrRNA配列および

キノンプロファイルによる系統解析からこの酋は好気性光合成

細菌としては初めてこれ迄のものとは異なった分類群、

Prot，自治'acteria の~subclassに属するものであることが示唆され

た。分子系統的には真正の光合成細菌である RubrivivlVC

gel，副 IOSUSに近縁であるが、遺伝子配列の類似性があまり高く

ないこと、主にスピリロキサンチン系のカロテノイドのみを有

すること、光合成器官として LHIのみを有すること等から新

属新積 Ro細川el，国 depo，加 erii(type strain = 61AT
• DSM 11813ち

として提案した。この新規好気性光合成細菌における光合成色

素の合成条件は他の好気性光合成細菌と比較して特異な性質を

持っていた。 滋陶山ら:1 997年度農芸化学会大会鵬首闘要旨集

B1p-02 
新規に分自医されたアスタキサンチンを持つ

好気性光合成細菌の系統解析

丞且」也、 横山昭伊(海洋バイオテクノロジー研究所

・釜石研究所、・清水研究所}

石垣島潟水より単調Eされた Rel綜、南西絡鳥海水より

単商量された N73102綜、パラオ珊瑚磁より単調医された

PC8綜はいずれも BmIaを保有しており光合成細菌で

ある考えられ、また 168rRNA配列に基づく系統解析か

らErythz曲 ac飴r属に近縁であることが示されたo 168 

rRNA配列の相向性が 99.5%以上あることから.

N73102と PC8は同種であることが示唆された.

N73102、PC8椋はアスタキサンチンやその硫化物を持

っていた.これまでアスタキサンチンを有する光合成細

菌の報告はなく、商事告は新種である可能性が示唆される.

168 rRNA以外の遺伝子gyrB(DNAgyra蹄 Bprotein) 

やpuJM.pufL{光合成反応中心}遺伝子を用いた系統解析

の結果も併せて報告する.

{本研究開発は、.費量科学技術開発の一環として、新エネ

ルギー・産業後衛縫合側発機構から餐託を受付て実施した

ものである〉



Blp・03
光合成細菌RhodobactersphaeroidesI. sp. denitrificanゆ
硝穣還元系遺伝子

劉恵葬、滝尾進、佐藤敏生、山本勇(広島大・理・生物)

光合成細菌R.sphaeroides f. sp. denitrificanslま脱窒を行

うo その最初の段階を触媒する硝酸還元酵素は嫌気条件

で硝酸によって誘導され、ベリプラズムに局在して働く。

我々はモリブデンコファクターを活性中心とする碕酸還

元酵素の遺伝子構成、誘導の機構を解明するために遺伝

子をクローン化して、解析を行った。

他の細菌ペリプラズム局在性碕酸還元酵素のnapA遺伝

子の高保存アミノ酸配列と本菌のコドン利用率を参考に

してDNAプロープを作成し、 5kbpのSps.切断したDNA

断片の塩基配列を得た。その配列中に、三個の遺伝子を

見出し、既報遺伝子との関連からnapFDAと命名した。

napFfl)遺伝子産物は160アミノ酸から成り、鉄イオウク

ラスターの結合モチーフと考えられるCX2C~CζC配列
を 3 カ所に、 CX7C~CX3C配列を 1 カ所に持ち、電子伝
達機能を持つことがが予想された。 napD遺伝子産物(88

アミノ酸残基}の機能は不明である。 napA遺伝子産物は

シグナル配列を有し、他の細菌のNapA蛋白質と高い相

向性を持つことからペリブラズム局在性の硝酸還元酵素

の遺伝子と推定した。 napFとnapAの各遺伝子をインター

ボゾン挿入して破壊した光合成細菌は何れも硝酸還元酵

素活性を欠失し、暗所嫌気条件で硝酸を用いて増殖でき

ず、 napFDAは硝酸還元に関与していると結論した。

Blp・04
光合成細菌dmsCBAオベロンのプロモーター領域の解析

字治家武史、山本勇、佐藤敏生(広島大・理・生物)

光合成細菌R.sphaeroides f. sp. denitrificansのジメチル

スルフォキシド(DMSO)呼吸系はdmsCBAオペロンにコー

ドされており、その転写制御因子として二成分制御系の

DNA結合タンパク質DmsRを同定している。 dmsCfJ)上流

にDmsRのDNA結合部位として四個の同方向繰り返しヌ

クレオチド配列DmsRboxが存在する。今回、 dmsCBAオ

ベロンのプロモーター領土虞とlacZとの融合遺伝子を作成

し、部位指定変異によりプロモータ一機能を検討した。

嫌気条件でDMSOが存在すると、トガラクトシダーゼ

活性が強く誘導されdmsCfJ)転写活性化を示した。 dmsR

遺伝子変異株ではlac2徹合遺伝子のDMSOによる誘導は

見られず、 DmsRの転写活性化への関与が再確認された。

四個のDmsRboxの各々に塩基置換を起こすとlacZ<の発現

は低下し、どのboxも転写活性化に関与することを示し

た。転写開始点に近い 4番目のDmsRboxの10個のヌク

レオチドのうち中心部の7個はその塩基置換で転写機能

低下を引き起こした。
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Blp・05
紅色細菌制刷慣例曲幅削の光合成遺伝子クラスター
の構造
玉土且亘盤，嶋田徹三，松浦克美，永島賢治(都立大・理・生物}

紅色細菌の光合成総官は、光捕集タンパク(LH)と、光エネ
ルギーを還元カに変袋する反応中心グンパク(RC)よりなる。こ
れらのタンパクにはパクテリオクロロフィル(8OIl)とカロテノイド
が結合している。これら光合成臓の遺伝子は、Rht.刷 'QCter
cゅsulat凶など3種の光合成締酋においてまとまったクラスター
を形成していることが知られている。共通する特徴として、 RCの
Hサプユニットをコードする明'"オペロンがその末織に、L，M
サプユエットとmをコ}ドするpulオペロンが反対側の末織に
位置し、合計20個以上の BCbl合成商事禁遺伝子(bch)とカロテ
ノイド合成醇素遺伝子(c.げがその聞にはさまれている。
本研究では上記3穏と系統的に異なる紅色細菌Rubrlviva%

J!e刷 1IOSUSの光合成遺伝子クラスターを、cr由遺伝子をプロー
ヲとしてクローエングL塩基底列を決定した。得られた約 30ぬ
のゲノム断片中には、puf:オペロン下流にすでに別の稼で知ら
れている3つのカロテノイド合成務楽遺伝子(crtD.c. B)が確寵
された。pufオペロン上流には4つの80Il合成酵素遺伝子
(bchC. X. Y， z)が見られ、 bc.払 M及びFl696と戸必d遺伝子
が既知の3穏と悶様に存在していることも分章、った。Rba.
C得制帥IS では 4~kb の光合成遺伝子クラスターの両織に戸グ
オペロンと同遺伝子があるが、制.ge/a的制"/ISでは約 20kb
の範囲に収まっており、光合成遺伝子クラスターの構造が明ら
かに異なることが分地りた。また、puf，puhオペロンには既知の
ものと近似したプロモーターがあることも示唆され、なおかつ
crtDの上流にも同様の配列が見つカ句た。他の細菌ではこれ
らのプロモ}ター聞に相向性が見られないことから、Rvi.
ge/a的附簡における色素合成遺伝子は、発現制御パターンも
また重量特であることが推定された。

Blp・06
鰐気性光合成鏑・Ros印加cterc:Jenitrificansにおける光合成

鋼節遺伝子クラスターの解析

西村浩二、大総武、万里直己、織田.、島岡裕士、太田聖書之、

直宜豊三盤{東工大、生命理工}

好気性光合成細菌Ros，田畑cterdenitrificansでは、光合成色

.の書割置や集光性色濃纏合体lHI、光反応中心RCの色縁結合

タンパク賀をコードする pufオペロンの発現が外界の霞来分

圧にほとんど依らないことが明らかになっている

(Nishimura et aI. PI釦 tCelI Physiol. 1996. 37:153・

159) .この磁.~.受性の光合成遺伝子の発現制御梅4簡を翻

べるために我身は光合成調節遺伝子クラスターを解析した.そ

の 結 果 、 指1;tr ; fj cansにおいても紅色非イオウ細菌

Rhα助副.ersphaerα備やRhα幼 acrter叩 'suJatusと問

機な光合成翻節遺伝子クラスターが存在しており、その摘遣は

sphaeroidesのものに近いものであった.本大会では、クラス

ター傭造の解析結果とクラスター肉の各遺伝子の発現に及lま

す光や費量素の影響を調べたので合わせて発表する.



Blp-07 
紅色非イオウ舗. Rhodobacter sphaeroidesの光合

成調節遺伝子クラスターの..未知遺伝子 or{5の解析

玄盤ー」豆、西村清二‘栗秀光一郎.島国裕士、

調園田建、太問書之、高宮鐙一郎

{東工大・生命理工・生体..】

or{5は鉦色非イオウ細菌 Rhodobactersphaeroides 

とその近・種の Rhodobactercapsulatusの光合成関節

遺伝子クラスター上に存在する..未知の遺伝子であるが、

当研究室において好気性光合.t・薗 Ro同 obacter

denitrificanBにも存在するこ kが明らかになった.光合

成遺伝子発現における園.S!:光に対する・5受径が

Rhodobacter !:は大きく異なっている Rooeobact・rに

or{5が保存されていたことは、この遺伝子が基本的な光合

成網鱒遺伝子kして・.しているこ kを示暖している.ま

たRos.denitrificansにおける orf5の発現は、先に報告

したRb.aphaeroides!:岡舗に厳司既存在下において光の・5
・を受けない司匹がわかった.次に、 Rb. sphaeroideoで

の厳司直操作成及び過別発視を行ない野生録k比般倹討した.

司E・4車では生育透度及び色s蓄積に有.な変化は見られな

かった.通網発事量系については現在解街中であり.その結

果も併せて線告する.

Blp・08
紅色光合成細菌励odovulUIIsulfi(帥，hilw凶こおける光合成鑓

宮の合成制御因子の解析

単血基孟1，紙本有美人永島賢治1，嶋岡敬三人井上和仁2，

Carl E. Bauer3， 松浦克美1 (1都立大・理・生物、 2神奈川

大・理・応用生物、 3インデイアナ大・生物}

多くの紅色光合成細菌において光合成器官の合成は酸素分

圧と光の強さによって制御を受ける。近年この制御(敵繁に

よる)の中核を担っていると思われる遺伝子携が紅色光合成

細菌の中のRhodobacter慌の2種より単商量された。これらの制

御因子は級酋に一般的に見られる二成分系穂節因子(Two-

co・ponentregUlatory syste圃}から成り、酸素分圧センサー

と思われる蛋白質と光合成遺伝子の発現をコントロールする

レギュレーター蛋白質とから成る。このRhodobacterの2種

は、ともに比較的低灘度の厳禁によって光合成器官の合成が

抑制されている。

前大会で我今i立、同じ紅色光合成細菌の中でも厳禁によっ

て光合成器官の合成が比較的抑制されにくいRhodovulllll

su lf i daph il UII、及び、むしろ高濃度の厳禁を要求する

Roseobacter denitrificans (鎌気条件下では生育不能)より

問機の遺伝子群を単厳したことを報告した。今回Rdv.

su lf i doph il UIIよりこの制御因子の変異線を作成し、 Rba.

c8psulatusの変異繰と共にその相浦実験を試みたのでその結

果を報告する。
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Blp・09
Zn./{ 7テリオフロロフィルを合成する光合成銅賞Acidi同'i/iumn伽um

における Mg-キラ世ーゼ相同遺伝子の単厳および傷能解析

鍾m....J章、増田宗久、太田啓之、井上和仁 1、高宮建一郎{東

工大・生命理工・生体織構、 1神奈川大・理・応用生物)

好気性好酸性細菌 Ac，励iphilium属におけるお・パクテリオヲロロフ

ィル(Zn・Bct、1)合成系の解明を目的として、毅4は、Aαdiphi/iumru卸um

を材料として、バクテリオクロロフィル合成系の眺rキラ9ーゼキ自1司

遺伝子のスクリーニングを行った.Mg-キラ9ーゼは、Bchl，Dおよび

Hをサブユニットとする酸素であることが知られている。Bchlおよび

Hにおいて保存されているアミノ酸配列よりプライマーを役針し、A.

間'brumのゲノムをテンプレートとして PCR在行ったところ、双方から

Bchlおよび Hと綱同性を有した円京産物を得た。ゲノムサザンを行

ったところ、これらBchlおよび H遺伝子はA.rubrumのゲノム中に

それぞれ 1コピーづっ存在していた。これらをプロープとして、ゲノ

ムライブラリをスフリーニングしたところ、 bchlは、 bchP司001静

bch/-bchD-orl32O-c斤I の 7ラス~ー上にコードされていた。推定され

るアミノ厳配列は、 Rh出拘'bacter国 Ipsulaωsに対し、Bchlは59.2%、

8ct、Dは40.5%のidentityを有していた。一方、A.llJbrUmの民治Hは、

脱出F-bcMトbchB-bchH-bchLのクラス?ー上にコードされており、Rba

C~指U畑tus のBchHIこ対しで約 55%の identitiy が認められた。以上の

結果より、A.rubrumは、各専単一のBchl，Dおよび H遺伝子を有す

ることが明らかとなった。現在、これらA.n.創umにおける嶋rキラ~

ーゼ網開遺伝子が、その金属特異性の変化によってZn2•の縛入を行う

のか、あるいは全〈異なる繰備によってゐ・Bchlを合成しているのか

を明らかにするため、得られた遺伝子の相豊能解析を行っているの

Blp・10
光合成細菌ヘリオバクテリア蹄1iobacilJIω mobilisの
色素遺伝子クラスターが挿入された紅色非硫黄光合
成細菌 Rh批蜘ctcrca，戸山加の性質
韮よ!lJj二、山辺慎一郎、村山英未1、安久涼聡2、小
林正美2 (神奈川大・理・応用生物、 1東大院・農学
生命、 2筑波大・物質工学)

光合成細菌ヘリオバクテリアHeliobaciUusmob，助は
鉄硫黄型の光化学反応中心を持ち、主要な光合成色
素としてパクテリオクロロフィルgを持つ.
今回、我々は紅色非硫黄光合成細菌Rhodo拘C卸

ωrpsulat，凶のパクテリオクロロフィルa合成遺伝子の
1つであるbChMの破纏株ZY4の染色体上に、 H.
mobilisのパクテリオクロロフィル合成遺伝子クラス
ターの一部が挿入され、光合成能を回復した株EMl
を得た.EMl株のコロニー及び液体構養液は特色あ
る深緑色を呈し、吸収スペクトルから、 EMlは通常
のパクテリオクロロフィルaの他に、 oxバンドに大

きな吸収を持つがoyバンドには般収を持たないポル

フィリン特有の特徴を持った色素を大量に合成して
いた。 EMl株より膜画分を調製し、界面活性剤か
仇 tylβ-D・Glu時 Pyranosideによって可溶化後、ショ
績密度勾配超遠心したところ、ショ繍密度約30%
付近に、この新規の色素を含む蛋自画分が得られ
た.



B1p-11 
ヘキサーヒスチジン標織を付加したRh“わbacter
αlfJsulaωsチトクロムbc，複合体の精製と性質

盆鎗量産、湯尾達也、福山恵一、河窓正秀1、井上積直1、
A.S訓 iSA刊BAS矢MariaVAlKOVA-VAlCHANOVA2， 
FeほiDALDAl2
阪大・院理・生物、 1理研、 2ペンシルパニア大学・生物

チトクaムbc1複合体を迅速かつ大量に精製するために、
光合成細菌防α励'actercapsu伺tus卸 1複合体のサブユニ
ットであるチトクロムc1とRieske蛋白質のカルボキシル
末鋪それぞれにヘキサ-ヒスチジン配列を付加した改変遺
伝子 2種を作製した:c1f家機体とRiesket票滋体。改変遺
伝子をbc1複合体を欠織するMT-RBC1株に漕入して、導
入総ならびに産物の性質を調べた。

親株であるMT-RBC1は光合成的に生育できないが、様
様複合体のいずれかを保持する株はその能力をほぼ野性
検程度にまで回復した。クロマトフォア線レベルでは、
差スペクトル、 EPR、酸化還元涜定のいずれの解析にお
いても、野生型とほぼ同等の性質を示した。しかし、
DBH-チトクロムc還元活性は、野生型の約35 % (C1線
総体)と約20%(Rieske線機体)に低下していた。

2種の綴.複合体はどちらも、ドデシルマルトシドに
よる可湾化後、 Ni2+-NTAクロマトグラフィーによって
釦%以上の純度に精製できた。精鋭機品の比活性l手線機
品での値にほぼ対応していた。しかしながら、 C1機自民体
は高浪度のイミダゾールに感受性を持ち、精製過程でへ
ムbあるいは鉄硫黄クラスター含置の著しい低下をきたす
混合があった。現在、結晶化条件の検索を行っている。

B1p-12 
Location and function of isoprenoid 
quinones in chlorosomes from green sulfur 
bacteria 
Ni..1，.-口1rikFri白 Z日 rn'.2陶 tsumiMatsuura'， 
出 samitsuHirota'， Mette Miller2 and Rayx即 ldP. 
cox-JZ均沼r旬間tof Biol明" 7'okyo胎 tropolitan
CJni versi ty，出 chioji，7'0.勾の 192-03，J.母瑚1;

-Institute of Biochemistry，α拍lSeCJni四 rsity，
5230 Cぽ'ense，Z;胞:unark

切lecluorosα隠 antermaeof仕legreen sulfur 
bacteriumαuorobium tepidum笛 sentiallyconsist 
of aggr句 atedbacteriochlor句勾11 (BChl) c 
envel句渇din a lipid monol智恵rcontaining protein. 
We found that also位leisoprenoid quinon田
chlorobiUl町山oneに則 andmenaquinone-7 (眠-7)
are present. Treatment of isolate:量Cb.tepidum 
cluorosα随 swith dete勾田ts剖四回tedthat位le

q斗non酋 arel∞atedin the hydr制lObicinterior 
of the cluoros償問. Elωitationtransfer in由.

tepidum cluor叩 α鳴 sis highly d母港ndenton redox 
potential.官lIsre:主>>cregulati∞同ssu回 tantially
dお位nished暗闇 CKand MK-7 were extract剖 wi出
hexane. A very low redox regulation was also 
observed in aggregates of pure Bαucandin 
αuoroflexus aurantiacus chlorosαl1eS叫lIchdo not 
c∞ta担保.we訊明白ttl温t廿lehighly r回出

d句米軍叫entexcitation transfer in Cb. tepid凶 1

cluorosα挺型51is d句溜ldenton CK. 
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B1p・13
クロロソームの塩基使虫霊とペースプレートにおけるエネ

ルギー俗語鵬首
鑑主串蓋王:、訟浦克美.1Ni時υ11敵同組rrf.陥蜘t.tiIef，
Ra卯lOOdP Co~C都立大、理、生物 .2 耐就 融xhem..
0倒鴎U吋V.，Denmark) 

緑色硫黄光合成細菌の光鋪集録官であるクロロソームは、脂質
一層の膜の内部に何判困もの版記卸制帽酬明但側)cとカロ
テノイド、キノン類、および少量の政淵a持っている。この猷淵

aは蛋白質と結合しペースプレートと呼ばれ、表層郁に存在して
いると考えられている。

単厳されたクロロソームを強境基で使盟すると、民hl8制盤択
的に破線された。この時、阪淵cからの蛍光を襖淀すると、その
酸似翫電位に対する依存働制ヒした。民同cがキノン類をク
エンチャーとする、酸ft.il:元電位依存的なエネルギ→お胡町例目E
織を持つ司Eを最近報告し、上記の結果などから民同 cからaの
筒釜過程にも問機な依存性があると考えられた。そこで、民hl8
を直接励起したところ、般化的条件下で放出される蛍光地帯しく
減少した。以上より、ペースプレートは独自のエネルギー伝途調

制幾構を持つことが方噴きれた。ペースプレートの畿岐に伴って
クロロピウムキノン (CK)合唱防剖に分解されたから、それが

政淵 aの近くに存在してクエンチャーとして働いていることが

考えられた。しかし、 CK自体がメタノール中においても同様に
阜〈分解された事から、Bα首aのクエンチャーとして直室長キノン
類は関与していないと考えられた。

B1p-14 
ラン色細菌の光合成系の温度感受性;Foの上昇

の機構

孟且昼、山根由裕、菓子野康浩、小池裕幸、

佐藤和彦(姫路工業大・理・生命科学)

我々は、高等植物を材料に高温処理の光合成

系への彫曹を調べ、クロロフィルaからの蛍光の

種々の指標のうち、 Foの上昇とFvの減少の原因

について報告してきた。この内、 Foの上昇は、

ホウレンソウやイネでは不可逆的な集光性クロ

ロフィルa/bタンパク質(LHCII)の光化学系11反
応中心被合体からの解離及び一部可逆的な系11
反応中心の失活が原因であった。一方、ジャガ

イモやタバコでは、プラストキノン及びQB部位

を介したQA1の還元が高温で誘導されFo上昇の主

な原因となることが分かった。

プラストキノンを還元する有力な候補として、

NAD(P)Hデヒドロゲナーゼ(NDHase)があるの

で、我々はタバコ及びラン色細菌のNDHase欠

損ミュータントでの高温処理の影響を調べた。

その結果、 NDHaseが高温によるFo上昇には関

連していないことが分かった。ラン色細菌では

Fo上昇の原因としてさらに別の機構が存在する

ことが分かった。



Blp・15
光合成細菌のペリプラズムに局在する新しいリンゴ酸

誘導タンパク質の分雄

原郷美、岩崎美子、松崎雅広、佐藤敏生

(広島大・理・生物科学)

私達はグラム陰性細菌のベリプラズムにおけるタン

パク質の高次構造形成機構の研究を行っている。脱窒

光合成細菌R加(/0.拘ctersp.加eroidesf. sp.ゐ則的ific仰の

ベリプラズム局在分子シャベロン様タンパク質として、

C4・dicarboxylate'bindingprotein (DctP)がその一つの候

補と考えられた。しかし、 DctPは弱い分子シヤベロン

活性しかもたず、また、 DctPは特にジカルポン酸で誘

導合成されることもなかった。その実験過程でグルコー

ス、ピルビン酸では合成されずにリンゴ酸で多量に誘

導されるペリプラズムタンパク質を見出した。このタ

ンパク賓の分子量は38k[泊で、 N末端および内部アミノ

酸配列からは、相向性のあるタンパク質は認められな

かった。その配列に基づいてプライマーを合成し、ゲ

ノムDNAを鋳型として、 PCR法により約550bpのDNA断

片を得た。その塩基配列および推定されるアミノ酸配

列からも相同性のあるタンパク質は認められなかった。

現在その生理学的性質を検討中である。

Blp・16
ラン蕊 Synech町 occusPCC7942' car boxysome 

欠銅線における C02・逮条件下での
CCM RuBi sCOの発現嗣簡について

星畳一皇、小鹿佳代、理署緩俊a量、羽田.晃
(大阪府大・応用金化}

ラン.1まαIrba<ysaneと書E・良憲ポンプからなる.
・S健黛....(α澗}を.えている..・..温度、
α~/02 比、光などの細胞外環境の度化に対してこの

αM を鋼節することにより綱飽内民銀・~..を.tー
している.α副r以.ysαne欠鍋aK.o.mut省、t1孟、 5"α~
a民件で相官穫するとmgchl a q>>hyllあたりの RuBis∞活
性および RuBisCCνNADPH link剖 GAPDH 比、
RuBisανPGK比が開条件下で生育させた野性総に〈ら
ぺ1/2程度にまで低下しているが、.佳織とほぼ同じ
生育遠慮をしめす.しかし、 0.6"α~ 象件下で生育
させた燭合には顕著な生育の低下が見られ、 mg
chla句hyll あ た り の RuBis∞活性および
RuBisα:VNADPH Ii nk凶 G向PDH比、 RuBisα:VPGK比I孟
5" C02象件下で生育させたものに比して2.5倍程度*
で制加していた.α測 が正微に.能している野性縁で
は関象件下においてこのような変化は見られなかった.
一方、 20ppmα~ ではローrbc献ysαne /cell比が制加す
ることが知られている.これらの・実よりラン.1草、
RuBis∞遺伝子のJ!.を繍庖外 α~.度に直後応答し
て関節しているのではなく、.I!内の...健...に
応答してそのJ!~慢を寓節していると考えられる.
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Blp':'17 
ラン. Synechococcus PCC 7942縁由来

car boxysωne欠銅線に怠ける
Chromat;um v;nosum RuBisCOの発現

重量隼岱鳳納氏'tJ嚇裕和、-・創広務...
供簸橋大・応用制弘'.県立大・生活健脚

ラン.SynecJ間切凶sPα7942篠 山 下5.7942)において

紅こニ孟λa一四 OIran油;umvinasum由来例uBis心O遺伝
子似下町rbc)をシャトルベクターを用いて‘入したが、その発現
.，お待在住RuBisCO活慢の1/4錨祖国Eにすぎない免対潜調F興開勝街
ts園鎗であった.本研究では、 Ph刷 'n;spyraJ;s由来の

ludferase遺伝子をレポーター遺伝子として掬仏本剛こ島、て転写
活性が高い prαnoterの倹.を鼠みた.大腿薗曲家の lac
Wαnote町、 trc prαno駐車町、 c. v;nasum 曲家の cvrbc 
pranc師、 5.7942.車由来の ps.凶 ，rbc pranc畑、

Synec:hα抑 tisPα6803徐a療のpsb.4ll，rpd)1 pranoter 
の7.傾I=:;)いて引もぞれ舗湾沼健ぬ醐険制絹った.
そ匂植民 5.7942psb.4lpranoterI~ cvrbcの弼朝調も¥f.=

lacprαnoterの10倍以上の伝写活性を有することS明らかとなっ
危タンパク貨の姥現量がprαnoterIT.順再活性に僚存すると銀定す
ると、 5.7942psb.41 prαnoter ~.周いた αrbcの弼現.，孟内在
住RuBis∞活性の2・ 3倍程度まで糟大する可健雄がある.説、
5.7942線a来のcar以JCysane欠鋤剛;Lcvrbcを発現させるこ
と~. Pmax 怠よぴα~に対する綱脚色が上界し、より低温度防α~

象件?で生宵することが可閣こなると考えられる.

Blp・18
ラン藻の光化学系 E酸素発生複合体における高温耐

性獲得の生理学的意義

亙山隼主、村田紀夫(基礎生物学研究所)

酸素発生は、一連の光合成活性のなかで最も高温

による失活を受けやすい反応である。我々は、ラン

藻 Synechococcussp. PCC 7002のチラコイド膜を生

化学的に解析し、酸素発生系の高温耐性にシトクロ

ムc-550とPsbUタンパク質が関与することを明らか

にしてきた。今回、 psbU遺伝子の破猿株の解析から

酸素発生系の高温耐性獲得の機構とその意義につい

て新たな知見が得られたので報告する。ラン藻の野

生株では高温適応、に伴い酸素発生の高温耐性が増大

するが、 psb【破猿株ではこの現象が見られなかった。

さらに、細胞レベルでもpsb日産壊株は高温耐性の獲

得能力か苦しく減少していた。これらの結果から、

PsbUタンパク質は酸素発生の高温耐性獲得の機構に

関与し、酸素発生系の保護は細胞全体の高温耐性に

必須であることが示唆された。



B2a-Ol 
高炭酸ガスのハツカダイコン、 Raphanω sativusの生

長、炭水化物含量、光合成に及ぼす影響について

臼血重盟、下河原浩介(帝京大学、医学部)

高炭酸ガスの光合成能に対する影轡は21世紀に炭

酸ガス漫度が上昇すると予想されることから重要な

問題である。特に、シンクの光合成能への影響が大

きいことが指摘され始めている。ハツカダイコンの

生長、炭水化物含量、光合成に及ぼす高CO， (750 

μmol mol-')とコントロール(350μmolmol・')の影響に

ついて婚種後15-46日について調べた。ハツカダイ

コンでは主なシンクはダイコンであり、その肥大生

長が生育の初期から顕著なことから、シンクの影響

を検討するには適切であると考えた。高CO，は乾物

重の婚加を1119も促進したが、光合成活性、及び夜

明け前の葉の炭水化物含量には影響を与えなかっ

た。ダイコンの乾物重は46日目で105%構えてい

た.これらのことは、ハツカダイコンでは高CO，下
で上昇した光合成による炭酸固定産物は、シンクの

糟大をもたらし、ソースに炭水化物を過剰に蓄積す

ることもなく、光合成のダウンレギュレイションを

引き起とすこともないと考えられた。

B2a-02 
Nos御 ω'mmuneの乾燥状態での光合成系

山豊重量、菓子野康浩、小池裕幸‘佐藤和彦

(姫路工業大学・理・生命科学)

隆生ラン色細菌である Nos附 communeは窒禁固定
能を持ち砂利やコンクリートの上でも生育することが
できる。また長期の乾燥、強光、高温状態に耐え、雨
が降ると水を吸収して 10-20倍に膨らみ光合成を開始
する。 N.communeの乾燥、強光耐性の機能を探るB
的で、吸水過程での光合成系の存在状態の変化を、 P
AM蛍光光度計等を用いて測定した。
乾燥状態ではフィコピリンタンパク貿や光化学系11

のクロロフィルからの蛍光が大きく消光されており、
光合成色素に吸収された光は効率よく熱に変換されて
いることが分かった。吸水を開始させるとフィコピリ
ンからの鐙光はすそ回復するが、光化学系11に由来す
る-196・Cで695nmに極大を持つクロロフィル aから
の鐙光の回復には叡 10分かかった。このことはフィコ
ピリンと光化学系II複合体との結合も乾燥状態では切
断されていることを示している。光化学系11および I
の反応中心の活性も乾燥状態ではほとんど働かないよ
うになっているが、吸水によって速やかに回復した。
吸水過程における電子伝達活性の回復等についても報
告する。
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B2a・03
緑藻品lamydawonasreinhardtii におけるパラコー

ト投与に応答した酸化的ストレス防御酵素の変動

重厚盤主、渡部裕子、襖井英博 (早大・教育・生物)

ChlamydO/l1onasをさまざまな条件下で生育させ、

いくつかの抗酸化的ストレス酵素(スーパーオキシ

ドディスムターゼ(SOD)、カタラーゼ (CAT)、アス

コルビン酸ベノレオキシダーゼ(APX)、モノデヒドロア

スコルビン酸レダクターゼ(MDAR)、デヒドロアスコ

ルビン酸レダクターゼ(DAR)、グルタチオンレダクタ

ーゼ(GR))の活性レベルを比較した。また、パラコ

ート (PQ)投与のこれら諸酵素の活性変動に対す

る影響を調べた。細胞あたりの SOD，APX，CAT，GR活性

は、気相を空気で培養したものの方が 1舵 O2を含む

空気で培養したものよりもやや高かった。低 CO2濃

度下では、 CAT，APX，GR活性は 0.05μMPQの添加

25時間後に増大したが、 SOD活性はほぼ一定で、高

CO2渡度下では SOD活性の低下傾向が見られた。 SOD

には少なくとも4つのアイソザイムがあるが、高 CO2
濃度下において恥-SODの主要なアイソザイムの活

性は変化しなかったが、 Fe-SOD活性は低下した。ま

た高∞2培養で、 MDAR，DAR活性には、 PQによる大

幅な活性変動は認められなかった。

B2a-04 
コサプレッション形質転後タバコを用いたストレス下にお

けるグリコーJl.I蛾錨必要量の解析

出E墜宣、西村幹夫(益金研・細胞生物)

纏糊志水ストレスや強光ストレスに.されると、光合成

明反応によって生じる酸素や咽l;;t7.Jが遇制こなり、町凶句

ストレス障害カZ引き起こされることカ澗られている.グリ

コ→唱蛾.、メイラーアスコルビン静~JL-オキシダーゼ
経路およびキサントフィ川酪はこれらの副凶ストレス

を防止、経渡する働きを持っていることカ澗られている.

私たちはこのうちグリコーJL.II腿艶に注目し、グリコール
闘経路の得遁酵素と考えられるグリコーJJ..I園自師団関肢〉形

質転換タバコを作成した.得られた完備酬率のうち、複

数のラインでグリコーJl.I間前団関脂性カ哨実的に低下し

ており、コサプレッションが生じていると考えられた.こ

の活性の低有志タバコの生育ステージに依存しており、生

育の進行に伴って、発現純時肋省くなった。これら¢輔物

体位弱光下で生育させた場合、外見上の障害はほとんど見

られないが、強光に唱すことにより燭時間で樽書が生じた。

形4鴫遜袋体の各ステージおよび各ラインを用いて、各種ス

トレス環境下におけるグリコーJL掛識の必要量を解析し

た。




